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			ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける⑦

			横塚司

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			　

			　

			　

			　

			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第１５４話　決死の潜入作戦

			第１５５話　ニンジャ・ウォリアーズ

			第１５６話　ロウンの地底神殿１

			第１５７話　ロウンの地底神殿２

			第１５８話　ロウンの地底神殿３

			第１５９話　ロウンの地底神殿４

			第１６０話　ロウンの地底神殿５

			第１６１話　悪夢のスライム１

			第１６２話　悪夢のスライム２

			第１６３話　悪夢のスライム３

			第１６４話　はさみ打ち作戦

			第１６５話　地底樹の間の戦い

			第１６６話　テンタクル・ナイトの弱点

			第１６７話　地底神殿の解放

			第１６８話　アリスの叱責

			第１６９話　連合軍の勝利

			第１７０話　植物の王

			第１７１話　世界樹の守護者

			第１７２話　アシッド・ハウンド

			第１７３話　亜種モンスター

			第１７４話　高機道防衛戦

			第１７５話　共同作戦

			第１７６話　戦争の犠牲者

			第１７７話　世界樹防衛戦１

			第１７８話　世界樹防衛戦２

			第１７９話　世界樹防衛戦３

			第１８０話　狂乱の樹海１

			第１８１話　狂乱の樹海２

			第１８２話　狂乱の樹海３

			第１８３話　狂乱の樹海４

			第１８４話　狂乱の樹海５

			第１８５話　黒翼の狂狼

			第１８６話　４日目の終わり

			番外編　志木緑子に天秤はいらない４

		

	
		
			　

			第１５４話　決死の潜入作戦

			　

			　ぼくは壁面をノックする音で目を醒ます。

			　ええと……いま何時だ？　窓の外はまだ明るいけど、ぼくはなにをしていて……。

			　そうだ、思い出した。

			　いまは異世界に召喚されてから４日目の午後で、ここは世界樹の森の一角、大樹の陰に召喚したコテージの２階。

			　午前中、学校の山でザガーラズィナーと追いかけっこをしたぼくたちは、間一髪、この世界樹に戻ってきた。

			　そのあとガル・ヤースの嵐の寺院を攻略して……疲れて、少しうたた寝をしていたのだ。

			　ベッドから半身を起こす。

			　格子の嵌った窓を見れば、１羽の鷹(たか)が窓の桟に停まっていた。

			　リーンさんの使い魔か。

			「次の作戦について、お話をいたしたいと思います。こちらに戻っていただけますか」

			「あ、はい、わかりました」

			　すでに日は傾きかけている。

			　アリスたちはいま、なにをしているのだろう。

			　階段を下りて、１階へ赴(おもむ)く。

			　リビングの中央のソファでは、３人の少女が、身を寄せ合って眠っていた。

			「おいおい、風邪をひくぞ。……それにしても、ぐっすりだな」

			　ぼくはシーツを召喚して彼女たちにかけてやる。

			　書き置きを残して、小屋を出た。使い魔の鷹(たか)が、ぼくのそばの地面に舞い降りる。

			「ぼくひとりで構いませんか」

			「ひとまず、説明だけですので」

			　鷹(たか)が翼をぱっとひろげる。転移門がひらく。

			　ぼくの身体は、青白い光に包まれる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リーンさんの住む木のうろには、すでにルシアが待っていた。

			　数時間前、彼女は強力な魔法を連射した結果、倒れてしまったのだが……。

			　いまはだいぶ顔色がいい。

			　たっぷりと寝て、疲れもとれたことだろう。

			「ご迷惑をおかけしました」

			「うん、それはもう、いいよ。ルシアのおかげで、結果的に勝負がはやくついた。おかげで、向こうの精鋭部隊を守ることができた」

			「それは、幸運だったといえますね」

			　明日以降も、戦いは続く。この世界の人間は、そのすべてに勝ち続けるほか、もはや生き残る術がない。

			　ルシアの奮闘は、結果的に明日以降への希望を増やしたといえるだろう。

			　リーンさんと向かい合って、座布団に腰を下ろす。

			　ルシアは、改めてぼくの隣に座りなおした。

			「さっそくですが、本題に入りたいと思います。ロウンの地底神殿の攻略が行き詰まっております。助力を要(よう)請(せい)します」

			「話を聞かせてください。ロウンの地底神殿の周囲には、感覚を狂わせる霧の罠(わな)があったという話ですけど……」

			「それは方位磁石と無線機で突破できました。目下の問題は、地下空洞の入り口を固めるモンスターたちなのです」

			　地下空洞とは、ロウンの地底神殿がある大空洞のことだ。

			「敵の数は」

			「アラクネの軍団が、およそ１０００体。神兵級も複数、確認されています」

			　そりゃまた、豪華な。

			「レジェンド・アラクネが複数ですか……」

			「はい。メイジもかなりの数が。アラクネたちは連携しての攻撃を得意としますので……」

			　レジェンド・アラクネが束になってかかってきたら、いまのぼくたちが総力をあげても厳しい。加えてアラクネ軍団が連携してくるとなると……。

			　さっきいっしょに戦った精鋭軍団に高等部の面々、ロウンの地底神殿に派遣された部隊も合わせて全力で戦っても、そうとうな被害が出るだろう。

			　勝てないとはいわないけれど、すさまじい損害を負うことは間違いない。

			「よって一計を案じます。本隊がアラクネたちを陽動し、その間に秘密の侵入路から内部に潜入、ロウンの地底神殿の中心であるロウンの地底樹を奪(だつ)還(かん)するのです」

			　リーンさんが、ルシアを見る。

			「ルシア、あなたであれば、ロウンの地底樹の神力を引き出し、かの地を浄化、アラクネたちを倒すことが可能ですね。いまなら四天王は誰もかの地におりませんし」

			「はい、リーン。神兵級より上のモンスターを押さえきることは不可能ですが、神兵級までであれば、地底樹の神力をお借りすることで始末することが可能でしょう」

			　ふたりの会話に、ぼくは目を白黒させる。え、ちょっと待って、それってつまり……。

			　ロウンの地底神殿の地上は、以前、緑豊かな森だったという。

			「もしかして、リーンさん。ロウンの地底神殿がある場所というのは……」

			「はい。かの地にはかつて、ルシアの国がありました」

			　ルシアが王女として生きていた国。森の豊かなエルフの国。

			　あまり感情を表に出さない亡国の少女は、いつもよりいささかちから強く、うなずいてみせた。その瞳(ひとみ)には、強い感情が宿っているように思える。

			　ルシアが口をひらいた。

			「ロウンの地底神殿の内部では、いっさいの転移門がひらけません。これは外敵の侵入に対する防護措置であったのですが、いざ攻める段となると非常に厄(やつ)介(かい)です」

			　指輪をふたつ、取り出す。

			「王族だけが使える秘密の侵入路は、この指輪をつけた生物でなければ通ることができないのです。そしてこの指輪は、ここにあるふたつしか現存しておりません」

			「それって、つまり……」

			「はい。もしこの作戦が実行に移される場合、ふたりだけ……つまり、わたくしともうひとりだけでロウンの地底神殿に突入することになります」

			　ようやく、ぼくは理解した。

			　地底樹の神力を引き出せるのがルシアなのだから、彼女は絶対に外せない。

			　内部には、きっと大量のモンスターがいるだろう。それらをかいくぐり、あるいは片っ端から掃除して、敵の中心まで辿り着く……。

			　これは、そんな無茶な任務なのだ。

			「その侵入路以外、隠し通路はないんですか」

			「わたくしは存じません」

			　ルシアはきっぱりと宣言する。

			「ルシアはこんな作戦、賛成なのか」

			「わたくしとあなたのふたりであれば、可能だと判断しました」

			　ぼくはルシアの双(そう)眸(ぼう)を覗き込む。ルビーの瞳(ひとみ)が、みじろぎもせずぼくを見返してきた。

			「いえ、あなたでなければダメなのです。戦力が限られる以上、カズの召喚魔法による戦力増強がなければ……」

			　彼女はすでに、覚悟を決めている。

			　そしてルシアという少女は、ぼくのかけがえのない仲間のひとりだ。

			「無論、これは極めて危険度の高い作戦です。カズ、あなたには拒否することも……」

			「行くよ」

			　ぼくは、強い決意をこめてリーンさんにうなずいた。

			「ううん、行かせてくれ。この作戦を成功させるには、ぼくが行くしかない。さもないとこの大陸に明日は訪れないだろう。なら、かたちばかりの拒否権なんて、意味がないじゃないか？」

			　リーンさんは「そうですね」と苦笑いする。

			「これがベストの作戦だって、リーンさん、あなたもそう思っているんでしょう」

			「現状、これ以上に成功率の高い作戦はないと断言できます」

			「ぼくたちが学校の山から戻って来なかった場合、代役を立てることは可能だったの？」

			「ルシアの縁戚の王族が、誰かひとりを伴って侵入するということになっておりました」

			　なおその王族というのは老齢の女性で、戦闘力は皆無であるという。

			　ああ、そりゃ本当に無意味な特攻でしかないわ……。

			「その場合は、同時に正面突破作戦も実行することになっていたでしょう。いかなる犠(ぎ)牲(せい)を払ってでも、われわれには勝利が必要なのです」

			「ルシアとぼくの組み合わせ以外じゃ、成功の望みなんてほとんどないでしょう」

			　自分でいうのもなんだけどさ。

			「正面決戦の場合、非常に厳しい展開が予想されておりました。無論、モンスターが地底神殿の入り口を固めるという方法を採るとは限りませんでしたが……」

			　敵の出方は、リーンさんたちが想定したシナリオのなかでも最悪というわけだ。

			　だからこそ、こちらもぼくたちという切り札を切っていく。

			「それで、今回の作戦、アリスたちなんだけど……。できれば、休ませてやってくれないかな。正面で戦う部隊からも外して」

			「お疲れですか」

			「うん、かなり。もちろん、ぼくたちが失敗したら、そのときは……」

			　今回はぼくたちが秘密の侵入路に突入後、１時間経っても状況に変化がなかった場合、失敗したとみなすとのことだった。

			　ルシアによれば、なんの妨害もなければ20分とかからないはずだという。

			　うーん、妨害なんて絶対にあるんだから、１時間って短いような……。

			「かの地はここより西方ですが、それでも夕暮れまで、そう多くの時間は残されておりません。夜戦でアラクネを相手にするのは、極めて不利と考えます」

			　たしかにあの蜘(く)蛛(も)人間を相手に決戦を挑むなら、是非とも明るいところで行いたい。

			「それでは、カズ。お願いいたしますね」

			　ルシアがそういって、ぼくの手を握ってきた。温かい手だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちはリーンさんのもとを辞したあと、「気をつけてください」と心配するすみれから装備の詰まったリュックサックを受け取り、転移門のある木のうろにやってくる。

			「本当に、アリスたちにひと声かけていかなくてよろしいのですか」

			「書き置きをしてきたから。よく寝ていたし、少しでも長く休んでいて欲しいんだ」

			　ルシアは少し戸惑ったあと、うなずいた。

			「わかりました、カズがそういうのでしたら。ですがきっと、彼女たちは怒りますよ」

			「謝るよ。必ず帰ってきて、謝罪する」

			　ぼくたちは、意を決して、転移門に踏み込む。

			　そばに待機していた獣人の兵士が、朗々と歌い始めた。

			　意識が途絶える。

			　ぼくたちの身体は、遠く離れた地へ。

			　ルシアの故郷たる、無残な爪痕が残る大地へ……。

		

	
		
			　

			第１５５話　ニンジャ・ウォリアーズ

			　

			　ぼくたちは霧に包まれた不毛の荒野に立っていた。

			　まさにぺんぺん草１本生えていない、という表現がふさわしい。

			　ぼくの隣に立つルシアは、肩を落としていた。

			「ルシア」

			　ぼくは、右手でルシアの左手を握った。

			　気づくと、そうしていた。見ていられなかったのだ。

			「申し訳ありません。その……少々、戸惑いました」

			「感傷は、あとにしよう」

			「はい。いまは、任務を」

			　ぼくは心を鬼にして、ルシアの手を引き、歩き出す。

			　先導する兵士が、「こちらです」と霧のなかから突如現れた絶壁の一部を指差した。

			「ここに、侵入路の入り口が？」

			「いいえ、この壁を登った先で、現在、コートーブ・チームが牽(けん)制(せい)攻撃を仕掛けております。敵中を突破し、侵入路に辿りついてください」

			　コートーブ……高等部か、ああ、そういうことね。

			「サモン・グリフォン」

			　ぼくはライオンの下半身を持った鷲の使い魔を呼び出した。

			　その全長が５メートルを超える、おおきなモンスターだ。

			　その背によじのぼる。ルシアはぼくの後ろに乗って、ぼくに抱きついてきた。

			　ふたつのやわらかいふくらみが、ぼくの背中で押しつぶされる。

			　ちょっと心臓が高鳴るけれど、つとめて無視。

			　グリフォンが霧の空に舞い上がる。

			　崖の上に出た。風に乗って、激しい剣戟の音が聞こえてくる。

			　怒声、悲鳴、そして勝ち鬨の声。この先で、誰かがモンスターと戦っている。

			　だが深い霧のせいで、それがどこか、よくわからない。

			「崖を越えたあと、グリフォンから降りましょう。地上ならば、わたくしが道案内できると思います」

			「森が消えても？」

			「この土地であれば。この地の土であれば」

			　なるほど、彼女を信じてみよう。

			　グリフォンは、切り立った崖の上に着地した。

			　ディポテーションでこの使い魔をＭＰに変換する。

			　その間に、ルシアが地面の土を舐めていた。

			「こちらです」

			　左前方に向かって、迷いなく歩き出す。

			　あ、本当にわかるのか。さすがエルフ、ってところなのかな。

			　それとも王女だから？　特殊な訓練を受けていたから？

			　ここに来てからずっと、ルシアの表情が暗い。

			　ぼくは慌てて彼女を追いながら、なにか声をかけるべきか迷った。

			　結局、声はかけられなかった。彼女の表情が、これまでになく厳しかったからだ。

			　言葉を探しているうちに、横合いから、ほかの声がかかった。

			「カズ殿でござるな」

			　独特なござる口調の男性の声。

			　霧のなかから出てきたのは、もちろん、忍者装(しよう)束(ぞく)の青年だった。

			「結(ゆう)城(き)先輩。相変わらずですね」

			「うむ。援軍、待ちかねていたでござるよ。カズ殿も元気そうで、なによりでござる。それで、その……ミアに渡したメモは……」

			「先輩にいいたいこと、いっぱいあるんですけど、とりあえずガソリンの提供、ありがとうございました」

			　結城先輩は、もごもごといいわけするように呟(つぶや)いたあと、そっぽを向いて口笛を吹き始めた。

			「心配しなくても、恨んでませんよ。むしろ、先輩のおかげでぼくはこうして生きている。本心から、そう思っています」

			「む、むう。そういってくださるのであれば、拙(せつ)者(しや)としても……」

			「あらあ、それ、どういうお話かしらー？」

			　結城先輩の背後で、女性の声。なにものをも恐れぬ忍者が、びくりと身を震わせる。

			　現れたのは、結城先輩の先輩にして婚約者、啓子さんだ。

			「な、なんでもないでござるよ！　さあ、カズ殿、ルシア殿！　さっそく参るでござる！」

			「あらあらあらー、ユウくんが慌てているわー。カズくん、あとでなにがあったか、教えてねー？」

			　啓子さんは、両手をモンスターの青い血で染めて、にっこりとした。

			　ぼくはその迫力に、「はい」と答えた。

			　というか、答えるしかなかった。結城先輩が、少しうらみがましい目でこちらを見ていたかもしれない。

			　ぼくだって、啓子さんには逆らえないよ……。
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			◆　◆　◆

			　

			「現在、隠し侵入路の入り口付近に、数体の大型モンスターがたむろしているでござるよ」

			「それ、侵入路がバレてるってことですか」

			「その可能性もあるでござるが……」

			　ルシアが「おそらく違うでしょう」と手を挙げた。

			「そのモンスターとは、クリムゾン・タートルでは」

			「現地の兵士が、あれを見てそういっていたでござるな……。全長５メートル以上はあろう、巨大な亀でござる」

			「では、問題ありません。もともとわが国は、クリムゾン・タートルの生息地に侵入路の出入り口をつくったのですから」

			　ルシアがいうには、クリムゾン・タートルは縄張り意識こそ強いものの、穏やかなモンスターで、およそ誰かの命令に従うということをよしとしないらしい。

			　ずっと昔に、エルフたちによって召喚され、勝手にかの地に根付いていたのだと。

			　近づかなければ危険なモンスターではないという。

			「そんなモンスターがいるんですか」

			「すべてをモンスターと呼称しているせいでわかりにくいですが、実質的には、あれは使い魔のような存在です。ただし、勝手にこの地のマナを気に入り、召喚者がいなくなったあとも居座っているわけですが……」

			　いちおう儀式召喚の実験のようなもので呼ばれたらしい。

			　儀式召喚、か。なるほど、そういうのもあるのか……。

			「じゃあ、ルシアがいれば、クリムゾン・タートルもなんとかなる？」

			「火魔法で潰せ、ということですか」

			　やべえ、いま天然で返されたわ。

			　啓子さんが、くすりと笑う。

			「エルフの王族なら従える方法とかがあるのでは、という話よー」

			「かの地に籠城していた王族であれば、そういった魔法を習得していた可能性はあります。ですが、わたくしは……」

			　ルシアはそもそも普通の王族じゃないからな……。

			　幸い、ロウンの地底樹を操る方法は知っていたみたいだけど。

			「そういうことであれば、拙(せつ)者(しや)たちの出番でござるな！」

			　陽動作戦をかって出てくれるということか。

			　いまここでＭＰを消耗したくないし、それがいちばんかなあ。

			「無理はしないでくださいね」

			「無論でござる。われら一流の忍者にかかれば、鈍重なモンスターを相手の時間稼ぎなど容易いこと！」

			「そうよー。ユウくん、『ここは拙(せつ)者(しや)に任せて先にいけ！』をやりたいって、前からずっといってたのよー」

			　ぼくは結城先輩をジト目で見た。結城先輩は、「いやん」と腰をくねらせた。

			「気持ち悪いです。あと、ミアみたいです」

			「妹を馬鹿にすると許さないでござるよ！」

			「そこで逆切れするんですか……」

			　あ、そうだ、とぼくはリュックサックから粘土のようなパックを取り出す。

			　プラスチック爆薬だ。

			「ぼくたちの場合、ルシアの火魔法の方が便利ですし、そちらで使ってください」

			「おお、助かるでござるよ」

			　忍者は、喜んでプラスチック爆薬を受け取った。

			　ぼくたち４人は、霧のかかった渓谷の入り口で立ち止まる。

			　この先に、クリムゾン・タートルの生息地、そして秘密の侵入路の入り口があるのだ。

			「クリムゾン・タートルは口から炎を吐きます。ご注意を」

			　ルシアはそういって、４人全員にハイレジスト・ファイアをかけた。

			　わずかな時間しか保たないが、陽動して突破するだけなら、こちらの方がいいだろう。

			「拙(せつ)者(しや)たちの30秒後、突入するでござるよ」

			　そういって、結城先輩と啓子さんは渓谷のなかに駆け出す。

			　ほどなくして、野獣の咆(ほう)哮(こう)が聞こえてきた。

			　轟(ごう)、と風が唸る。霧が吹き飛ばされる。熱風が、ぼくたちのもとへ届いた。

			「これ、ブレスの余波か！　先輩たち、だいじょうぶかな……」

			　いやまあ、あのふたりが負けるビジョンが想像できないけど。

			「30秒、経ちました」

			　ルシアの言葉で、はっと我に返る。

			「いこう」

			　ヘイストをかけ、地面を蹴る。

			　ぼくたちふたりは、まだ熱風吹きすさぶ渓谷に突入する。

		

	
		
			　

			第１５６話　ロウンの地底神殿１

			　

			　すりばち状の広場になっている空間で、赤い巨大なモンスターが４体、暴れている。

			　全長５メートル以上もある亀型モンスター、クリムゾン・タートルだ。大亀の間を縫うように、ふたりの忍者がちょこまかと走っていた。

			　クリムゾン・タートルの甲(こう)羅(ら)のあちこちで、爆発が起こる。

			　ひょっとして、プラスチック爆薬か？

			　その爆発も、巨大な亀にはあまり効いていない様子だ。

			　それでもクリムゾン・タートルを怒らせるには充分だったのか、ふたりの忍者は大亀たちに執拗に追いかけられていた。

			　いまがチャンスだ。いや、そうじゃなくても、やるしかない。

			「入り口の場所は」

			「広場の反対側です」

			　乱戦のなかを突っ切らなきゃいけないというこの状況、どうするのが最適か……。

			　ぼくは意を決して、使い魔を召喚する。

			「サモン・ファミリア：幻狼王シャ・ラウ」

			　銀の大狼が召喚される。ぼくはルシアと共に、素早くその背に飛び乗る。

			　ふさふさの毛に掴(つか)まった。

			「いっきに突っ切ってくれ」

			『任された』

			　幻狼王は、雷となって駆けた。

			　ぼくとルシアは懸命にしがみつく。

			　まずい、振り落とされ……る直前、幻狼王は急停止した。

			　ぼくとルシアの身体が前のめりにひっくり返る。危うくすっ飛んでいきそうになったルシアの手を、必死で掴(つか)んだ。

			　ふたりで抱き合う。そのまま、大狼の背から転がり落ちた。

			　ルシアの胸もとに顔を埋めてしまったけど、これはあとで謝罪するとして……。

			　背中から地面に叩きつけられる。激しい衝撃に、ぼくは低く呻(うめ)く。

			「イタタ……。ルシア、だいじょうぶか」

			「はい、カズのおかげで」

			　このまま、彼女のぬくもりに包まれたままでいたいという邪で邪悪な欲望を振り捨て、立ち上がる。ルシアに手を貸し、彼女も起き上がらせる。

			　振り返れば、クリムゾン・タートルのうち２体がこちらをちらりと見ているが……。

			「こっちでござるよ！」

			「ほらほらー、余所見していると爆破ですよー」

			　忍者ふたりが素早くそいつらに攻撃を仕掛け、また注意を引き戻す。

			　よし、いまのうちだ。正面の、いっけんただの岩壁とおぼしきあたりに向きなおる。

			「ルシア、どこが入り口か、わかるか」

			「少々、お待ちを」

			　ルシアは壁面に右手を添え、目を閉じてぶつぶつと呟(つぶや)いた。

			　ぼくたちの少し左の壁面が、ぼうっと青い輝きを放つ。

			「カズ、指輪を」

			「ああ、ちゃんとはめてる」

			　この秘密の抜け道を通るためには絶対に必要だという、指輪。

			　改めてそれを左手にはめていることを確認し、うなずきあう。

			　シャ・ラウをディポテーションで送(そう)還(かん)し……。

			　ぼくとルシアは、手をつないで青い輝きに触れた。

			　壁面に、吸い込まれる。くらり、とおなじみテレポートの感覚があった。

			　一瞬、意識が、途絶える。戦場の音が消える。

			　次の瞬間には、目の前の光景が変化していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちふたりは、薄暗い石造りの部屋のなかに立っていた。

			　どこからか、水滴の落ちる音が聞こえてくる。静謐な雰囲気だ。

			「ここが……地底神殿への侵入路、か」

			「そのようですね」

			　壁面の苔が、黄色い明滅を繰り返している。その明かりのおかげで、足もとまで見えた。

			　長年、放置されていたはずなのに、埃ひとつ落ちていない。

			　部屋の反対側に、青いぼんやりとした輝きの壁面。

			　ここから外に出られるのだろう。

			　出ないけど。

			　ニンジャ夫妻は、うまく逃げてくれただろうか。聡い彼らのことだから、だいじょうぶだとは思う。

			　部屋の出口は、ひとつ。横幅２メートルくらいの通路が、まっすぐ奥に続いている。

			「あまり時間はない。行こうか」

			「はい、参りましょう。ついてきてください」

			　ここの構造に詳しいはずのルシアが先頭に立って、歩き出す。

			　ぼくは時折、後ろを振り返りつつ、彼女を追いかけた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　かたちよく揺れるルシアのお尻(しり)を見て歩きながら、ぼくは彼女に、この国のことを訊ねた。

			　彼女は、この国のことをあまり思い出したくないかもしれない。

			　それでもぼくは、彼女を産んだ国について知りたかった。

			「かつて、この国はア・ウル・ナアヴと呼ばれていました。わたくしたちの言葉で、神樹の民の森、という意味です」

			「神樹、というのがロウンの地底樹のこと？」

			「ガル・ヤースの心臓を見ましたね」

			「ああ。すごいでかいルビーだった」

			「わたくしたちは、あれを神像石、と呼んでおりました。世界樹にも、この地の地底樹にも、あれが埋め込まれています。いえ、樹が呑みこんだ、といった方が正しいでしょうか。対してガル・ヤースでは、神像石がそのまま、象徴として崇(あが)められることになったといいます」

			　つまり神像石というあのルビーのことを、神話では楔(くさび)、といっていたわけか。

			　その楔(くさび)は全部同じもので、世界樹もロウンの地底樹も、神像石がその心臓になっていると。

			　これ重要な情報って気がするんだけど、なんで教えてくれないかなあ。

			　いや、彼女たちにとっては常識だったのか。

			　薄々わかっていたことだけれど、この世界のひとたちは、ぼくたちとは根本的な部分で常識が違う。

			　こっちからいちいち、ツッコむべきだろう。

			「ア・ウル・ナアヴは、エルフの国でした。森に住む民、森の木々を束ねるものアルヴァナに仕える民は数あれど、エルフは古よりの知識をいまに伝える民として、大陸でも一目置かれておりました」

			　アルヴァナっていうのは、前にも聞いた、エルフや森に生きる人々の神さまだ。ルシアの国の王家に神(しん)託(たく)を与えて、ルシアという兵器をつくらせた。

			　ぼくたちがこの世界に来ることを知っていたと思われる存在のひとりである。

			　ちなみに過去の問答によると、この世界のエルフはさほど長命じゃないらしい。現に、ルシアはぼくと同い年だ。むしろ、リーンさんたち光の民がたいへんに長い命を持つという。

			「20年ほど前のことです。ア・ウル・ナアヴの当時の王は、モンスターとの戦いで疲弊する各国を見て、好機だと考えました。驕り高ぶった国民は、モンスターに滅ぼされた国の難民たちによって悪化した治安をすべて、他所の怠惰の証と断じたといいます」

			　他国から貧乏なひとが逃げてきて、都市の生活レベルが下がる。現代でもよく聞く話だ。

			　モンスターの軍が急に強くなったのって、そう昔じゃないんだっけ？

			　ええと……そう、たしか５年前だ。そのあたりで、急にモンスターが組織的行動を取るようになった。それまであまりおおきな集団にならず、ばらばらに動いていたものたちが、大規模な軍隊をつくった。

			　一般的に情報の伝達が遅いこの大陸の文明レベルで考えれば、それはつい最近のちょっとした変化、という程度にしか感じられないのかもしれない。

			　もちろん、光の民みたいにテレポートと使い魔で密な連絡を取り合うことができるシステムが確立した民は、危機感を募らせていたのかもしれないけれど……。

			　きっと、ア・ウル・ナアヴという名のこの国は、そうじゃなかった。

			「豊かな国だったの？」

			「豊かな森でした。そこに生きる智恵は、長い歴史のなかで洗練された知識が教えてくれました。その基盤をもとに、多くの奴隷を用いた強固な支配体制が確立されておりました」

			　モンスターとの戦いで国が滅んだりしていたから、奴隷には困らなかったんだろう。

			　で、なまじ豊かだったせいで、周囲をよく観察できなかった？

			　凄惨な戦争を、悲惨な難民たちを見ても、実感がなかったのか。

			　完全に対岸の火事だと思っていた。じつは人類すべてが滅亡の瀬戸際だと、彼らは気づいていなかった。自分たちすら危ういのだという現実を見ることができなかった。

			　その無知、無能を、彼らは己の命であがなうことになった。

			「神話時代の高度な知識は、ア・ウル・ナアヴに洗練された文化と高い軍事力を与えていました。大陸でも有数の軍事国家です。しかし彼らは、滅多に外征を行いませんでした。己の森が、故郷が、外のいかなる地よりも素晴らしい家であると知っていたのです」

			　このへんは、ファンタジーっぽいこの世界らしい話だ。ちょっとぼくたちの世界にあてはめることができない。

			「でも、待って。じゃあなんで、彼らはさらなる軍事力を求めたんだろう」

			「森の豊かさが失われつつあったからです。神像石のちからをもってしても、増え続ける難民は、いずれ森が吸収できる限度を超えるという計算結果が出たのです」

			「難民を追い出すとか、そういう方法はとらなかったの？」

			「国の富裕層にとって、難民の奴隷を用いた産業は、金の成る大樹でありました」

			　あ、金の成る木って言葉、この世界にもあるんだ。

			　適当に翻(ほん)訳(やく)されたのかもしれないけど。

			「ですので……愚かな王は、モンスターを排除し、人類国家のすべてに君臨することで、森に平和を取り戻そうとしたのです」

		

	
		
			　

			第１５７話　ロウンの地底神殿２

			　

			「これからわたくしたちが赴(おもむ)くロウンの地底神殿について、少しだけお話ししておきましょう」

			　ルシアは前を歩きながら、語る。

			「神像石から生み出される無限のマナを用いることで、ア・ウル・ナアヴは豊かな森を手に入れました。20万もの民が集まるエルフの都アル・ナアヴは、世界でもっとも栄えた都市であったといいます」

			　森の民って、物語なんかだと、あんまり都市化してないイメージがある。やっぱり森＝狩猟採集生活＝原始的、って印象が強い。

			　でも、ルシアの国は違ったわけだ。豊かな森林資源と、伐採してもマナのちからですぐ植生が回復するって条件が合わさって最強に思えるってところなんだろうか。

			　生育の早い森林、しかも土壌が豊かって、ものすごいアドバンテージなんだろう。

			　ぼくたちの世界じゃちょっと考えられないことだけど、マナってなんでもありの資源があると、こういうチートじみた国家も生まれるんだなあ。

			　いろいろと感慨深いというか、ロード・オブ・ザ・リングで見たあのきらびやかな世界がとたんに色あせていくというか……。ルシアたちはなにも悪くないんだけどさ。

			「ロウンの地底神殿は、国の豊かさの中心、象徴として王家が管理していました。王家の女性を神殿に住まわせ、実質的な後宮として運営していたのです。当代の王は、１００人以上の女性に２００人以上の子を産ませました。わたくしはそのなかで、もっとも優秀な『素子』でした」

			「それって……」

			「王家の実験体、という程度の意味です。わたくしを含めて１００人前後の『素子』がいました」

			　１００人の子供を聖闘士のもとに送り込んだ城戸なにがしを思い出す話だ。

			「わたくしたちの能力をマレビトなしで解放する方法も研究されていましたが……。その前にモンスターの侵攻があったのです」

			　国は滅び、『素子』のひとりにして王族でもあるルシアはリーンのもとへ辿り着いた。

			　結局、彼女はマレビト、つまりぼくたちと出会った。

			「王族以外の男子禁制であったロウンの地底神殿は、ゆえに国でもっともかたい警護を誇(ほこ)っておりました。正面からでは難攻不落、いかなる守りも跳ね除ける……はずでした」

			　とはいえ、国そのものが滅んでなお、この場所だけを守りきれるはずがない。

			　ルシアは、具体的にどういう風にここが陥(かん)落(らく)したかは知らない、といった。

			　この地に豊かな恵みをもたらしていた神像石が機能を停止したことは確かであるらしい。

			　だから地上は、あんな荒野になったのかな。

			「ガル・ヤースの嵐の寺院の楔(くさび)は、モンスターに利用されていた」

			「おそらく、それを恐れたのでしょう。傲慢なわが父も、最後の最後で、世界全体の行く末を案じたのだと思います」

			　ルシアの言葉は、なんとも辛辣であった。

			　彼女が自分の国について批判的なことをいうのは、いつものことみたいだけど。

			「リーンは、この地の神像石が封印されていると考えています。王家には、いざというときのための封印の儀式が伝わっていました。これは５つの楔(くさび)を継承する国家すべてが、同様の儀式を伝承していたはずです。万一、よからぬ輩の手に楔(くさび)が渡ることになった場合、その前に必ず封印するようにと。それが、楔(くさび)を管理する者たちの義務であったはずなのです」

			「えーと、ガル・ヤースでは神像石、もろに利用されていたけど。嵐の寺院の連中は、その義務を履行しなかったということ？」

			「はい。かの地の腐敗は、わが国以上であったということでしょう」

			　だからこそ、アンデッド無限湧きなんていう厄(やつ)介(かい)な事態になったわけか。結局、こちらも物量で押し切っちゃったけど。

			　あの場にもう１体、神兵級のネクロマンサーがいたらどうなっていただろう。

			　さすがに、対抗しきれなかったかなあ。

			「じゃあ、今回は敵が無限のマナを使ってくるって懸念はしなくていいわけか」

			「現在に至るまで、封印の解除は確認されておりません。かの神像石が起動すれば、必ずや地上に影響が見られるでしょうから」

			　それは頼もしいことだ。こっちはただでさえふたりしかいないのに、そのうえ相手がチートじみた能力を持っていたら、どうしようもない。

			「で、ルシアはその封印を解除して、神像石の能力を使って敵を封じ込めると」

			「作戦がうまくいけば」

			「うまくいくと、思っていない？」

			「もちろん、成功させるつもりですが……」

			　ルシアは立ち止まり、振り返った。ぼくを見つめる紅の双(そう)眸(ぼう)が、困惑するように揺れる。

			「ガル・ヤース方面の作戦は、すでに成功裏に終わりました。いざとなれば、かの地から応援を呼ぶことも可能です。いまなら正面からの突破が可能かもしれません」

			「それは消耗がおおきすぎる、って話だったよね」

			「ですが、失敗すれば……カズ、あなたが失われます」

			　ぼくは苦笑いした。そんなの、いまさらの話だ。

			「ルシア、その場合、きみも死ぬんだけど。どのみち、死んだら終わりだろう」

			「わたくしが死んでも、亡国の王女がひとり、消えるだけです。ですが、カズ、あなたは……」

			「あのね、ルシア。ぼくたちは、仲間だ。仲間の命は対等で、そしてぼくは、これ以上、誰ひとりとして仲間を死なせたくない」

			　ルシアは黙って、ぼくを見つめた。

			　彼女が呑みこんでいる言葉は、なんとなくわかる。それは理想論で、夢物語だと、そういいたいのだろう。

			　でも違うのだ。これは決意なのだ。

			「アリスやたまきやミアと同じくらい、ルシア、きみも大切だってこと。それだけは、覚えておいて」

			「それは、恋愛感情ではなく……ですか」

			「仲間として」

			　ルシアはまた、迷うようになにか言葉を飲み込んだあと……。

			「はい」

			　とうなずいた。いつも表情の少ない顔が、少しだけ緩んでいるようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　回廊の終着点は、いっけんただの行き止まりに見えた。

			　当然、本当になにもないわけがない。ルシアが壁面に手を触れると、行き止まりの壁全体が青く輝いた。

			「この先は、敵の巣窟です。カズ、覚悟は……」

			「いまさらだよ」

			　ぼくはルシアの手を握った。ルシアは強く握り返してきた。

			「参ります」

			　ふたりで、壁面に手をつく。テレポート特有の酩酊感がある。

			　テレポート・アウトした先は、倉庫のような石造りの小部屋だった。ひとつだけある扉は開け放たれていて、通路が見える。

			　その通路から、ろうそくのような頼りない明かりが差し込んできていた。部屋には木箱だったであろう残骸が散乱している。埃が積もっていた。

			　なるほど、ここから先は、埃が積もる空間なのか……。

			　で、通路から、鼻が曲がりそうな臭気、糞尿の臭いが漂ってくる。

			　うん……？　生き物が、いる？　アンデッドじゃなくて、動物系モンスターか？

			　ひとまず護(ご)衛(えい)を用意しておくか……。

			「サモン・パラディン」

			　全身鎧を身にまとった兵士が出現する。ランク７の前衛に匹敵する能力を持った兵士だ。

			　たまきやアリスに比べると心細いけど、神兵級の敵でも来ない限りはだいじょうぶだろう。

			「まずはインヴィジブル・スカウトで偵(てい)察(さつ)する。リモート・ビューイングを使うから、見張りをお願い」

			「承りました。よろしくお願いします、カズ」

			　ルシアによれば、左手にいくと広間があり、ロウンの地底樹はその先にあるという。

			　ぼくは、インヴィジブル・スカウトの視点になって、この使い魔を通路に送り出した。

			　透明な偵(てい)察(さつ)兵は、足音を立てないよう、石造りの通路をゆっくりと歩く。

			　時折、打ち捨てられた木箱があちこちに転がっていて、妙に視界が悪い。もっともこれは、ぼくたちに遮(しや)蔽(へい)を提供している、ということでもあるけれど。

			　ルシアのいっていた広間が見えた。

			　広間の入り口のそばに、木箱が積み重なっている。

			　インヴィジブル・スカウトは木箱をよじのぼり、上からこっそりと部屋のなかを覗き込む。

			　広間の壁面に灯篭のようなものが取りつけられ、ぼんやりとオレンジの光を放っていた。魔法的な照明器具なのだろう。それがあちこちにあるおかげで、室内は思いのほか明るい。

			　そこにあったのは、ある意味で見慣れた、凄惨な光景である。

			　広間のあちこちで、20人以上の女が、モンスターと肌を重ね合わせていた。

			　女たちは、皆、首輪をつけている。排泄物が垂れ流しだ。

			　彼女たちをレイプしているモンスターの肌は濃い緑色で、幼稚園くらいの子供の背(せ)丈(たけ)だ。よくよく見れば、そいつらはどうやら、トカゲのような顔をした小人型のモンスターであった。

			　ひとりの女に２、３人の小人が群がり、その身を蹂(じゆう)躙(りん)している。モンスター側は40体以上いるようだった。

			　この小人型モンスターって……コボルドって名づければいい、のかな。

			　って、あ、ぼくがそう思ってしまったから……。

			　いや、すでに高等部とかが遭(そう)遇(ぐう)しているなら、関係ないかな。

			　ぼくは小声で、ルシアに部屋の状況を説明した。モンスターについても、詳しく描写する。

			　ただし、コボルドという単語は口にしない。さて、これでルシアは相手をなんと呼ぶか……。

			「それはおそらく、コボルドですね」

			　ルシアはやっぱり、そういった。

			「手先が器用で、集団戦を得意といたします。単体での強さはさほどではありませんが、すばしっこく、ずるがしこいモンスターであるといわれております」

			「小人なのに、性欲とかあるの？」

			「目的はマナでしょう。部屋のどこかに、マナを貯める魔導具がありませんか」

			　あ、マナかー。本来、ロウンの地底樹からマナを供給される予定だったから、その代替手段って感じなのかな。ええと、魔導具、魔導具……あ、あのへんかな。

			「何体かのコボルドが女を持ち上げて、左奥の隅の方に運んでる。ここからじゃ、なにがあるかはわからない」

			「そこに魔導具が設置されているのでしょう」

			　うん、あれ、でもじゃあなんでわざわざレイプする必要があるのか。

			　ぼくの疑問が顔に出ていたか、ルシアは「勘違いされているようですが、逆です」といった。

			「コボルドは、身体の維持にあまりマナを必要としないモンスターです。体内で生成されるマナの方が維持に必要なマナより多いため、これを外部に供給することが可能です。そのためにもっとも効率的な方法が、いちど人間にマナを注ぐことだといわれています」

			「いちどあそこにいる女性たちにマナを入れて、そのマナを魔導具で吸引してるってことかな」

			「おそらくは。その魔導具を破壊したいですね」

			　敵の目的がなんにせよ、それを邪魔するのがぼくたちの使命だ。

			「マナを貯めて、なにをするつもりなんだろう」

			「たとえば、高級な魔導具をつくるには、大量のマナが必要です」

			「どういう魔導具をここでつくっているか、わかるかな」

			「可能性はいくつかありますが、たとえば王族がロウンの地底樹にほどこした封印を解くための魔導具という可能性がひとつ、あります」

			　そっか、封印さえ解いてしまえば、マナは使い放題。

			　だからああしてマナを収奪している？
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			　マナを貯める魔導具を破壊するにしても、その前にコボルド軍団を殲(せん)滅(めつ)する必要がある。

			　でもうーん、40体以上か。

			「まとめて焼き払えると、楽かな。問題は、いっしょにいる女性たちだけど……」

			「死んでしまった方が、幸せなのかもしれません」

			　ルシアはぽつりと呟(つぶや)いた。

			　アリスがいれば、魔法ひとつで身体も心も回復させることができるかもしれない。

			　だがルシアの火魔法では、身体的な怪(け)我(が)しか治(ち)癒(ゆ)できない。助けたあと、彼女たちが苦しむ様子を見るよりは……という気持ちも少しはわかる。

			　でも、この地底神殿に囚(とら)われた女性たちはルシアの知り合いである可能性が高い。ぼくの心情をいわせてもらえば、ルシアに顔見知りを焼き殺させるようなことはしたくなかった。

			「内部の情報は欲しいかな。ぼくとしては、捕まったひとたちから、少しでも情報を聞き出せると嬉しい」

			　インヴィジブル・スカウトの目で観察を続けながら、そう呟(つぶや)いた。

			　ぼくたちには、他人の心を慮るような余裕なんてない、という事情もある。

			「あと、そうだ。きみの姉妹は、きみと同じように白い部屋に行ける『素体』なんだろ。レベルアップ可能なら、後々の戦力になる」

			　それは、ただでさえ辛い目に遭っている人々を、さらに過(か)酷(こく)な戦いに追いやるということだが……。

			　はたしてルシアは、「なるほど、もっともなことです」とうなずいた。

			「まとめて殲(せん)滅(めつ)しない場合、コボルドに逃げられては厄(やつ)介(かい)です。どうなさいますか」

			「キャンドル・デイズで眩惑して、１体ずつ潰していく。どうかな」

			「それだけで全員を拘(こう)束(そく)できるとは思えません。何体かは逃がしてしまうでしょう」

			　キャンドル・デイズは空中に魔法のろうそくを呼び出し、それを見たものを眩惑させる魔法だ。あらかじめ逃げ道をふさぐ方法は、ひとつ思いついている。

			　いくら数が多くとも、出口はしょせん……ええと、ぼくたちのいる通路を除いて３つか。

			　結構あるけど、とはいえルシアに無差別爆撃させるよりはいいだろう。

			「コボルトの逃げ道は、ぼくがすべて塞ぐ」

			　具体的な方法を伝えたところ、ルシアは少し考えたあと、「わかりました」と答えた。

			「カズの作戦に賛成いたします」

			「コボルドは弱いって話だから、使い魔は質より量で勝負する。それぞれの通路に風エレと地エレが１体ずつ立てば、充分かな」

			　ランク５のサモン・エレメンツなら、１体召喚して消費ＭＰは25。いまのぼくなら、10体以上呼び出してもまだ余裕がある。サモン・レギオンは今回みたいな場所ではあまりにも数が多すぎるから、これくらいがちょうどいい。

			　ぼくとルシアは、パラディンと共に音を立てないよう抜き足差し足で通路を歩きだす。

			　パラディンは、金属鎧を着ているにもかかわらず、思ったよりずっと静かに歩いてくれた。

			　これもランク７相当の技量のひとつ、ということなんだろうか。本人に聞いてみたいけど、いま無駄口をたたくわけにもいかない。

			　部屋の入り口の前に辿りつく。

			　ここまで近づくと、濃厚な男女の体液が入り混じった臭いが強くなってくる。

			　幾度となく死の危険とともに嗅いだ臭いだ。自然、身体が緊張してくる。

			　木箱の陰からそっと部屋のなかを覗き込む。

			　灯篭のような魔法的照明器具に照らされ、ぐったりした女たちの裸体が見えた。

			　栄養状態はそこそこいいみたいだけれど、なんの抵抗もなく、時折、呻(うめ)き声をあげるだけで、コボルドたちのされるがままになっている。

			　部屋のなかは、通路より気温が高い。

			　膨らんだ乳房が絶え間なく上下し、珠の汗が滴り落ちる。やっぱりここからじゃ、女から離れたコボルドたちが集まる左奥になにがあるのかは、よくわからなかった。

			　だったら見える位置に移動するだけだ。

			　この部屋の出口は、ここのほか、奥と左右にひとつずつ。

			　ぼくはインヴィジブル・スカウトに命令し、奥の通路までを突破させる。

			　透明な使い魔は、堂々と広間を横切って、奥まで辿り着いた。散乱する木箱の陰に身を寄せてもらう。

			　さてこの状態で、ぼくとインヴィジブル・スカウトの距離は40メートルもない。ぼくにはシー・インヴィジビリティがかかっているからインヴィジブル・スカウトを視認できるので……。

			「トランスポジション」

			　ぼくとインヴィジブル・スカウトは、互いの位置を入れ替えた。

			　ぼくの視界が変わる。一瞬で、反対側の通路までテレポートしたのだ。あまり使っていなかったけど、やっぱりこの魔法、使いどころさえわきまえればめちゃくちゃ便利だなあ。

			　この通路の奥は、ルシアによればいちど折れ曲がったあと別の部屋に続いているそうだ。物音を聞きつけて敵の援軍が来たら、そのときはそのときだろう。

			　物陰で、アース・エレメンタルとウィンド・エレメンタルを呼び出す。

			　全身、岩でできた巨人と、風をまとった半透明の裸の女性だ。まったくもってどうでもいい情報だが、ウィンド・エレメンタルはおっぱいがおおきい。

			　そういえば、初めてこいつを呼び出したときって、アリスに捨てられたとショックを受けた直後で、この胸もとのふくらみにアリスを思い出して激しい嫌悪の情を抱いたんだよなあ。

			　そんなことはどうでもいいんだ。ぼくはいちどインヴィジブル・スカウトを呼び寄せ、次は横の通路に行くよう命じる。トランスポジションで、位置交換。

			　アース・エレメンタルとウィンド・エレメンタルを配置。

			　最後に、その対面にワープして同じように２体を配置。

			　これでルシアの側以外の三方に、使い魔を２体ずつ配置完了だ。

			　なおこの間、コボルドたちは、まったくぼくらに気づいた様子がない。

			　で、そっと顔を出し、マナを貯める魔導具があるとおぼしき部屋の片隅を覗き込んでみれば……。

			　そこには、グロテスクな、まるで内臓がむき出しになったような肉塊がそこにあった。

			　その肉塊に、ひとりの少女が埋め込まれている。肉塊が咀嚼するように蠢(うごめ)き、少女が苦(く)悶(もん)の声をあげて身をよじる。

			　グロブスターの小型版みたいなやつだ。マナヴィジョンで見れば、もうちょっとなにをしているのかわかるんだろうけど……。

			「まあ、いいか」

			　小声で呟(つぶや)く。作戦決行だ。

			　ぼくは、パラディンのそばで隠れるルシアに合図を出したあと、インヴィジブル・スカウトをフロアの中央に移動させ……。

			　インヴィジブル・スカウトが、両手をパン、と叩く。

			　突然の高い音に、すべてのコボルドが一斉に部屋の真ん中を振り向く。

			　そこに、ルシアが魔法を飛ばす。

			「キャンドル・デイズ」

			　火魔法のランク４。ゆらめく幻(げん)影(えい)の炎が、フロアの中央、高さ１メートルほどの場所に出現した。

			　幻の炎を見たコボルドたちが、幻惑されて動きを止める。

			　で、ぼくも思わず、それに魅入られるように……。

			「ってあぶない、あぶない、ぼくがひっかかってどうする」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　パラディンが、動きを止めたコボルドの群れに飛び込んでいく。

			　女を囲んだまま棒立ちになっているこの小型モンスターの首を、次々と切り飛ばしていく。

			　青い血しぶきが宙を舞った。

			　一部のコボルドが喧噪に気づいてパラディンを見つけ、すぐにキーキーとなにか叫びながら、部屋から逃げようとする。

			　通路にはアース・エレメンタルとウィンド・エレメンタルが立ちふさがっていた。部屋から飛び出そうとしたコボルドたちは、エレメンタルたちによって、片っ端から討ち取られていく。

			　40体以上のモンスターといっても、所(しよ)詮(せん)、オークと同等かそれ以下の相手だ。

			　ぼくの使い魔はパラディンがジェネラル・オーク相当、エレメンタルたちがエリート・オークより少し弱い程度と考えれば、その実力の差は明らか。バラバラでは勝負になるはずがない。

			　コボルドのうち２体が、ルシアの方へ向かった。

			「お任せください」

			　ルシアは腰の鞘から黒い棒状の武器、ボーン・ウィップを抜き、手首をひねる。

			　ボーン・ウィップは鞭(むち)のようにしなり、数倍に伸長したそれがコボルドたちを打ちすえた。

			　鞭(むち)に打たれたコボルドは、その場に倒れる。ルシアは流れるような動作でもう１体の足にボーン・ウィップをからませ、こちらも転倒させる。

			「フレイム・アロー」

			　９本の炎の矢が出現する。転倒したコボルドたちに、燃え盛る矢弾が降りそそいだ。

			　２体とも、丸焼けになって息絶える。部屋のコボルドを20体近く倒したところで、ぼくがレベルアップする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋には、ぼくとルシアのふたりだけだ。

			　そういえば、彼女とふたりきりになるのは初めてなんだなあ。

			　そもそも出会ったのが昨日の午後で、まだ丸１日しか行動を共にしていないから、当然のことではあるんだけど。

			　そのルシアは、浮かない表情だった。うつむいてしまっている。

			　ぼくは模様替えスイッチを押した。隣の部屋が、プールから広大な草原に変化する。

			「これは……」

			「ミアがリクエストした機能なんだ」

			　ルシアは、驚いて顔を上げた。

			「勝手にミアベンダーで購入してさ。まあこれはこれで、いろいろ役に立ちそうだけどね。この部屋にずっといると、息が詰まるし。だからさ、ルシア。たまには広いところで、気分転換しようよ」

			　銀の髪の少女を誘い、草原に踏み出す。

			　太陽は南中の位置にあった。やわらかい日差しが、ぼくたちに降り注ぐ。ぽかぽかしていて、とても気持ちがいい。

			　ぼくは、草むらにごろんと横になった。ルシアが、そっとぼくの隣に座る。

			「話を聞いてくださいますか」

			「うん」

			「あそこにいた囚人の多くが、わたくしの知り合いでした」

			　予想されていたことだ。だからこそ、彼女に焼き払って欲しくはなかった。

			「わたくしと同じ、姉妹として生まれ、兵器として育てられた者たちがいました。王の側室のかたも。王族に仕えていた者たちも……」

			「みんな、もともとここに住んでいたひとたち？」

			「はい。そのはずです。少なくとも、この国が墜ちたとき、王族の女性は皆、もっとも堅(けん)牢(ろう)なここに集められていたと聞きます」

			　ルシアはいつもの口調で淡々と語る。

			「コボルドを倒したとき、彼らが犯していた者と目が合いました。わたくしの侍女として働いていた子で、わたくしより４つ、年下です。いつも明るく、好奇心旺盛な子でした。目がくるくると、よく動くんです。下級貴族の娘で、育ててくれた父と母に恩返しがしたい、といつもいっていました。いまの彼女は、まるで感情をなくしたようにうつろな目をしていました」

			「そうか」

			「乳母がいました。わたくしの能力が期待ほど伸びていなかった幼少期、それでいいのだ、焦らずともよいと諭してくれたのは、彼女だけでした。厳しい訓練に泣いて帰るたび、彼女の胸で泣きました。当時のわたくしには逃げ場が必要で、彼女だけがただひとつ、わたくしに与えられた逃げ場だったのです。すべてが仕組まれたものだと知ったあとでも、彼女が与えてくれたやすらぎの尊さは色あせません。いつもやさしく頭を撫(な)でてくれました。笑うと、並びのいい白い歯を見せてくれました。……いま、彼女の口のなかには、歯が一本もありませんでした。すべて折られたのでしょう。どんな暴力があったのか、わかりません。でも、彼女はわたしを見て、安心したように微(ほほ)笑(え)んで……」

			「うん」

			　ああ、ぼくはなんてつまらない相槌しか打てないのだろう。こういうとき、もっとかけてあげる言葉があるはずではないか。ボキャブラリーの貧困さが嫌になる。

			　たぶん、アリスならもっとやさしい言葉をかけられるだろう。たまきなら全力で元気づけるだろう。ミアなら……全力で道化になってみせて、彼女を無理にでも笑わせるだろうか。

			「なにもいわなくて、構いません。ただ、聞いて欲しかったんです。……カズに負担をかけてしまって、申し訳ありません」

			　ぼくは首を振った。

			「ぼくはね。むしろ、きみに頼ってもらえることが嬉しい。それだけは、本当だ」

			　ルシアが、寝転ぶぼくを見下ろす。

			　ぼくは両手を枕にして寝ころんだまま、ルシアの澄んだ赤い瞳(ひとみ)を覗き込む。
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			　いちど話し始めると、ルシアは堰を切ったように次から次へと言葉を紡(つむ)いだ。

			　これまでの口数の少なさを埋め合わせるかのように、己のことを語り続けた。

			「『素子』としての生き方に疑問を持ったことは、何度もあります。わたくしに与えられた侍女や従者は、わたくしが『素子』の候補から脱落すると同時に解雇されるはずでした。不幸なのか、幸いなのか、わたくしは、わたくしに仕えてくださる方々の期待を裏切ることができなかったのです」

			　自分のために勤勉だったわけではない、とルシアは語る。国のためでもない。ただ、彼女の侍女たち、従者たちの期待通りの自分でありたかったのだと。

			「父である王から初めて言葉をかけられたのは、14歳のときでした。謁見の間で、ただひとこと、期待している、と。わたくしは儀礼通りに黙って頭を下げました。結局、最後の最後まで、わたくしの声を父が聞くことはありませんでした」

			　父親、つまり彼女の国の王は、国と共に滅んだという。生き延びた兵士の証言らしい。

			　ルシアは己の半生を語った。

			　ぼくは、相槌を打ちながら彼女の話を聞いた。

			　きっと、それ以上はなにも求められていないはずだ。

			「母は、わたくしが生まれたときに亡くなったそうです。同腹で、ふたつ年上の姉がいました。彼女は『素子』として早期に脱落し、他国の貴族のもとに降嫁いたしました。その国は、２年前にモンスターによって滅びたと聞きます。奇襲により、一夜にして」

			　ルシアがその話を聞いたのは、リーンのもとに身を寄せてからだという。

			　エルフの国は、本当に情報の流れが遅かったのだと。この地は本来、深い森の奥であったそうだから、それも当然かもしれなかった。

			「じつはひとつ、わたくしは嘘をついていました」

			「嘘？」

			「直系の王族でわたくしひとりが難を逃れたのは、偶然とわたしの臆(おく)病(びよう)の結果なのです」

			　かつてルシアが、ちらりと語っていたことがある。

			　彼女は、転移門によってひとり、逃されたのだと。

			　彼女の国は、彼女ひとりを逃がす分の転移門しか開けなかったと。

			「正確に申し上げれば、あの浮遊要塞がわたくしの国に攻め入った当時、わたくしは森のはずれの町で、お忍びにて、異国の代表者と会合の場を持っておりました。その代表者というのが、リーンだったのです」

			「じゃあ、転移門を使ったのは……」

			「はい。わたくしの国に、転移門を使える術者はおりませんでした。リーンはわたくしに、いますぐロウンの地底神殿に戻るか、自分と共に来るか、自らの意思で選択するように、と……。当時、戦況がそこまで絶望的だとは判明しておりませんでした」

			　つまりルシアは、こういいたいのだろう。

			　自分は、ただ戦争が怖くて逃げたのだ、と。

			「英断だったわけだね」

			「カズ？」

			「当時の情報を分析しても、ルシアにとってはどちらが正しいとも判断できなかった。そうだよね。でもきみは、たとえ敵前逃亡の汚名を着ることになっても生き延びることを選んだ。結果、いまがある。解放者として、ここに戻って来ることができた。ひょっとしたら、きみのおかげで、この戦いに勝てるかもしれない。そうでなくとも、きみがいるからこそ、大幅に犠(ぎ)牲(せい)者が減るだろう」

			　ぼくは寝ころんだまま、ルシアを見上げてにやりとする。

			「ルシアがいなければ、たぶんぼくたちは、昨日と今日を生き延びられなかった」

			「カズは、わたくしを励ましてくださるのですね」

			「きみは賢明な判断をした。ぼくはきみに、とても感謝している。ルシア、きみがどれだけの責任を背負っているかはわからない。ぼくは王族として生まれたことはないし、そもそも身分制度というものがよくわからないから」

			　でも、とぼくは首を振る。

			「いま、きみのリーダーは、ぼくだ。この部屋を出たあとも、ぼくの命令に従え。ロウンの地底神殿はもともときみの本拠地だったかもしれないけど、いま、きみがいるべき場所はぼくの隣だ」

			「カズ……」

			　ルシアは草むらに寝転ぶぼくを見下ろす。

			　桜色の唇が、何度か言葉を紡(つむ)ぎかけ、そのたびにきゅっと閉じられた。

			　しばしの沈黙ののち、ルシアは口もとをほんの少しだけ、吊り上げる。

			「あなたといい、志(し)木(き)といい、不器用なのですね」

			「ほっといてくれ」

			「ですが、そういう意地の張り方は……好ましく思います」

			　ぼくは苦笑いして、ルシアの手を取った。そっと引っ張り、彼女もぼくの隣に寝そべらせる。

			　ふたり、草原エリアで空を見上げた。

			「難しいことは考えないでさ。昼寝、しようよ」

			「女性とふたりきりで、横になって、ただ眠るだけですか」

			　その口調にからかうような響きを感じ取る。

			　ぼくは鼻で笑ってみせた。

			「アリスとたまきがいないからって、浮気してどうするんだよ……」

			「きっとミアなら、いくじなし、といいます」

			　からかうような口調だった。そんなところばかり、ミアから学ばないで欲しい。

			「それにね。ぼくは、わりときみのことを、友人として気に入っているんだ」

			「仲間ではなくて、ですか」

			「仕事上のつき合いだけじゃなく、プライベートでも、きみと共にいて心地いい。だったら、これって友人ってことじゃないかな」

			　ルシアは少し考えて「そうかもしれませんね」と答えた。

			「では、共にお休みしますか」

			　ぼくは目をつぶった。

			　ほどなくして、ルシアの寝息が聞こえてくる。少女のほのかな体臭が、ぼくの鼻孔をくすぐるのだけれど……。

			　ダメだ。彼女は友人、友人だ。

			　ぼくは鉄の意志で己の欲望を抑え、眠りに落ちるときを待った。

			　緊張の連続だったからか、さして忍耐を見せる必要はなかった。

			　少し気を抜いたとたん、強力な睡魔が押し寄せてくる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　起きると、目の前にルシアの顔があった。半身を起こした彼女が、ぼくを見下ろしているのだ。

			　ルビーの瞳(ひとみ)が、ぼくをじっと覗き込んでいた。

			「ええと、ルシア……寝顔を覗くなんて、えっち」

			「はい」

			「マジレスされると、すごく困る」

			　ルシアは、きょとんとして首をかしげた。

			「わたくしも人並みに性欲はありますが……。無論、慎みを持つことが大切であるということは、ミアからもよく聞いています。恥ずかしがるのが重要なのですよね」

			「いろいろ待って。話し合おう、ルシア」

			　ルシアは真剣な顔でぼくを見つめた。

			　その唇が、蠱惑的に、わななくように動く。

			　ぼくは魅入られたように彼女を見つめ、そして……。

			　少女のお腹が、ぐうと鳴った。

			「ルシア。甘いもの、食べる？」

			「はい！」

			　亡国の悲劇の王女は、拳(こぶし)をかたく握り、勢い込んでうなずく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ケーキやデザートなどのセットを召喚し、思う存分、ルシアに食べさせてやる。

			　ぼくもいくつかついばんだけど、さすがにケーキ２個くらいで限界だ。甘いものは嫌いじゃないけど、そんなにがっつくほどじゃないかなー。

			　食後、ルシアは無表情ながら満足げに口もとをぬぐい、改めてぼくを見る。

			「元気が出ました」

			「それはなによりで」

			「こういった気晴らしというのは、思いのほか有用なのですね」

			　ルシアは生真面目そうだからなあ。

			　リーンさんに従って故国から逃げだしたことを恥じていたくらいだ。

			　ぼくからすれば、自分が生き延びるためにさっさと逃げ出すことなんて、当たり前としか思えないのだけれど。

			　いや、はたしてそうだろうか。もしアリスやたまきやミアが、モンスターのそばに残されていたら……それでもぼくは、悩まないといえるだろうか。

			　最終的に己の身の安全を確保することを優先するとしても、ずっと後悔に苛まれて……。

			　やめよう。こんな仮定は無意味だし、不健全ですらある。

			「それじゃ、戻ろうか」

			「はい」

			　ぼくたちはうなずきあい、もとの部屋へ……の前に、ぼくはルシアにひとつ、提案する。

			「ルシアはもうすぐレベルが上がるけど、ここでレベルアップ抑制を使わないか」

			　ルシアの持つふたつの特殊能力のうち、地味な方。

			　レベルアップ抑制。任意のタイミングに、白い部屋へ赴(おもむ)くことができるようになる特殊能力だ。そのかわり、いちど使用すると、以後24時間、使うことができなくなる。

			　昨日、ルシアはそれを使って、長年溜め込んだ経験値をいっきに解放し、レベル10にあがった。今日は、ここでレベルアップを温存してもらうことで、ぼくたちにとって必要なとき、白い部屋に赴(おもむ)けるようにできる。

			「そうですね。いい考えだと思います」

			「じゃあ、それで」

			　ルシアがうなずく。

			　スキルポイントが８になったので、付(ふ)与(よ)魔法をランク７にする。

			　これで、いくつか能動的な戦闘手段が増えた。

			　

			　　和(かず)久(ひさ)：レベル37　付(ふ)与(よ)魔法６→７／召喚魔法９　スキルポイント８→１

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘が再開される。

			　いや、それはもはや、蹂(じゆう)躙(りん)と呼ぶ方が正しいだろう。

			　パラディンが、キャンドル・デイズの効果でぼうっとしているコボルドを殺(さつ)戮(りく)していく。その虐(ぎやく)殺(さつ)から逃げ延びたコボルドを、三方の通路に配置したエレメンタルたちとルシアが的確に潰していく。

			　ルシアはひとりでエレメンタル並みの活躍をしていた。やっぱり彼女、武器スキルなしでもランク３程度の実力があるんだなあ。このうえ武器スキルをとった場合、どうなるんだろうか。

			　彼女の武器であるボーン・ウィップがあまりにも特殊な武器すぎて、どのスキルを取るのが的確なのか、ちょっとわからないところだけど……いちおう棍(こん)術扱いなのかな。

			　自在に動く鞭(むち)を用いたルシアの戦いは、まるで踊っているかのようだった。ルシアは苛烈に、容(よう)赦(しや)なくコボルドたちを始末していく。

			　そして……最後の２体を、ルシアとパラディンが同時に倒した。

			　ぼくたちは、40体以上のコボルドを全滅させることに成功したのである。

		

	
		
			　

			第１６０話　ロウンの地底神殿５

			　

			　コボルドは、１体あたり１個、赤い宝石を落としていった。

			　でもいまは、回収している時間が惜しい。

			　ぼくたちが秘密の通路に突入したあと１時間しても変化がなければ、連合軍は強行突破作戦に切り替えるとのことである。

			　この時間制限のせいで、床に転がる女性たちを手厚く介抱している余裕もない。

			　そもそもルシアの治(ち)療(りよう)魔法は、ランク５のフレイム・ヒールだけだ。これからどれだけ戦闘が起こるかわからないから、燃費が悪いこの魔法を全員に使うわけにはいかない。

			　心を癒(い)やす魔法、キュア・マインドの代替となるものもない。

			　でも情報は欲しい。

			　ルシアは、さっきいっていた若い侍女にうなずいてみせたあと……。

			　それきり彼女のことは無視して部屋の奥に向かう。

			　ぐったりしている女性のひとりに迷わず歩み寄り、フレイム・ヒールをかけた。その身が汚れることも厭わず、抱き起こす。

			「オラー姉さま、わたくしです」

			「あなたは……。そう、反攻作戦が始まったのですね。あなたが魔法を、ということは、予言のマレビトが……」

			「はい。いまわたくしは、マレビトの勇者さまにお仕えする者です。ルシアと名乗っております」

			　えらい察しのいい人なんだな、オラーさん。ルシアの姉っていうなら、それも納得か。

			「では、ルシアと、そう呼ぶことにいたしましょう。内部の情報が必要なのですね」

			「はい。敵の情報から、お願いします。コボルド以外は？」

			　オラーさんによれば、ここを守る主なモンスターは２種類。

			　雑用兼捕虜監視役のコボルドと、地底樹の封印を解く研究をしているゾラウスであるという。

			「ゾラウスってなんだ」

			「マナを操ることに長けたモンスターです。ゲル状の不定形生命体で、およそ知性があるようには見えませんが、実際は人間と同じかそれ以上の知性を持っているといいます」

			　ルシアが素早く補足する。

			　頭のいいスライム、って感じかな。ぼくの知識では該当するモンスターが浮かばない。

			　ミアとか志木さんなら、なにか思いつくかなあ。ふたりとも無駄にファンタジー知識が豊富だから。

			　でも残念。ぼくが最初にゾラウス、と認識してしまった以上、この知性があるスライムは、どこまでいってもゾラウスである。それがぼくたちにかかっている翻(ほん)訳(やく)魔法の性質のようだ。

			「ちなみに、どれくらい強いの？」

			「強さは……わかりません。なんらかの攻撃魔法を使用することがあるという噂ですが……。もともとゾラウスというモンスターは、生まれついての研究者であるらしく、前線に出てくることなどまずありえませんから」

			　研究者ねえ。

			　ぼくは頭のなかで、白衣を着たスライムを思い浮かべた。

			　すごく……カオスです。

			　いやまあ、そんなことはいいんだ。オラーさんたちも、ゾラウスがどんな魔法を使うのかは知らないとのこと。

			　ひょっとしたら、連れていかれたまま帰ってこなかったひとたちは、身をもって知ったかもしれないけど……。

			　研究者種族だったら、普通は戦わないよなあ。

			「ロウンの地底樹を守っているのも、じゃあ、そのゾラウス？」

			「はい、勇者さま。そちらに連れていかれたことのある者の話では、ほかに鎧騎士のようなモンスターが数体、地底樹を守っていたそうです」

			「連れていかれた？　ええと、そのひとはこのなかにいますか」

			　オラーさんは軽く目を閉じた。

			　それだけで、わかってしまう。この地がモンスターの手に渡ったのは１か月前だとルシアはいった。彼女たちは、この壮絶な環境でこのひと月を生き残った。

			　でも、全員は無理だったのだろう。

			「鎧騎士について、ほかになにか情報は」

			「わたくしは実際に見たわけではないので……申し訳ございません。ただ、人間と同じサイズであるとのことです」

			　なるほど巨人タイプではない、と。多彩なモンスターが存在するこの世界で、それってなんの慰(なぐさ)めにもならないけど。

			　重要なのは、所持しているスキルとそのランクだ。

			　たとえば、鎧騎士がファイアボールを放ってくる可能性もある。鎧騎士の姿はまったくの幻覚で、中身は骸骨かもしれない。

			　実際、数時間前の戦いで、ぼくたちは相手の幻覚を用いた戦術に翻弄されたのだ。

			　それから、ルシアがいろいろなことを彼女に訊ねた。

			　この先の道と部屋がどうなっているか。ほかに捕虜はいるか。その場所はどこか。敵のたまり場はどこか。迂回ルートはあるか。

			　オラーさんは、手際よくそれらに答えた。まるでルシアの質問がわかっているかのような回答だった。

			　実際にわかっていたのかもしれない。

			　たぶん、だけど。彼女はこの苦境にあって、ずっと、助けが来ることを信じていた。助けが来たとき、どうすれば効率よくモンスターを倒せるか、どうすればこの神殿を解放できるか、何度も何度もシミュレートし、今日、この日に備えてきたのだろう。

			　強いひとだ。

			　なによりすごいのは、ルシアがまっすぐに彼女のもとへ話を聞きにいったことだろう。最初に自分の侍女や乳母を見つけているのに、彼女たちには、一瞥してうなずいただけだった。

			　ルシアは、このオラーさんを選ぶことが最良の選択肢であると知っていた。

			　オラーさんなら、必ずやこう受け答えするとわかって、質問をしたのである。

			「この部屋の隅にある肉の塊のような生き物は、女性からマナを奪う装置であると思われます」

			　ミニ・グロブスターとおぼしき物体についても教えてくれた。

			　やっぱり、マナを奪うのか。学校の山の洞窟と同じだな……。

			　マナを吸い取られた女性たちは、コボルドにマナを注ぎ込まれる。

			　で、ある程度マナが溜まったところで、それをグロブスターに奪われる。

			　ルシアもいっていた通り、コボルドは身体の維持に使用するマナが少ない、エコなモンスターであることを利用している。

			　だからメイジ・コボルドなんてやつらも多いらしい。ただメイジたちはこんなところでマナを放出するもったいないので、少なくともこの部屋にはいないとのこと。

			　本能のままに動いていたオークとはだいぶ違うんだなあ。

			「ミニ・グロブスターは破壊していいんですか」

			「いいえ、勇者さま。その装置が取り込んだマナは、直接、ゾラウスたちのもとへ送られていると思われます。破壊すると、侵入者の出現を察知される恐れがあります」

			「あ、そりゃマズイですね」

			　よく見れば、ミニ・グロブスターから出た肉のチューブのようなものが、天井付近にとりつけられた空気穴を通って部屋の外まで延びていた。

			　これが電源コードみたいになってるのかねえ。

			「じゃあ、埋まってるひとを助けるのも、ダメですか」

			「はい。アリハには、もうしばらく我慢させます」

			　いまミニ・グロブスターに埋まっている女性は、ちょっとロリっぽい少女だった。

			　その身をくねらせ、苦しそうに呻(うめ)いている。彼女をこのままにしておくのか……。

			「わっ、わたしは……だいじょうぶ、です」

			　少女は健気にそういって、笑みを浮かべる。

			　仕方ない、いまはアリハさんの献身に感謝しよう。

			　ちなみに、あと10分ほどしたら装置から出していいそうだ。そのあと、また適当なひとを入れるとのこと。

			　そこまでしてくれるとは、本当に頭が下がる思いだ。ここまでずっと耐えてきたんだから、あと少し、苦痛が長引くだけと思えばってところか。

			　その少しで、ぼくたちの作戦の成功率はがっつりと上がる。

			　頭ではわかっていても、それを実行できるかどうかはまた別だ。もしこれが育(いく)芸(げい)館(かん)組だったら、躊躇なく助けちゃうだろうな。

			「ではルシア、気をつけて行きなさい。勇者さまは、わたくしたちのことなどお気になさらず、任務を達成してください」

			　手際のいい会話が終わったあと、オラーさんはぼくたちにうなずく。

			　うん、ほんとこのひとすごいわ、尊敬する。

			「行きましょう、カズ」

			「ああ、わかった。さっさと終わらせてこよう」

			　ルシアとオラーさんには、なんかこう、王族の凄みというのを感じる。必要ならひとを使い捨てることすら厭わないだろうと、そう思わせるほどの覚悟だ。

			　それじゃ、その覚悟を無駄にしないよう、頑張ろう。

			　地エレと風エレは１体ずつを残して送(そう)還(かん)する。残る使い魔は、インヴィジブル・スカウトとパラディン、地エレと風エレがそれぞれ１体ずつだ。

			　ぼくとルシアは使い魔を引きつれ、女たちの転がるフロアを抜けて通路に出た。

			　ぼくたちはいっきに地底樹を目指すのではなく、ちょっと寄り道することになる。

			　ここに囚(とら)われた女性たちが、密かに隠した秘密兵器。それを使わせてもらう。

			　秘密兵器といっても、武器じゃないんだけど……。

			　じつは、この神殿、隠し通路がいっぱいあるらしい。

			　それを知るのは、一部の王族だけ。

			　ルシアも知らなかったとか。

			　その通路を使用するための鍵(かぎ)を、これから取りに行く。

		

	
		
			　

			第１６１話　悪夢のスライム１

			　

			　ぼくたちは、インヴィジブル・スカウトの先行偵(てい)察(さつ)を受けて、敵の配置を把握しながら進撃する。

			　３つの部屋を通過し、20体とちょっとのコボルドを始末した。

			　基本的には、ルシアの火魔法で一網打尽である。

			　レベル１とおぼしきコボルド相手にランク５のファイア・ボールは過剰火力かもしれないが、レベル23のルシアにとってこの程度のＭＰ消費は、必要経費として割り切れる範囲だろう。

			　メイジ・コボルドがいるかもしれないと用心したのだが、どいつもこいつも赤い宝石１個しか落とさなかったので、たぶん全部、雑(ざ)魚(こ)コボルドだったのだろう。

			「コボルドはメイジの数が多いっていってなかったっけ」

			「一般的には、そうです。ですがここに集められた個体は、そうではないのかもしれません」

			「なんでだろう」

			「女性にマナを注ぐためにコボルドが集められたということであれば、わざわざ有能なメイジを連れてくる必要はありません」

			　モンスターたちだって、人材が余っているわけじゃないだろう。ことに魔法が使えるやつらは、どこでだって有用だろうから。

			「油断はできません」

			「ああ、そりゃもちろん」

			　そもそも、ルシアの考察が当たっているかどうかもわからない。用心は続けていくつもりだ。

			「この先に階段があります。上の階に行きます」

			　現在のぼくたちの場所は、この神殿の地下２階なんだそうだ。

			　といっても地底神殿、という名前の通り、この神殿自体がすべて地下に埋まっている。

			　地下１階と地下２階が、普段暮らしていたフロアとのこと。ロウンの地底樹は地下３階、最下層に存在する。いったん上にあがるのは、明らかに遠まわりだ。

			　それでも、隠し通路の鍵(かぎ)を手に入れた方が結果的に早道かつ安全であるとルシアは判断した。

			　ここをよく知るルシアの判断に異議はない。問題は、この神殿のいまの主である、モンスターたちであって……。

			　先行するインヴィジブル・スカウトが戻ってきて、見たことのないスライム状のモンスターが階段をあがってすぐのフロアにいると告げてきた。

			　間違いない、ゾラウスだ。魔法を使う、知性の高いスライム。

			「うーん。念のため、レジストを張るべきかな」

			　使い魔も含めた全員に、ディフレクション・スペルからの４属性レジストを使っておく。

			　ちょっとＭＰ消費は激しくなるが、それでも合計でＭＰ28を消費する程度。いまのぼくなら、10分とたたず満タンとなる。

			　インヴィジブル・スカウトによれば、ゾラウスは３体。気づかれた様子はなかったが、かなり感覚が鋭い相手だと感じたとのこと。

			　そのへんを敏感に察知してくれるインヴィジブル・スカウトは、ほんと優秀な偵(てい)察(さつ)役だ。

			「オラー姉さまによると、ゾラウスはマナを見ることができるようです」

			「目で？」

			「目に似た感覚器官が存在するようですが……それがどこに存在するのか、さっぱりわからないそうです」

			　そういえば、さっきそんなことをいってたかな。

			　正直、あまりに手際よく話すもんだから、具体的な会話内容を頭に詰め込めていない。

			「カズ、作戦は」

			「基本的には同じで。なるべく近づいて、ルシアがファイア・ボール。そのあとパラディンが斬り込む」

			　といってから、いや、と首を振る。

			「ファイア・ボールじゃなくてインシネレートでよろしく。火力が過剰かもしれないけど、油断して取り逃がすよりはいい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　上の階まで残り20段ほどのところから、合図とともにルシアが駆け出す。

			　すぐ後ろにパラディンが続く。ぼくと残りの使い魔も、そのあとを追いかけた。

			　これだけの人数で走れば奇襲の効果は薄れるが、ゆっくり近づいて敵の感知能力にひっかかる方が面倒だという判断だ。

			　階段をいっきに駆け上がったルシアが、フロアに飛び出す。

			「インシネレート」

			　業火が巻き起こる。

			　ガラスをこするような不愉快な音が聞こえてきた。

			　ひょっとして、あれがゾラウスの声か？　断末魔の悲鳴かもしれない。いや、そうであってくれると嬉しい。

			　パラディンがルシアの横を通り、突撃していく。

			　ぼくにもようやく、階上の景色が見えてくる。

			　学校の教室ほどの広さがある、石造りの殺風景な部屋だった。壁にかかった魔法のランタンが、橙色に室内を照らしている。

			　でもいまは、それ以上に明るいものがある。ルシアの放った爆炎だ。

			　炎のなか、半透明のゾル状の物体が、苦(く)悶(もん)するようにその身をよじっていた。

			　おおきさは、ひとの背(せ)丈(たけ)くらい。横幅は１メートルくらいあるから、結構でかく見える。

			　不定形のそいつが、３体、全身炎に包まれ、身をくねらせている。

			　あれが、ゾラウスか。

			　もっとも近い１体にパラディンが突撃し、斬(ざん)撃(げき)を浴びせた。

			　一刀のもと、両断……。

			　されなかった。パラディンの動きが止まる。その手から剣がこぼれおちる。

			　げっ、これって……。

			「精神系か！」

			　しかも、最高ランクの使い魔がかかっちゃうほど強力なヤツかよ！

			　いや、完全とはいかなかったみたいだ。

			　パラディンは予備の小剣を抜き、ぎこちない動きながらふたたび攻撃にかかる。

			　でもそのわずかの間に、ゾラウスは距離を取る。逃げ切られるかと思ったが……。

			「フレイム・カッター」

			　ルシアの生み出した炎の刃が、スライム状生命体を真っぷたつに引き裂いた。

			　残る２体のゾラウスが、その身をくねらせる。なんかあちこち炭化しているように見えるけど、でもそんなこと関係ないとばかりに……。

			　やつらが、なにかをした感覚。

			　しまった、ぼくはなにをしている。ミスった。精神系魔法に抵抗する方法もないわけじゃなかったのに……。

			　なにかがぼくの心に入ってくる。おぞましい感覚。ざらついた悪意。頭のなかをぐちゃぐちゃにかきまわされる。恐怖の天幕がぼくを覆(おお)う。シバのいやらしい声が叩きつけられる。屈辱的に床にはいつくばるぼく。周囲で嘲笑するクラスの男女。

			「あ……あ、あ、ああっ」

			　連鎖的にぼくのトラウマがこじ開けられていく。全身に震えが走る。ヤバい。

			「が……あっ」

			　強い眩暈(めまい)を覚えた。自分が自分でなくなる感覚。

			「カズ！」

			　ルシアが叫ぶ。

			　ぼくは頭を抱えて、膝をつく。苦(く)悶(もん)の声を吐き出した、その直後。

			「インシネレート」

			　ルシアが、パラディンを巻き込み、ゾラウスたちに攻撃魔法を放った。

			　部屋を業火が包む。ガラスを引っ掻いたような音が響く。ゾラウスたちの断末魔の悲鳴だ。

			　ぼくはレベルアップする。白い部屋へ。

		

	
		
			　

			第１６２話　悪夢のスライム２

			　

			　白い部屋にて。

			　ぼくは激しい眩暈(めまい)を覚えて、床に転がる。脂汗が噴き出て、全身の震えが止まらない。

			「カズ！　カズ、どうしましたか！」

			　両手で頭を抱えて丸まったぼくの背中に、少女の温かい手が触れる。

			　ぼくは激しく震えた。彼女の気遣いと戸惑いの声にすら、ひどい恐怖を覚える。

			　あのゾラウスの攻撃が、トラウマ発動、どころじゃない、なんかひどい副作用を起こしてしまっているのか。恐怖と動揺に支配された頭の片隅で、かろうじてそんな思考をする。

			　それにしたって、これは、ひどい。気が狂いそうだ。

			　ぼくは苦(く)悶(もん)の声をあげ、激しく身をよじった。

			「わかりました」

			　ルシアが、決意を込めた声でそういった。

			　衣ずれの音が響く。彼女の革鎧が床に転がる、乾いた音がした。

			　それをぼくは、どこか他人事のように聞いていた。

			　そして。

			　たまたま上を向いたその瞬間、ルシアに抱擁される。白い下着ごしの豊満な双丘が、ぼくの胸板で潰された。

			「な……んっ」

			　驚いて硬直する。

			　ぼくの唇が、ルシアの唇に塞がれた。

			「あ……」

			　頭のなかでめちゃくちゃになっていた思考が、ほんの少しだけほぐれた気がした。

			　重石のような圧力が、減る。ぼくは苦痛から逃れるように、無我夢中でルシアの唇を啜った。

			　脳みその奥に、痺れたような感覚が広がる。

			　長いキスのあと、荒い息をついて、ぼくたちは顔を離す。

			「なん……でっ」

			「じっとしていてください。すべて、わたくしがやりますから」

			　今度は、ぼくの服が剥(む)かれていく。制服の上、そして下の順で脱がされる。

			　ぼくは呆然として動けない。なにかどす黒いものが頭のなかで暴れていた。脱力感がひどい。

			　ふと、ルシアの手が震えていることに気づいた。

			「ルシ……ア」

			　彼女はぼくに怯(おび)えを気づかれたとみると、すぐまた、キスしてきた。

			　ぼくは動けなかった。身体中が、麻(ま)痺(ひ)してしまったかのように、腕１本動かない。

			「だいじょうぶ、です。だいじょうぶですから……」

			　何度も、何度も、彼女はそう繰り返し呟(つぶや)いた。

			　まるで、自分にいい聞かせているようにも思えた。

			　それから。

			　ルシアは、己のなかにぼくを導いた。苦痛に涙をにじませながら、一所懸命に動く。

			　彼女は初めてだった。そんなルシアと肌を重ねると、なぜかぼくの頭のなかの苦痛が薄くなっていった。

			　行為は何度も続いた。いちど果てるたびに、心のなかの闇(やみ)が晴れていった。

			　途中から、手足が動かせるようになって……そのあとは、ぼくの方が積極的に動いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ふたりとも生まれたままの姿で、床に転がり、抱き合って眠った。

			　ほぼ同時に目を醒ます。

			　ルシアは、ぼくの頭をやさしく撫(な)でた。

			「楽になりましたか」

			「あの悪夢が、なんだか遠い出来事みたいに思えてくる。……不思議だ」

			「よかったです。わたくしも、知識として知っていただけの魔法ですので……」

			　あ、魔法だったんだ？

			　まあ……そりゃ、そうか。そもそも、ゾラウスの精神攻撃だったんだもんな。

			　ルシアの顔を見る。頬が朱に染まり、少しやわらかい表情になっていた。

			　いつもと違う、不思議な感情の発露。

			「昔語りにある、心を襲う化け物に犯された男を、その妻が救う方法です」

			「それって、ひょっとして魔法でもなんでもないんじゃ」

			「本来、精霊魔法以外の魔法とは、こういうものなのです。わたくしやカズが使う、この白い部屋で手に入れる魔法という概(がい)念(ねん)が、あまりにも異質であるのです」

			　ぼくは少し考えたすえ、そうか、とうなずいた。

			　己の身を挺してぼくを救ってくれた彼女に、深い感謝の念を覚えた。

			　それにしても、昔語り……おとぎ話にしては、ずいぶんとアレな方法だな……。

			　グリム童話とかも、結構性的な話が多いんだっけ？

			「カズ、気に病むことがないよう申し上げておきます。わたくしが肌を許したのは、ただあなたが苦しんでいたから、というだけではありませんよ。あなたがカズであるからです」

			「そこは、うん、伝わった」

			　ルシアは、こてんと首を傾けた。

			「すでに申し上げていましたか？」

			「ううん、そこはルシアの態度と……積極性とか、そういうもので、はい」

			　ルシアは、びくんっ、と身を震えさせると、目線を宙に泳がせ、口もとをわななかせた。

			　頬が朱に染まっている。表情が変わらない彼女にしては、なんともわかりやすい動揺。

			「えーと、ルシア、恥ずかしい？」

			「はい、たいへんに……」

			　縮こまる彼女がものすごい可愛らしくて、思わず抱きしめた。

			　や、これ反則でしょう。こんなの絶対、高ぶるに決まってるじゃないですか。

			「ルシア、お願いがある」

			「は、はい」

			「今度は、魔法とか関係なしに、いいですか」

			　ルシアはうつむいて、「はい」とうなずいた。

			　ぼくたちは、ふたたびキスをして……。

			　行為に夢中になった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばしののち、召喚した布を互いに身に着けたあと。

			　ぼくは床にぺたんと座るルシアに対して、土下座していた。

			「それは、カズたちの世界における謝罪のかたちと聞きました。カズは、わたくしとの関係をやましく思うのですか？」

			「すでにふたり、恋人がいる状態で、たいへんに不誠実であると認識いたします。ハイ。それはそれとして、アリスとたまきにはきちんと報告いたします」

			「でしたら、謝罪には及びません。そもそも彼女たちからは、もしこういったことがあった場合、よろしく頼むといわれていますので」

			　そういえば、女性陣だけでなんか話し合ってたとか、前にいってたなあ。

			「カズの弱さを、みんなで支えて欲しい、とアリスは申しておりました。たまきも、ミアも、同意見です」

			「そうだね、ちょっとした心へのダメージでこんな風になっちゃうのは、ぼくの弱点だ」

			「誰しも、傷を負っています。傷が癒(い)えるまでの間、それを支えることができる者が仲間なのだと……」

			　そういって、ルシアは微(ほほ)笑(え)む。

			　これまででいちばん自然な笑みだった。心から美しいと思える、惚れこめる笑顔。

			「そう、ミアがいってました」

			「それたぶん、漫画かなんかのウケウリだわ」
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			「あなたの世界の物語ですね。たいそう多彩な物語が存在するとか。ミアは、ひとの心に訴える物語をさぞ多く見てきたのでしょう」

			　肯定的に見るなら、そうなるか。実際、ミアの思慮にはすごく助けられているし。彼女の判断力がゲームとか漫画から来ている、ってのは確かだし。

			　ルシアはぼくに手を差し出してくる。

			「わたくしは、誰かを支えるために生み出され、訓練されてきました。いまなら、わかります。わたくしの半生は、あなたと出会うためにありました」

			「それで……ルシアは、いいの？」

			「よい、とは？」

			　きょとんとするルシア。彼女がそこまで想定していないはずはないんだけど……。

			「ぼくたちが、もとの世界に戻るとしたら」

			「そのときは、お供させていただければと」

			「この国を……捨てて？　せっかく、モンスターから国を取り戻せるかもしれないのに」

			「多くの王族を救助できる目途がたった以上、わたくしの居場所は、ここにはございません」

			　ルシアは少しさびしそうに、そういった。

			　彼女の心が抱える闇(やみ)を、その深淵を、少しだけ覗けた気がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ところで、ぼくたちはもうひとつ、問題を解決しなきゃいけない。この白い部屋から出たら、ぼくはまた、あのスライムどもがかけた精神攻撃の影響を受けるということだ。

			　対策は存在する。

			「付(ふ)与(よ)魔法のランク７、アイソレーションを使う」

			「精神系魔法や占術、探知系魔法すべてから身を守る魔法、でしたか」

			　白い部屋で、ある程度学習したルシアはよどみなく答える。

			　ちなみにアイソレーションの効果時間は、ランクにつき10分から15分だ。

			「問題は、ぼくにこれを唱える余裕があるかどうか」

			「わたくしが、なんとかいたしましょう。この身を賭けて」

			　それって、つまりさっきみたいなことをするってことかな。

			　あまり時間的な余裕もないし、ほかに方法がないか。

			　さっきスキルポイントをつぎ込んじゃったばっかりだから、当然、今回は温存だ。

			　

			　　和久：レベル38　付(ふ)与(よ)魔法７／召喚魔法９　スキルポイント３

		

	
		
			　

			第１６３話　悪夢のスライム３

			　

			　白い部屋からもとの場所に戻って、すぐ。

			　ぼくは頭のなかをぐちゃぐちゃに塗りつぶす闇(やみ)に襲われ、転んだまま悲鳴をあげる。魔法を使う余裕すらない。苦しい。辛い。死んでしまいたくて……。

			　ルシアが駆け寄ってきて、ぼくの唇を自らの唇で塞ぐ。

			　それだけで、だいぶ楽になった。いまのうちだ。

			「アイソレーション」

			　魔法を行使したとたん、頭のなかの闇(やみ)が消え去った。思考がクリアになる。

			「だいじょうぶですか」

			「ああ、うん。まだ少し、記憶のフラッシュバックが……キツいけど」

			　アイソレーションは、あくまで精神への魔法的な影響を排除するものだ。それによって想起されたトラウマまでは、抑えきれない。

			　とはいえ、これでもう精神攻撃は怖くない。

			　ぼくは立ち上がる。戦闘は終わっているから、いまここは安全だ。ルシアといちゃつきたい気持ちはあるけど……。

			　あと30分足らずで、しびれを切らした連合軍が攻撃を開始してしまうだろう。

			「先へ進もう」

			　使い魔はどうするか。やはり近接戦力の充実が望ましいだろう。

			　ぼくはルシアのインシネレートで傷ついたパラディンにキュア・ファミリアをかけたあと、風エレと地エレを送(そう)還(かん)し、もう１体、パラディンを召喚した。

			「ディフレクション・スペル。アイソレーション」

			　これでパラディン２体とルシア、戦闘に参加しなかったインヴィジブル・スカウトも、あのスライム野郎の攻撃から安全になった。

			　ゾラウスは、１体につき青い宝石を３つ、落としていた。合計で９個、きっちり回収する。

			「だいたいレベル５のモンスターで青い宝石を１個落とすから、３個ならゾラウスのレベルは15前後かな」

			「モンスターとマナ・ストーンの法則については、まだあまり研究が進んでいません。なにせ、高位のモンスターを倒せる機会が少ないので……」

			　ゾラウスのやつ、手ごたえ的にはレベル20以上って感じだけど……。

			　こいつの精神攻撃、パラディンは完全には操れなかったし、ぼくも精神がもろくなければブロックできた気がする。

			　ルシアはゾラウスの攻撃を受けたが、あまり苦しまずにそれを撥ね退けたとのことだった。

			「こちらです、カズ」

			　ルシアの導きに従い、通路を進む。

			　さっきの戦いはかなりうるさかった気がするけど、敵がこちらに気づいた様子はない。

			「ここの壁は音を吸収するのです」

			　不思議そうなぼくに、ルシアが教えてくれる。未知の魔法的な技術っぽいかな。

			「それにしても、ゾラウスのやつら。魅了とかできるなら、わざわざ拷問で情報を引き出すとか必要なさそうだけど。趣味なのかな」

			「わたくしたちエルフ族は、特に精神に対する攻撃に強いのです」

			「あ、そうなのか」

			　ぼくが全然耐えられなかった精神攻撃を受けてもルシアが平気だったのは、種族の性質ゆえなのか。彼女が王族だからとか、『素子』だからとかも考えていたのだけれど。

			　ゾラウスはあくまで研究者で、こいつらがいまここにいるのは、捕虜からの情報収集とは関係ない仕事のため。はなっから、精神攻撃などアテにしてなかったってことかな。

			「エルフって、本来はわりとゾラウスの天敵か」

			「そうですね。われわれ王族は、配合の結果、特に堅(けん)牢(ろう)な精神を誇(ほこ)っていると聞きます。これまで精神系の攻撃を受けたことがなかったので、実感できなかったのですが」

			　そんなこと実感したくはないよなあ。

			　ルシアの血統がこうして戦いの役に立った、ということだけ喜ぼう。

			　さて、先行偵(てい)察(さつ)していたインヴィジブル・スカウトが戻ってきて、この先にゾラウスがいると告げる。

			　数は２体。

			　ぼくとルシアは、手早く襲(しゆう)撃(げき)計画を固めたあと、突撃する。

			　ゾラウスたちは、完全に油断していたようだった。懸命に迎撃してくるものの、アイソレーションで精神攻撃をブロックしたぼくたちにとっては、彼らなどただの雑(ざ)魚(こ)も同然だ。

			　突入したパラディンたちによって、２体とも、あっという間に切り伏せられてしまう。

			　ちなみにこの部屋には、なんかよくわからない、机サイズの蠢(うごめ)く肉の塊がいくつも置かれていた。

			　うわあ、なんだこの不気味な塊は……。

			「いちおう聞いておくけど、ルシア、これってもともとこの部屋に……」

			「ありません。モンスターたちがつくったものでしょう」

			　ですよね。

			「おそらく、材料は……」

			　なにかいいかけて、黙る。あ、なんかわかっちゃった。黙っておこう。

			　ルシアだって、そりゃ、いいたくないよな。

			　この肉塊たちが、もともとは自分の国の国民だったのだろう、なんて。

			　人体実験もここに極まれり、か。

			「おぞましい焼き尽くしたいだろうけど、あとにしよう」

			「はい。いまはまず、目的を果たさねば」

			　うなずきあい、通路の１本に入る。

			　ルシアの指示を受け、インヴィジブル・スカウトを偵(てい)察(さつ)に送り出しつつ先を急ぐ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからさらに、ゾラウスを５体、コボルドを16体倒した。

			　いちどぼくがレベルアップし、レベル39になった。

			　

			　　和久：レベル39　付(ふ)与(よ)魔法７／召喚魔法９　スキルポイント５

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちが目指した部屋は、牢屋だった。

			　なんでも、兵舎のすぐ近くのここがいちばん牢として便利だからだという。

			　ここは後宮だったわけだから、犯罪者を一時的に隔離する程度の利用法だったんだろう。

			　この牢のいちばん奥、普段は使われないその場所の床面に、隠し通路の鍵(かぎ)となる石が埋め込まれている。

			　ほかにも隠し場所があるそうだけど、そっちは最深部に近いから取りに行くのが困難だとのことだ。

			　で、ゾラウスとコボルドは、ここが牢であることを最大限に利用していた。

			　捕虜の一部をここに収容していたのだ。

			　当然のことながら、無事な者などひとりもいない。

			　皆、さっきの肉塊と同様、ちょっと描写するのがはばかれるような状態で転がっていた。

			　ルシアが、淡々と彼女たちにトドメを刺している。

			　ぼくに顔を見せようとしないから、泣いているのかどうか、その背中だけではわからない。

			　彼女たち、いや彼女たちだったモノは、もはやただの肉の塊としか形容しようがなかった。

			　グロブスターとかである程度、慣れていなきゃ、吐いていたかもしれない。

			　ただ、苦痛の声を漏らす顔だけは残っていて……それがいっそう、異形さを際立たせていた。

			　正直、なんでゾラウスたちがこんなＲ－18Ｇなことをするのか、わからない。

			　わかりたくもない。ただ怒りだけが増す。

			　ルシアを見た人々は、口々に殺してくれ、と涙を流した。

			　彼女はそれに応えてやっている。

			　さっきまで、あれほど時間がもったいない、といっていたルシアだけれど、ぼくは彼女の行為を止められなかった。

			「お待たせしました」

			　やがて、ルシアが振り向く。

			　ちょっとトイレにいってきたんだよ、とばかりの口調で、動きを止めた肉塊の山を無視していちばん奥の牢に向かう。

			　ぼくは慌ててうなずき、彼女の後を追った。

			「わたくしは、いささか壊れているのかもしれません」

			　鍵(かぎ)で牢を開けながら、ルシアはぽつりと呟(つぶや)いた。

			「もしわたくしが狂ってしまったら、そのときは……」

			　ぼくは、思わずルシアを後ろから抱擁する。ぎゅっと、ぎゅっと、その身を強く抱きしめた。

			「そうはならない。ぼくが、そうはさせないから」

			「カズ」

			「きみは、仲間だ。ぼくたちみんな、狂うときはいっしょだ。だから、お願いだよ。ひとりで心のなかに貯め込むのは、やめてくれ」

			　ルシアはしばし沈黙したあと……。

			「はい」

			　とうなずく。

			　いささか弾んだ声のように思えたのは、気のせい、だったのだろうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　隠し通路を開くための鍵(かぎ)は、いっけんなんの変哲もない黒い小石であった。

			　ルシアがその小石を握って壁面の一部に触れると、一瞬で壁が消え、回廊が現れた。

			「ぼくたちが入ってきた隠し通路もそうだけど、ここのシステムってだいぶオーパーツじゃない？」

			「もともと、エルフの始祖がつくった場所ですので……。失伝した魔法技術も多々あると聞きます」

			　もうあまり時間の余裕がない。

			　ぼくとルシアは、天井が薄明かりで輝く隠し通路を、使い魔と共に早足で進む。

			　通路には埃が積もっていたから安全だろうと判断して、インヴィジブル・スカウトの先行偵(てい)察(さつ)すらナシだ。

			　螺(ら)旋(せん)階段を下り、何度か分かれ道を選ぶ。

			　ルシアは迷いなく進んでいた。あの短時間で、お姉さんから聞いた道順を完(かん)璧(ぺき)に覚えたのか。

			「カズ。この先、戦闘の作戦立案については、すべてあなたにお任せします」

			「ルシアはこの神殿に詳しいし、なによりこういうの得意っぽいから、そっちの意見を優先したいんだけど」

			「申し訳ありませんが」

			　ルシアは首を振った。

			「いまのわたしは、いささか冷静さを欠いていると自己認識しています」

			「それって」

			「端的に申しまして、はらわたが煮えくりかえっています」

			　ルシアは拳(こぶし)をぎゅっと握っていた。爪で掌の皮が破れ、血がにじむ。

			　彼女自身がそれに気づいているのか、いないのか。

			　冷静沈着を絵に描いたような彼女でも、激昂するのか。

			　いや、激昂してなお、ここまで静かでいられるのがすごいというべきか。

			「わかったよ。ぼくが作戦を決める」

			　ぼくは、押し殺した声でそういった。

		

	
		
			　

			第１６４話　はさみ打ち作戦

			　

			　作戦、といってもまずは敵の戦力を知らなければなにもできない。

			　隠し通路の出口から、リモート・ビューイングをかけたインヴィジブル・スカウトを偵(てい)察(さつ)に出した。

			　リモート・ビューイングをかける前にアイソレーションは切ってある。

			　アイソレーションは、こういった類(たぐい)の魔法すら阻害してしまうのだ。強力すぎるがゆえの欠点、というところである。

			　その通路は……いや、通路というより洞窟というべきだろう。

			　この地底神殿の最深部は、剥(む)き出しの土壁に覆(おお)われていた。壁面にこびりついた光る苔が、淡い輝きを放っている。

			　インヴィジブル・スカウトは、ルシアの指示通り、ロウンの地底樹がある大樹の間の方へ向かった。

			　不意に、ぼくの手がぎゅっと握られた。偵(てい)察(さつ)兵の視界を共有しているぼくは、どきりとする。

			　ルシアだ。彼女の手は、わずかに震えていた。

			「申し訳ありません。怖いのです。いまのわたくしは、ともすれば怒りに身を任せてしまいそうになります。怒りで判断を誤ることが恐ろしいと感じます」

			「そうだね。ぼくも感情だけで動いてしまったことがあった。幸いにして、アリスとたまきとミアが賢明だったから、うまくいった。ううん、育(いく)芸(げい)館(かん)のみんながいたから。だから、ええと……ルシア、きみはひとりじゃない」

			　ルシアはしばし沈黙したすえ、「はい」といった。

			　少女の震えが静まっていく。

			　ぼくは、ほっと安(あん)堵(ど)の息をついた。

			　彼女はきっと、長いこと、感情で行動することを戒められてきたのだろう。それは、さきほどのお姉さんとの会話を見ても、わかる。

			　それが王族ってことなのかもしれない。だからこそ、己の胸中に渦巻く憎悪とか憤りとか、そういう激しい感情に、戸惑っている。

			　怯(おび)えすらしているのかもしれない。

			　インヴィジブル・スカウトの視界のなかでは、開け放たれた両開きの扉の前に来ていた。そっとなかを覗き込む。

			　差し渡し50メートルくらいの広い部屋で、四方に出口がひとつずつあった。

			　天井が高く、ドーム状になっていて、その天井に取りつけられた白い石が真昼のような光を降り注がせている。

			　フロアの中央に、１本の枯れ木があった。枯れ木はしなびて、いまにも倒れ落ちそうだ。

			　あれが……ロウンの地底樹、か。

			「なんか地底樹、枯れちゃってるみたいだけど」

			「神像石が外部との接続を断ち、封印状態に入っているからです」

			「ルシアなら、この封印を解くことができるってことだね」

			「はい」

			　枯れ木の周囲にグロブスターのような肉の塊が設置されていた。

			　そこからコードのような肉のチューブが、室外に延びている。

			　あれが……女たちのマナが運ばれる先か。で、あのグロい肉塊を使って、枯れ木に花を咲かせましょう、と……。

			　悪趣味だなあ。

			　いや、単純に、モンスターたちは彼らに必要なことをやってるだけなんだろうけど。

			　予想通りではあるけれど、肉塊の前にゾラウスが３体いる。

			　ゾラウスたちを守るように、漆黒の鎧騎士が４体、立っていた。不気味な鎧騎士は、身の丈２メートルを超える偉丈夫で、剣と盾を持っている。

			　ファンタジーで鎧(よろい)のモンスターって、なにかあったっけ。

			　デュラハン……はアンデッドだな。

			　あくまのよろい……ってドラクエだから置いといて。

			　あとは、リビングアーマーとか？

			　アンデッド、ゴーレム系、意識の高い騎士……。

			　うん、わからない。候補が多すぎる。こういうときは、ミアの知恵が切実に欲しい。

			　鎧騎士は、さらに部屋の四隅に１体ずつ、分散配置されていた。

			　各々が四方の通路をにらみ、侵入者がいないか見張っている。

			　兜(かぶと)の奥で、赤い瞳(ひとみ)が不気味に輝いている。

			「鎧騎士が８体、ゾラウスが３体。鎧騎士、鎧(よろい)のなかがどうなってるか不明」

			「やはり鎧騎士の戦闘力が不安ですね」

			「見た感じ、ぼくのパラディンの方が強い……とは思う。でも数が多いな」

			　いまのぼくのＭＰだと、インヴィジブル・スカウトをディポテーションで送(そう)還(かん)しても、パラディンをあと１体、出すのが限界だろう。

			　ゾラウスがいる以上、パラディン以外の使い魔を出すのは危険がおおきすぎる。

			　となると、こっちの前衛は３体。

			「ここにアリスとたまきがいてくれれば……ううん、どちらか片方でもいてくれれば、だいぶ心に余裕ができるんだけどな」

			「ないものねだりをしても、仕方がありません」

			「そうなんだけどさ……。うーん、鎧騎士がどういうタイプのモンスターかまったくわからないのがキツい。あと技量も」

			　レベルだけでもわかればなあ。切実にスカウターが欲しい。

			「ドレッド・フレアで鎧騎士を追い散らして、その隙にまずゾラウスを叩くというのは……いや、あの鎧騎士がアンデッドだったら意味がないか。ルシア、鎧(よろい)を着たアンデッドって、なにか心当たりがある？」

			「まずスケルトンが鎧(よろい)を着ている可能性があります。鎧(よろい)が本体で中身が空洞のモンスターというのも……」

			「やっぱりデュラハンみたいなやつが、この世界にもいるのか」

			　デュラハンなのかなあ。でも、なんとなくだけど、アンデッドじゃない気がするんだよなー。

			　嵐の寺院で見たアンデッドの空気とは、微妙に違う気がするのだ。

			　鎧(よろい)を着こんでる初見の敵って厄(やつ)介(かい)すぎる。向こうが意図してのことかどうかはわからないけど、結果的にぼくたちは敵戦力をどう評価していいか、ひどく戸惑ってしまっている。

			「戦闘の際、ほかの場所から援軍が来る可能性も考慮した方がいいのかな」

			「わたくしたちが出る通路は、反対側が行き止まりの倉庫ですからおそらく問題ありませんが……ほかの通路から増援が来る可能性はあります」

			「きみはロウンの地底樹とコンタクトするのに、どれくらい時間がかかる」

			　ルシアは少し迷ったすえ、「あなたがたの時間単位で１分程度頂ければ」といった。

			「１分か……。やっぱり、最初から部屋にいるやつらは全滅させないとどうしようもないな」

			「はい。それは最低限の条件ですね」

			「あ、そうだ。あの枯れ木は、巻き込んで焼いちゃってだいじょうぶ？」

			　ルシアの息を呑む音。

			「な、なるべく、それはやめていただけると……」

			　ルシアの声が震えていた。

			　あ、はい、デスヨネー。

			　そりゃそうだよなー。最悪、神像石が無事なら、楔(くさび)としての役目は果たせると思うけど……。

			　ご神体だもんね。

			　でもいちおう突っ込んだことを聞いておこう。

			「神像石は、焼かれても無事？」

			「はい。ですが、あの、わたくしがコンタクトするにも、樹そのものがなくなってしまうと、いささか不具合が発生する恐れが……」

			「わかった、うん、その戦術はナシで」

			　まとめて焼き払えれば楽だと思ったんだけど、仕方ないか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　これまでルシアは、せっかく覚えた火魔法のランク９をまったく使ってこなかった。

			　火魔法ランク９の範囲攻撃魔法インフェルノは、ここでは使い辛いのだ。

			　インフェルノは、轟(ごう)音(おん)とともにすさまじい爆発を起こす魔法である。白い部屋で隣を草原に変化させて使ってみたところ、予想以上に爆発がおおきかった。

			　加えてダンジョンのなかで必要以上に騒ぐのは、敵を必要以上におびき寄せて危険だ。今回も、この魔法を使用することはないだろう。

			　そのかわり、もうひとつのランク９、プロミネンス・スネークに頑張ってもらう。

			　宙を舞う炎の蛇を呼び出し、３秒ほどかけてターゲットを指定すれば、以後はターゲットとしたものをどこまでも追いかけるロックオン追尾型魔法だ。

			　どこまでも、といいつつその射程距離はせいぜい２００メートル程度なのだが……。

			　付(ふ)与(よ)魔法のランク７に、トレマーセンスという魔法がある。

			　簡単にいうと、振動感知だ。相手が地面に足をついている以上、移動すれば必ず、その衝撃が床に伝わる。

			　この魔法を利用して、遠くの目標に対して、その標的を直接視認せずにプロミネンス・スネークを発動できないか。

			　ぼくとルシアは、白い部屋の隣にできたフロアで、何度かそのコンボを試してみた。

			　犠(ぎ)牲(せい)になったぼくの使い魔たちには、哀悼の意を捧げたい。

			　実験の結果、標的がおおよそ１００メートル以内であれば、充分な追尾性能が発揮できるということが判明した。

			　ただし追尾中、ルシアが常に対象を把握していなければならない。対象がジャンプしたりすると、追尾が不可能になり、避けられてしまう。

			　今回の場合、初撃でそれがバレることはないだろう。

			　安全圏からの、曲がる狙撃。切り札としては、充分なはずだ。

			「魔力解放を３倍で、黒鎧を一撃必殺していこう」

			　作戦はこうだ。

			　地底樹の間から２度ほど曲がった先の通路にルシアが待ち構え、プロミネンス・スネークで遠距離から黒鎧を殺していく。敵が押し寄せてきたら、パラディンが通路に立ちふさがり、ルシアを守る。

			　ぼくと残るパラディン２体は、隠し通路の別の場所から出る。

			　ルシアから見て、地底樹の間の反対側だ。

			　ルシアの方に黒鎧が殺到しゾラウスの周囲が手薄になったところで、パラディン２体でゾラウス自身を強襲する。

			　これには、ゾラウスがほかの場所に逃げて増援を連れてこないようにする、という目的もある。なにせあいつら、戦闘が本職じゃなさそうだからな……。

			　そしてぼくは、みんなをちからの限り応援する。

			　完(かん)璧(ぺき)な作戦だ。

			　相変わらず、ぼくがただ見ているだけ、という点については目を瞑(つむ)ることにする。

			　ルシアには、ヤバくなったら隠し通路に逃げ込むように、といってある。ぼくの方に合流してくれるなら、なおよろしい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくはアイソレーションをかけなおしたあと、地底樹の間を挟んでルシアとは反対側の通路の陰に隠れて、決行のときを待ち……。

			　約束の時間が来た。通路から、そっと顔を出して、地底樹の間を覗き見る。

			　ちょうど、反対側の通路の奥から轟(ごう)音(おん)が迫ってくるところだった。

			　黒鎧たちが、一斉にそちら側を向く。

			　炎に包まれた蛇が身をくねらせながら通路を飛んで、部屋に突入する。

			　炎の蛇が黒鎧にぶち当たった。

			　黒鎧の騎士の全身が業火に包まれる。かん高い叫び声があがった。黒鎧は床に倒れ伏し、ぴくりとも動かなくなる。

			　一撃で殺したか。さすがはランク９の単体魔法の３倍消費だ、威力がハンパない。

			　残る面々が狼狽し、ゾラウスがガラスを引っ掻くような声をあげる。黒鎧のうち４体が、ルシアのいる通路に駆け出そうとして……。

			　その間に、もう１体、プロミネンス・スネークが出現し、また黒鎧を一撃で倒した。

			　ここでぼくがレベルアップ、レベル40になる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋で、軽く打ち合わせをした。

			「２体ともきっちりと倒せたよ。ルシア、そっち側にいった黒鎧は、あと３体だ」

			「はい。残りも殲(せん)滅(めつ)してみせます」

			　ちなみに、黒鎧は１体につき青い宝石を３個、落として消えた。

			　レベル15前後ってことか。やっぱり、まともに正面からやりあったら、かなり危険な相手だったように思う。

			　スキルポイントはまだ７だから、温存する。

			　

			　　和久：レベル40　付(ふ)与(よ)魔法７／召喚魔法９　スキルポイント７

			　

			　さっさと白い部屋を出た。

			　もとの場所に戻り……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、今度はぼくの番だ。

			　フロアに残るモンスターは、黒鎧が３体、ゾラウスが３体。数は多いけど、こちらは全員にアイソレーションがかかっているから、ゾラウスは実質的に無力化されている。

			　このままいっきに潰すしかない。

			「いくぞ」

			　ぼくの合図とともに、パラディン２体が通路の陰から飛び出す。

		

	
		
			　

			第１６５話　地底樹の間の戦い

			　

			　ゾラウスと黒鎧は、地底樹の間に躍り込んだぼくたちにすぐ気づいた。

			　ルシアのいる通路の側に注目していた彼らが、一斉にこちらへ振り向く。

			　スライムじみたモンスターは、その身をくねらせ、ぼくとパラディンの方に向かってなにやら波打つような仕草をした。

			　たぶん、精神攻撃だろう。ふたたびアイソレーションのかかったぼくたちには、もちろん無力だ。

			　得意の精神攻撃が効かないと悟ったゾラウスが、ガラスを引っ掻いたような不快な音をたてる。怒っているのか、それとも黒鎧に指示を下したのか。

			　３体の黒鎧が、こちらに駆けてくる。

			　ぼくはパラディン２体に黒鎧を迎撃させた。

			　こちらの方が数では不利だが……。

			「ディフレクション・スペル。ヘイスト」

			　ぼくと２体のパラディンの身体が、赤く輝く。

			　パラディンは、重装備をものともせず、機敏な動きで黒鎧の攻撃を受け、あるいはかわし、斬(ざん)撃(げき)を叩きこんだ。

			　そう、パラディンたちには、ぼくの付(ふ)与(よ)魔法がついている。キーン・ウェポン、フィジカル・アップ、マイティ・アームといった基本セットはすでにかかっていた。

			　黒鎧は動きからして、パラディンより技量が下である。その上でぼくの魔法による底上げがあるなら、多少の数的な不利は、充分に補える……。

			　はず、だった。

			　黒鎧のうち２体が、その全身を爆発させる。

			　いや、一瞬で膨らんだ……？

			　違う、そうじゃない。ぼくは、その光景を見て戦慄する。黒鎧は、その身体中から肉芽のようなロープのような、そんなものをぶわっと吹き出したからだ。

			「触手かっ」

			　黒鎧から飛び出た無数の触手が、パラディンの全身に巻きつく。黒鎧１体につき、パラディン１体を拘(こう)束(そく)してみせる。

			　あまりに予想外の攻撃に、パラディンたちは不意を衝かれ、敵の攻撃をまともに食らってしまった。

			　そして、敵の黒鎧は３体、いるわけで……。

			　前衛がいなくなったことで１体浮いた黒鎧が、こちらに迫ってくる。

			　ぼくは、あっという間に距離を詰められてしまう。

			「まずいっ」

			　いっきに踏み込んできた黒鎧が、その剣を振り下げる。

			　このままでは一刀両断にされる。

			　ぼくはとっさに、切り札ともいうべき魔法を使った。

			「アクセル」

			　付(ふ)与(よ)魔法のランク７、アクセルは、意識を加速させる魔法だ。身体の運動性能を向上させるヘイストとは、ちょうど対になっている。

			　ただしこのアクセルは自分にしか使えないし、効果時間はランクひとつにつきわずかコンマ５秒からコンマ75秒。

			　いまのぼくの場合、３秒半から５秒ちょっとにすぎない。

			　その４、５秒が、ぼくの体感では30秒近くまで加速される。

			　黒鎧の動きがスローモーションのように見えた。敵の動作が、じれったくなるほどに遅い。

			　ぼくの周囲の空気が、粘り気をもって張りつくのもわかる。ぼく自身の動きも、あまりにものろい。

			　それでも、熟練の騎士の動きをよく観察できるのはおおきかった。ぼくには格闘戦のスキルなんてないけど、タイミングさえ掴(つか)めればこっちのものだ。

			　うまく引きつけて……。

			「リフレクション」

			　目の前に、虹色で扇状の薄膜が出現する。

			　黒鎧の斬(ざん)撃(げき)が薄膜に衝(しよう)突(とつ)し、跳ね返る。

			　内部に無数の触手を宿したモンスターは、己の繰り出した衝撃をまともに浴びて、おおきくその身をよろけさせる。

			「いまだ！」

			　ぼくはルシアから受け取った、とっておきを取り出す。

			　それはモンスターからドロップした赤い宝石だが、ただのトークンではない。

			　これには、ぼくとルシアの魔法が込められている。

			　付(ふ)与(よ)魔法のランク６、チャージ・スペル。これは、トークンのようなマナの塊に魔法を込め、任意の時点まで保全できる魔法だ。

			　非常に便利なように思えるが、いくつも弱点がある。

			　第１に、チャージ・スペルで込められる魔法は３つまでなこと。

			　たとえば３つのトークンにそれぞれヒールを込めたとすると、どれかを使ってしまわなければ４回目のチャージ・スペルは使えない。

			　第２に、遠距離投射型の魔法を込めた場合、その場で効果が現れてしまうということ。

			　つまりファイア・ボールを込めた場合、解放時、目の前で爆発を起こしてしまう。ほとんどの攻撃魔法はチャージ・スペルに込められない。

			　第３に、込められる魔法はランク２以下のもののみ。リフレクション等はダメだ。

			　今回、ぼくが選んだ魔法は……。

			「リベレーション」

			　ゆっくりと時間が進むなか、解放のコマンドワードを唱える。ぼくの右手のなかで、赤い宝石が輝く。

			　炎の剣が、掌のなかに出現した。火魔法ランク２のフレイム・ソードである。

			　普段なら、剣の扱いにまったくのど素人(しろうと)なぼくがこんなものを使っても、なんの役にも立たない。でも、いまのように意識加速状態なら、話は異なる。

			　ぼくはまっすぐに、炎の剣を突き出す。狙いは赤い双(そう)眸(ぼう)が光る、兜(かぶと)の隙間。

			　これだけ周囲の景色が減速していれば……。

			　一撃は見事、黒鎧の頭部に突き刺さる。

			　加速状態が終了する。世界が、急に勢いよく動きだす。

			　黒鎧が、かなきり声をあげて仰(あお)向(む)けに倒れた。その衝撃で、全身を包む鎧(よろい)が床に沈み……。

			　鎧(よろい)の隙間から、無数の触手が噴き出してくる。

			　兜(かぶと)が外れ、なかで蠢(うごめ)く触手の群れが見える。

			「こいつ、全身が触手でできているのか！」

			　いわば、触手人間。そいつが、鎧(よろい)を着て戦っていた。

			　命名するなら、テンタクル・ナイトといったところか。

			　おぞましい生物だけど、そういう怖さには、もうだいぶ慣れてきた気がする……。

			　もちろん目の前で殺し合いをしている以上、恐怖感はある。こんなやつに殺されるなんて、ぞっとしないわけだけど。

			　ぼくの一撃は致(ち)命(めい)傷(しよう)でもなんでもなかったようで、テンタクル・ナイトは兜(かぶと)を放り出したまま立ち上がろうとする。

			「ああもう、おとなしく寝ててくれよ！」

			　と……ぼくは次の瞬間、白い部屋にいる。

			　あ、あれ？　ルシアが誰か倒したのか？

			　でもレベルアップの音はしなかったし……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いや、違った。

			　白い部屋のなかで、ルシアは右腕を押さえて床にぺたんと座り込んでいる。自分に回復魔法を使っている。

			　よく見れば、右手の手首から先がなかった。

			「ルシア……それはっ」

			「不覚を取りました」

			　呆然としていると、ルシアが顔をあげる。

			　いつもとは違う、辛そうな表情。けっして痛みのせいだけではないのだろう。

			　ようやく理解する。彼女はレベルアップを停止していた。自身が持つ特殊能力、レベルアップ抑制。そのちからを、ここで解放したのだろう。

			「あの鎧(よろい)に斬られたのか」

			「１体は倒したのですが、残る２体の黒鎧が……。１体が、触手を生やしてパラディンを押さえつけたのです。その間に、もう１体がわたくしのもとに迫り……」

			「接近戦を強いられたか。テンタクル・ナイト相手に１対１は、さすがに……厳しいよな」

			「はい。レベルアップして状況を打開するしかない、と判断しました」

			　その判断は正しい。ぼくだって、アクセルがなければあんな化け物相手に一騎討ちは不可能だ。

			　アクセルがあっても厳しいんだけど。

			　さっきは不意討ちでなんとかなったけど、このままチャンバラして勝てる気はしない。手合わせした感じだけど、テンタクル・ナイトは、中身が触手のくせにランク６の戦士程度には実力がある。

			　戦力がインフレしているからちょっと実感がないけど、１日目にはおそろしく強く感じられたエリート・オークが、たぶんランク４相当なのであるから……。

			　いやはや、怖い怖い。エリート・オークが束になっても敵わない前衛に、剣の心得なんてゼロのぼくが敵うはずもない。

			　訓練を積んだルシアなら多少は抵抗する余地もあるかもしれないけど、それでも正面から立ち向かうのは無(む)謀(ぼう)すぎるだろう。

			　さて、そうなると……。

			「現状打開のために、この部屋に来たんだろう。どのスキルを取る？」

			　フレイム・ヒールのおかげで血が止まり、ようやくひと心地ついたのか、ルシアは立ちあがろうとして……よろける。

			　ぼくは彼女の肩を押さえ、自分も腰を下ろす。彼女の足もとには血だまりができていて、ぼくの服も血だらけになったけど……ま、もともと戦闘の連続で薄汚れていたし。

			　ルシアの顔を見る。いつも通りあまり表情がないのだけれど、いまはなんか、目線が挙動不審気味だった。

			　あ……弱気になっているのかな。

			「ぼくも正直、あの触手には焦ったよ。お互い、生き残ろう」

			「はい、でも……」

			「ぼくのミスだ。作戦が甘かった。ごめん」

			　ぼくはルシアを抱きしめた。少女は一瞬、びくっとなって、そのあとすぐちからを抜く。

			　ええい……こうなったら、とことんやってやる。

			　ルシアの唇を奪う。少女はルビーの瞳(ひとみ)をおおきく見開き、それからすがりつくように舌をからめてきた。

			　ぼくたちは、夢中になって互いの唇をむさぼった。

			　さっきは、彼女にぼくが助けられた。

			　今度は、気が弱くなった彼女をぼくが助ける番だ。

			　心で負けていては、勝てる戦いも勝てなくなる。

			「カズ、お願いがあります。わたくしの心に巣くう恐怖を……忘れさせてください」

			　ぼくはうなずいた。

		

	
		
			　

			第１６６話　テンタクル・ナイトの弱点

			　

			　ここに至って、ぼくたちは決断を下さなければならない。

			　ルシアのふたつ目のスキルだ。

			　現在、彼女のレベルは28で、スキルポイントは11。いっきにひとつのスキルにつぎ込めば、ランク４になる。

			　その新しいスキルで、ルシアの窮状を打破せねばならない。

			　前衛系に振るか、火属性以外の魔法を取るか……。

			「いまルシアは、テンタクル・ナイトに近接戦闘を挑まれているんだよね。だったら、やっぱりボーン・ウィップをうまく扱えるようになる棍(こん)術スキルか？」

			「ボーン・ウィップは、右手で握っていました」

			　ルシアは、手首から先がない己の右腕を見た。ああ、武器を握っていたら、手首ごと切断されたのか。

			　となると、状況はかなり厳しいな。

			「付(ふ)与(よ)魔法を上げてリフレクション……はタイミングが命だけど、アリだな」

			「しかしそれでは、カズと役割がかぶってしまいます」

			「いまこの場を生き残らないと、どうせ共倒れだ。アクセルを使えるところまで伸ばせば、近接戦闘もできるようになるし……」

			　ルシアは首を振った。

			「いまを生き延びて、さらに今後もより効率的に戦うための戦略がなければ、わたくしはこれからの戦いで足手まといとなるでしょう」

			「そんなことは……」

			「ニンジャと呼ばれるあの方々を見ていて、思ったのです。わたくし程度では、とうていあの領域には辿り着けないと」

			　違うんだ。ニンジャ夫妻は特別なんだ。あれをぼくたちの世界の基準だと思って欲しくない。

			「ニンジャたちだけではありません。カズたちマレビトは、全員がレベルを上げることで、わたくしと同じちからを得ることができます。魔力解放も、トークンを集めれば取得可能です。であるなら……」

			　ルシアのすがりつくような視線を受け止める。

			　普段の彼女らしくない、うろたえた様子。

			　まるで捨て猫のように、打ちひしがれた姿。

			　ぼくは唐突に、彼女の心の底にある欲望を理解した。

			　誰かに必要とされたい、と望む強烈な衝動だ。

			　それは、彼女の生い立ちゆえ、ということもあるのだろう。ぼくたちと出会うために生まれた『素子』のひとり。そのなかでも、幼いころはむしろ劣等生であったという。

			　厳しい訓練を受ける日々。しかし、報われるまでには長い時間を必要とする。

			　マレビトと接触することで覚醒する、そのときをじっと待ち続けていたがゆえの焦燥。

			　それらが入り混じって、切迫感となって、ぼくたちと出会ったあとも尾を引いている。

			　自分の存在価値のすべてがそこにあると、強迫観念レベルでそう感じてしまっている。

			　とはいえ、それをいますぐになんとかするわけにはいかなくて……。

			「でも、ここで勝たないとダメなことは変わりない。いっそ地魔法を取るか？　通路の足場は土だけど、隠し通路まで下がればコンクリートだから、ストーン・バインドが使える」

			　ルシアはまた、首を振った。

			　ぼくは燃えるような真紅の瞳(ひとみ)を覗き込む。少女は、まっすぐにぼくを見つめ返してきた。

			　そうか、彼女はもう決断しているのだ。

			「教えて、ルシア」

			「水魔法を」

			「この場をしのげるのか、水魔法で」

			　なぜこれまで、ぼくたち主力組が誰も水魔法に見向きもしなかったか。

			　その理由は、単純だ。

			　水魔法は、水中や水上、あるいは敵が水棲でなければ有効になり辛い魔法が多いからである。

			　水中呼吸が可能となるアクア・ブレッシングなど、特定状況下において必須となるであろう魔法は多いのだが……。

			　そうした状況になってから考えてもいいだろう、とぼくたちは話し合っていた。

			　いま、この瞬間までは。

			「わたくしの場合、すでに火魔法により、充分な火力があります。ブライト・シールドで左手に盾を呼び出せば、多少は命を守ることもできるでしょう。ですがそれでは、カズが呼ぶところのテンタクル・ナイトにはとうてい太刀打ちできません」

			「でも、水魔法じゃ……」

			　と考えて、ふと思いついたものがある。

			　そうか、水魔法には、あれがあった。触手って、つまり、剥(む)き出しの肉だもんな……。

			「ゲイザーか」

			「はい」

			　ゲイザーは、水魔法のランク４に分類されている魔法だ。

			　地面を割って、間欠泉を噴き出させる。水流の温度は摂氏１００度以上。

			　ルシアは、これをテンタクル・ナイトに浴びせるつもりなのだ。

			　おそらくは自分自身も巻き込んで。大火傷を負う覚悟でもって。

			「テンタクル・ナイトは頑(がん)丈(じよう)な鎧(よろい)に身を包んでいますが、中身の肉は、触手の１本、１本を取ってみれば脆弱なのではないかと」

			「戦ってみての感想か」

			「パラディンが、触手を引きちぎっていました。それでもなお、多くの触手に拘(こう)束(そく)されていましたが……」

			「数の暴力で来るから怖いけど、まとめて蒸し焼きにしてしまえばってことだね」

			「火魔法より有効であると考えました」

			　近接戦闘中にファイア・ボールなんて使ったら、自分も爆発に巻き込まれてえらいことになる。プロミネンス・スネークをぶつけるにはロックオンするための時間が必要だし、フレイム・カッターで狙いをつけるのも難しい。

			　逆にゲイザーのようなある意味で『弱い』範囲魔法なら、そしてその魔法が相手にとって致命的なものであるなら、こうした自爆攻撃は起死回生の一打となるかもしれない。

			「わかった。ルシアを信じる。必ず生き残ってくれ」

			「はい。カズも、ご無事で」

			　ぼくたちは互いにうなずきあう。

			　もういちどキスを交わした。

			　戦いを再開する前に、いろいろなことを話し合う。

			　ルシアは、これから先のことを少し語った。この国が再興しても、自分にはもう、王女として戻るつもりがないという。

			「国のことは、姉たちがうまくやるでしょう。ですから、カズ。わたくしは、あなたがたについていきたいと考えています」

			「ルシアがそれでいいなら、ぼくとしては嬉しい。えーと、いっしょに暮らそう。責任は取ります」

			「わたくしたちが肌を重ねたのは白い部屋だけですから、そこまで責任を感じる必要はないのですが……そうですね、カズの好意を嬉しく思います」

			　ロウンの地底神殿を制してしまえば、決戦はぼくたちの勝利だ。

			　モンスターたちは、聖都アカシャとハルーランの尖(せん)塔(とう)で主力を失った。予言に示された破滅も、回避できた。

			　あとひと息なのだ。この部屋から出たあとの数十秒が、ぼくたちの運命を決める。

			　だからなのか、やけに未来のことを話した。

			　やがて、どちらからともなく立ち上がる。うなずきあい、ＰＣのもとへ。

			　ルシアは落ち着いて、水魔法のレベルを上げる。

			　最後にもういちどキスをした。

			　ルシアがエンターキーを叩く。

			　

			　ルシア：レベル28　火魔法９／水魔法０→４　スキルポイント11→１

			　

			◆　◆　◆

			　

			　地底樹の間に戻る。

			　目の前には、起き上がろうとしているテンタクル・ナイトの姿があった。

			　兜(かぶと)は外れ、頭があるはずの部分では無数の触手が蠢(うごめ)いている。

			　その後ろには、慌てた様子で波打つように揺れているゾラウスが３体。たぶん、ぼくやパラディンたちに精神攻撃をかけているのだろうけど……。

			　それがまったく効果がないことに戸惑っているのか。

			　さて、ルシアが頑張ってくれることを信じて、ぼくはぼくでやるべきことをやろう。

			　彼女の信頼に応えなきゃ、男がすたる。

			「いまのうちだ」

			　ぼくは駆け出す。まだ立ち上がれないでいるテンタクル・ナイトのそばを通って、ゾラウスのもとに走り寄る。

			　ぼくの右手には、いまだ炎の剣が握られていた。

			　ゾラウスたちは距離を詰めたぼくに対して、威(い)嚇(かく)するようにその身を揺らす。ゾル状の身体が、鞭(むち)のようにしなってぼくを襲う。

			「アクセル」

			　ぼくは再度、意識を加速させた。周囲の音がくぐもり、敵味方の動きがスローモーションになる。全身に粘り気のある空気がまとわりつく。

			　こんなゆっくりとした敵が迫ってきても、怖くはない。攻撃を紙一重でかわし、炎の剣を迫りくるゾラウスの身体に振り下ろす。

			　灼熱の炎が、スライム状生命体を焼く。アクセルの効果が切れ、加速した意識は通常状態に戻る。ゾラウスは、ガラスをひっかいたような声をあげてのけぞった。

			　半透明の体液が飛び散る。ぼくの背後に、金属の鎧(よろい)が音を立てて迫る。

			「アクセル」

			　残り少ないＭＰを振り絞り、３度、意識を加速させる。

			　立ち上がったテンタクル・ナイトが迫ってきているのだ。

			　振り向きざま、炎の剣を振るう。ぼくに迫ってきた無数の触手をまとめてなぎ払った。

			　そのままテンタクル・ナイトに踏み込んでいく。炎の剣をモンスターの頭部に突き刺し……。

			　加速が終了した。

			　焼かれた触手の先端が黒い煙をたてている。肉を焼く臭いが立ち込める。テンタクル・ナイトはけたたましい悲鳴をあげ、よろめくようにあとずさる。

			　そこに、パラディンが踏み込んでいった。パラディンの１体が、触手の拘(こう)束(そく)を強引に引きちぎり、ぼくの救援に来たのだ。

			　騎士の斬(ざん)撃(げき)が、無防備なテンタクル・ナイトを鎧(よろい)ごと真っぷたつにする。断末魔の悲鳴とともに、青い血が周囲に飛び散った。鎧(よろい)のなかも触手でいっぱいだったのだが、そのなかでも核となる肉があったようで、パラディンはそれを一刀両断である。

			　もう１体のパラディンも触手から脱出し、己を縛(しば)っていたテンタクル・ナイトと斬り合っていた。

			　こちらは不意をつけなかったから、そこそこ時間がかかりそうだ。

			　残るテンタクル・ナイトが、仲間を一撃で殺したパラディンに襲いかかるが……。

			「そいつはいい、ゾラウスを殺せ！」

			　ぼくは、ゾラウスに向かって踏み込むパラディンと入れ替わるようにして、テンタクル・ナイトの前に出る。

			　無(む)謀(ぼう)な賭けだが、しかし勝算は充分。なにせ、ほんの数秒、足止めすればいいのだから……。

			「アクセル」

			　意識を加速。魔法の酷使で、激しい疲労を覚える。ＭＰは枯(こ)渇(かつ)寸前だ。頭がガンガンしてくる。

			　連続したアクセルの使用って、ひょっとして副作用とかあるのか？

			　だとしても、知ったことじゃない。いまここで勝たなきゃ、なにもかもが台無しになる。

			　ぼくたちの明日は、勝利の先にしかない。

			　相手が斬(ざん)撃(げき)を放つタイミングを見計らい……。

			「リフレクション」

			　ジャストタイミングで攻撃をはじき、さらに踏み込んで炎の剣による斬(ざん)撃(げき)を鎧(よろい)の隙間に見舞う。

			　一撃を放ったら、すぐに離脱。

			　ここでアクセルの効果が切れる。

			　振り向けば、パラディンがゾラウスを切り刻んでいた。

			　断末魔のかなきり声とともに、ぼくは白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、ルシアだ。これでレベル29か。

			　白い部屋では、ルシアが青い顔をしていた。手首からの血が止まらない状態で戦っていたからだろう。

			　加えて全身びしょ濡れで、顔といわず四肢すべて、やけどで真っ赤になっている。

			　ゲイザーで自爆攻撃したからだ。

			　聞けば、おかげでなんとかテンタクル・ナイトを１体は倒したそうだ。水魔法は、思った以上に効果的だったとのこと。

			　残るルシア側のテンタクル・ナイトは、１体だけ。パラディンが健在だから、もう、だいじょうぶだろう。

			「あと少しです。カズ、決着をつけましょう」

			「ああ。ルシア、くれぐれも無茶はするな」

			　もとの場所に戻る。

			　さて、いっきに始末をつけてしまおう。

			　

			　ルシア：レベル29　火魔法９／水魔法４　スキルポイント３

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その先は消化試合だった。

			　すべてのゾラウスとテンタクル・ナイトを倒すまでに、ぼくとルシアは、いちどずつレベルアップした。

			　それぞれレベル41とレベル30だ。

			　ぼくは付(ふ)与(よ)魔法をランク８にした。

			　これでまた、いろいろ利便性が向上する。

			　特に対象の攻撃魔法の威力を増大させるパワー・スペルは、ルシアの魔力解放ほどではないにしろ、かなり有用といえるだろう。

			　ルシアは水魔法をランク５にした。

			　いますぐ役に立つ魔法はないが、しかしまあ、もはやこのまま水魔法を上げ続ける以外の選択肢はない。

			　

			　　和久：レベル41　付(ふ)与(よ)魔法７→８／召喚魔法９　スキルポイント９→１

			　ルシア：レベル30　火魔法９／水魔法４→５　スキルポイント５→０

		

	
		
			　

			第１６７話　地底神殿の解放

			　

			　敵を全滅させて、待つことしばし。

			　ルシアが、パラディンに身体を支えられて地底神殿の間にやってくる。

			　足もとがおぼつかない様子ではあるものの、傷とやけどは魔法で治(ち)療(りよう)したようだ。

			　でも右手の手首は、火魔法や水魔法ではくっつけられない。

			　パラディンがルシアの手首を持ってくれている。これを接合するには、治(ち)療(りよう)魔法を育てているアリスのちからが必要だ。

			　ルシアはいちど、左手でロウンの地底樹に触れ、目を瞑(つむ)った。しかしすぐまぶたを持ち上げ、そばで見守るぼくを振り返る。

			「もしかして、うまくいかないのか」

			「アイソレーションを解除してください。どうやら、この魔法が意思疎通を阻害しているようです」

			「ああ、なるほど」

			　ぼくは慌てて、魔法を解除する。アイソレーションという魔法は、精神系の攻撃から身を守るだけじゃなく、こうしたテレパシー・リンクみたいなのも阻害するんだったか。

			　ちなみにＱ＆Ａしたところ、神(しん)託(たく)魔法やリモート・ビューイングすらも阻害することが判明している。

			　諸刃の剣、といえるかもしれない。これだけ強力な魔法だから、仕方がないかなと思えるけど。ゾラウスなんて、この魔法をかけたとたん、ただの雑(ざ)魚(こ)になっちゃってたし。

			　ルシアがふたたび、枯れた木に触れる。

			　彼女の身体がゆっくりと浮き上がり……。

			　ふっ、とその身がかき消えた。

			　え？　と思う間もなく、消滅した。
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			「ちょっ、ルシア！」

			『問題ありません、カズ。地底樹とのコンタクトに成功しました』

			　どこからともなく、ルシアの声が響いてきた。

			　次の瞬間、しなびた枯れ木だったものが、ぱっと青白く輝いた。

			　みるみる緑をつけていく。枝が伸び、みずみずしい葉が生まれ、ぐんぐんと生育していく。

			　まるでＮＨＫ教育番組の早送り映像のようである。

			　10秒もすると、天井近くまで到達した見事な大樹が誕生していた。

			「これが神像石の封印を解いたってことか」

			　マナヴィジョンとか使ったら、ものすごいマナが放出されているんだろうなあ。

			　見ないけど。なんか、まぶしくて目に悪そうだし。

			「そういえば、もう１時間が経過しているよね。外の様子は……」

			『神殿の入り口付近で戦いが行われています』

			　ルシアも同じ懸念を抱いたのだろう、さっそく報告してきた。

			「もう、地底樹の制御は完(かん)璧(ぺき)？」

			『完(かん)璧(ぺき)、とはいいがたいですが、最低限の介入は可能となりました』

			「じゃあ、頼む」

			　地底樹が、まばゆいばかりの輝きを放つ。ぼくは手をかざし、目を細めて、ルシアの活躍を見守った。

			　と……部屋の出口の一方が騒がしくなる。

			　ぼくが来た方角とも、ルシアが来た方角とも違う出口だ。ああ、こりゃ地底樹の異変に気づいたやつらの仕業か……。

			「パラディン。迎撃を」

			　ぼくは３体のパラディンのうち２体を出口に向かわせる。

			　１体は、ぼくの護(ご)衛(えい)だ。いやもう、ほんとマジ、ＭＰがないんです。

			　部屋に入ってきたのは、予想通り、ゾラウスだった。合計で３体。

			　すべて、パラディンがあっという間に斬り伏せる。

			　レベルアップした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて。

			　ルシアは、少し疲れた様子で、床にぺたんと座り込んでいた。彼女らしくもなく、少しだらしない恰(かつ)好(こう)だ。気が抜けているのもあるんだろうか。

			「お疲れさま。外の様子、詳しく聞かせてもらえるか」

			「はい。アラクネの群れに連合軍の前衛が突撃していました。アリスとたまきの姿もあり、そのすぐ後ろでミアが援護を飛ばしていました」

			　ありゃー、あの３人も参戦してたか。

			「心配させちゃったな、あいつらには」

			「カズは、彼女たちに叱られるべきです。黙って出てきたのは、やはりよろしくなかったかと」

			　おっしゃる通りです。

			　肩を落としたところ、ルシアはふっと相好を崩した。

			「わたくしも、いっしょに謝ります」

			「お、おう」

			　ルシアが手をのばしてくる。ぼくはそばに座って、彼女の手を握る。

			「いろいろ、謝らないとなあ」

			「わたくしとのことについては、謝罪するより、堂々と宣言する方がよろしいかと」

			「あ、はい。ぼく、たいへんに小心者なので……」

			　自分がとても情けなくなってくる。

			　実際に情けないんだけどね。ええ、よく理解しておりますです。

			「なんでしたら、わたくしが一方的に迫ったということにしてくださっても」

			「たぶんそれミアが一瞬で見破るから」

			「なるほど……そうですね、余計、事態を混乱させるだけですか」

			　まー、うん、そんなことはいいんだ。

			「重ねていうけど、責任は取るよ」

			「……はい」

			　ルシアは頬を染め、しおらしくうなずいた。あ、なんか小動物みたいになって、かわいい。

			　って、そうだ。それよりも、いまの戦況を。

			「外の戦いに介入したんだよね。どうなった」

			「すべて、地底樹で始末します」

			　はい？　えっと、さらっといってるけど、あの。

			「結果的に、突入部隊が入り口を封鎖したかたちとなりました。内部のモンスターは、地底樹の根ですり潰します。すでに、その８割は拘(こう)束(そく)いたしました。１００体ほど撃破しております」

			「あれだけの短時間で、１００体……。そんなことが可能なのか……」

			「残念なことに、地底樹を使っての攻撃では経験値が入らないようですが……このままモンスターを全滅させても構いませんか」

			　全滅させる、ってことは神兵級も楽勝ってことだよな……。

			　すげぇな、ロウンの地底樹。

			　こんなイゼルローン要塞みたいなものがあって、どうして負けたんだ。

			　そうか、ザガーラズィナーが攻めてきた、って前にいってたっけ。

			　あいつはたしかに、神兵級すら一蹴しそうなくらい規格外に強かったからなー。

			　いまさらながら、ぼくたちが学校の山で相対した化け物の強さに震えが出てくる。相手が慢心していたとはいえ、よくもまあ、逃げきれたものだ。

			　次に会ったとき、なんとかなるのかな……。

			　猛烈に会いたくない。

			　でも、今日が終わっても、戦いは続く。いつか、あいつとぶつかることになる。

			　今日の戦いでわかってしまった。現在の連合軍で、ぼくたちに匹敵する戦闘力を持つ者は、いやぼくたちに迫る者すら皆無であるということを。

			　やーまー、このままいくとニンジャ夫妻（まだ結婚してない）あたりがぼくたちに実力で迫ってきそうではあるけど。

			「いいよ、全滅させちゃって。アリスたちに多少、餌(えさ)を残してくれてもいいです」

			「そうですね。特にミアは、その方が喜びそうです」

			　ええ、はい。ミアはかなり重症のゲーム脳なので。

			　つーかあいつ、ぼくがルシアとも関係を持ったって知ったら、いろいろまたゴネてくるだろうな……。

			　まあ、それはまた、そのときに考えよう。

			「じつは、彼女たちに経験値を与えるのも、わたくしにとっては少し寂(さび)しいのですが」

			「え、なんで」

			「せっかくレベルが追いつきそうでしたのに……」

			　ああ、そういえば、アリスたちっていま、全員レベル32だったっけか。

			　ルシアは今回、ぼくと同時にレベルアップしたという。これでついにレベル31。

			　あとたった１回、レベルアップできれば追いついたのか……。

			　っていうかこの神殿にふたりで突入してから、経験値が入りすぎか。

			　アイソレーションを覚えてからは、ゾラウスが雑(ざ)魚(こ)になってたな。

			　逆にいえば、アイソレーションがなきゃ誰が突入しても犬死にだっただろう。

			　敵に関する事前情報が皆無だったから、運がよかったとしかいいようがない。

			　運じゃない……のかな。なんか、ぼくのスキル構成である付(ふ)与(よ)魔法と召喚魔法が、おおむねどこのダンジョンでも必須なんじゃないかと思い始めている。

			　ダンジョンっていうか、敵地への突入だけど。

			　召喚魔法はいちおう偵(てい)察(さつ)スキルとか前衛系で代替可能だけど、付(ふ)与(よ)魔法がもう、全然ほかの魔法じゃ代替できない。

			　治(ち)療(りよう)魔法のヒールとかは、４属性でも最低限、代替できるのにねえ。

			　付(ふ)与(よ)魔法のこの特殊さについて、取得したときはそこまで考えていなかった。あのときは自分ひとりが生き延びることに精いっぱいで、先のことなんててんで考慮していなかった。

			　あの最初の日、最初にオークを仕留めたときの選択が、いまになってここまで功を奏している。

			　ところで……ルシアの表情が、態度が、なんだか少しやわらかくなった気がする。

			「ルシア、少し変わった？」

			「そうでしょうか。……そうかもしれません。カズと打ち解けることができたからこそ、こんなわがままを、甘えを口にできるのでしょう」

			「もしそうなら、嬉しいかな。いままでより距離が近づいた、ってのは……いいことだよ」

			　ルシアはぼくの背にしなだれかかってくる。

			「初めてです。乳母と侍女以外に甘えたい、と感じたのは」

			「ずっと、気を張って生きてきたんだもんな」

			「そうでもありませんが……。こういう生き方もいいものだ、と思うようになりました」

			　なるほど、ルシアがそう思ってくれるなら、喜ばしい……のかな。

			　なんか堕落させてる気がするけど。

			　ぼくたちはいちゃいちゃしたあと、最低限の打ち合わせをして、白い部屋を出る。

			　

			　　和久：レベル42　付(ふ)与(よ)魔法８／召喚魔法９　スキルポイント３

			　ルシア：レベル31　火魔法９／水魔法５　スキルポイント２

			　

			　さて……これでここの戦いは終わった。

			　長かった４日目は、かろうじて連合軍の勝利だ。

			　問題山積みのこれからのことは……いまはほかのひとに任せよう。

		

	
		
			　

			第１６８話　アリスの叱責

			　

			　ロウンの地底神殿、その最深部にて、ぼくは地底樹の間で、ルシアが同化したロウンの地底樹を守る。

			　１時間が経過した。

			　その間に、数度、散発的な襲(しゆう)撃(げき)があった。いずれも、ぼくとパラディン３体で撃退する。

			　倒した敵は、ゾラウス７体、コボルド29体。

			　ぼくはレベルがひとつ上がって、43になった。

			　ルシアはレベルがふたつ上がって、33になった。ルシアは水魔法をランク６にした。

			　これで、さらに戦術の幅が広がる。

			　

			　　和久：レベル43　付(ふ)与(よ)魔法８／召喚魔法９　スキルポイント５

			　ルシア：レベル33　火魔法９／水魔法５→６　スキルポイント６→０

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋に行くたびに情報交換し、いまは地底樹と一体化しているルシアから掃(そう)討(とう)の進行状況を聞いた。

			　アリスたちは前線のアラクネたちを突破し、無事、地底神殿に突入したという。後続部隊も続々と神殿に入場しているとのことだ。

			「じつは、何度かモンスターを拘(こう)束(そく)し、アリスたちの前に差し出したのですが……ミアに怒られてしまいました」

			「なんでだ？　あいつ、いつも経験値、経験値ってうるさいのに」

			「いまはカズと合流することの方が大事だと」

			　いつものミアの余裕がなくなっているな。普段なら、もうちょっと冗談めかす気がするんだけど。

			　ぼくが勝手に行動したことで、まだ怒っているんだろうか。うん、怒られるのは……仕方がないな、素直に謝ろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ほどなくして、アリスたちがぼくのいる地底樹の間にやってきた。

			　アリスとたまきは、ぼくの顔を見たとたん、泣きそうな顔になる。

			「カズさん！」

			「心配したわ！」

			　ふたりいっしょに飛びかかられた。抱きつかれ、ひどく泣かれる。

			　特にたまきは、「カズさんの匂いだよう」とぼくのシャツに顔をうずめて……おい、こら。

			　ぼくは困惑して、数歩後ろで待機するミアを見た。ルシアの口調からしてずいぶんと怒っているんじゃないかと思ったけど、ミアはいつもの調子で眠そうな目をぼくに向けるだけだった。

			「ん。爆発しろ」

			「いろいろすまなかった。……ひょっとして、ふたりの暴走を止める役、やってもらってたか」

			　ミアは軽く肩をすくめた。彼女には助けられてばかりだなあ。

			「カズさん！　もう二度と、置いて行かないでください！」

			　アリスが、涙目でぼくを見上げ、睨(にら)んでくる。

			「疲れているみたい、だったからさ。それに、この任務はルシアとふたりじゃないとできなかった」

			　ぼくはとっさに、いいわけの言葉を口にしてしまう。

			「それでも、声くらいかけてください！　そうじゃないと、わたし、わたし……っ」

			　泣きじゃくるアリス。ぼくは狼狽して、思わず彼女の頭を撫(な)でた。

			　よしよし、と幼子をあやすように……。

			　余計、泣かれた。あーもー、ダメだこりゃ。

			「ときに、ルシアは？」

			「ああ、ええと……この樹のなか」

			　ミアの言葉に、ロウンの地底樹を指差す。いまやドームの天井近くまで幹を伸ばし、青々と生い茂る豊かな大樹となったロウンの地底樹。ルシアはこのなかで、いまも無数の樹木を操り戦っているのだと説明する。

			「わたしたちがここに来る途中、何度も地面から生えてきた樹に助けられました。ルシアさんが直接、操っていたんですね」

			　泣きやんだアリスが、感嘆の声をあげる。

			「それでときどき、わざとモンスターを縛(しば)りあげて、わたしたちにトドメを刺させてくれたんですね」

			「ミアに怒られたって聞いたけど」

			「ん。この神殿のなかにどれだけの脅威が潜(ひそ)んでるか、わからなかった」

			　実際のところ、ぼくもその点については懸念していた。

			　ロウンの地底樹は、神殿内部に根を生やすことができない。ゾラウスたちが連携して攻めてきた場合、ぼくひとりではルシアを守りきれなかったかもしれない。

			　ゾラウスたちは戦巧者ではなかった。

			　散発的な攻撃、戦力の逐次投入、とにかくただ、殴りかかってきただけである。おかげでこの部屋を無事に守りきることができたのだ。

			「あ、そういえばカズさん！　わたしレベル33になったわ！　アリスは34よ！」

			　アリスは治(ち)療(りよう)魔法を、たまきは肉体を、ミアは地魔法を、それぞれランク６にしたという。

			　ほかのスキルを上げる意味も特に感じられないし、順当だろう。

			「それにしても、ルシアちん、木と融合してしまうとは……。いったいどこからゲッター線を浴びたのか」

			「融合とか進化とかいい出すといろいろ不穏だから、やめておけ」

			「いえっさー。……ときに、話を戻すけど。やっぱ、わたしらが寝てる間に勝手に出ていったのはギルティ」

			　そこはさらっとスルーして欲しかったけど……今回ばかりはぼくの方に落ち度がある。

			「すまない。みんなには、心配かけた」

			「反省してください」

			　アリスは、泣きそうな顔で頬をふくらませつつ、そういった。

			　でもすぐに、この少女、相好を崩す。ぼくの顔を見るだけで、嬉しいらしい。

			「あー、正直、アリスはもっと、ぼくを叱責していいと思うんだ」

			「そ、そんなことをいわれても……」

			「じゃあかわりに、わたしが叱ってあげるわ！　カズさん、目をつぶって！」

			　たまきが手を振り上げる。

			　ぼくはおとなしく、頬を差し出した。この１発くらい、甘んじて食らうべきだろう。

			　でも、張り手のかわりとして、唇にやわらかい感触。

			　まぶたを持ち上げると、目の前には赤面したたまきの顔がある。

			「へへ。……ほら、アリスもおしおき、しよう」

			「は、はいっ！」

			　あー、うん、これは仕方がないね。おしおきだからね。

			　ぼくはアリスを抱きよせ、キスした。そのあとミアが襲ってきたので、おでこに軽く唇を押しつけておく。

			「ひどい、差別だ！」

			「いや……なんか、オチをつけて欲しかったのかと」

			「カズっちがいじめっ子の目になってる」

			　ミアがいじけ出したので、唇と唇を軽く触れ合わせておく。たしかに彼女だけ仲間はずれは、よくない。

			　このあと、うん、報告しなきゃいけないこともあるし……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しゃべっているうちに、ほかの兵士たちも地底樹の間にやってきた。

			　初老の司令官が、ミアに対して緊張した面持ちで報告をしている。

			　ミアは無駄にふんぞりかえり、「うむ、うむ」と偉そうに受け答えをしていた。

			　おまえほんと、そういうの得意だな……。実際、助かるけどさ。

			「カズっち。神殿の制圧はほぼ完了したって。捕虜になってたひとたちも、無事、救出。で、そのひとたち、世界樹に連れ帰ればいい？」

			「ああ、そうだな。……いや、その前に、いちどこっちから会いに行こう。いいかな、ルシア」

			　大樹を振り仰(あお)ぐ。枝葉が、まるで風を受けたかのようにサワサワと揺れた。

			『はい、カズ。姉たちの治(ち)療(りよう)をお願いします』

			　ルシアの声が聞こえてくる。そうだな、どう担当するか……。

			「この場の警備は、兵士さんたちと……たまき、いちおうきみが頼む」

			「あいあいさー、だわ！」

			「アリスとミアはついてきてくれ。ルシアのお姉さんたちを迎えにいきたい」

			　その言葉だけで、ミアはいろいろ了解したようだ。小柄な少女は、歩き出したぼくに追いつき、横に並ぶ。

			「お姉さんとかって、ルシアと同じってこと？」

			「ああ。その可能性は高いと思う」

			「そっか。……レベルアップできるなら、戦力になるね」

			　オラーさんたちは、ルシアと同じように『素子』として生まれ、訓練を受けてきたはず。レベルアップが可能なはずだ。まずはそこを確認する必要がある。

			　そのうえで、可能ならば戦力になってもらう。身体は弱っているだろうが、魔法でなんとかなる範囲……だといいなあ。

			　アリスの魔法でどこまで回復できるか次第だ。

			「たぶん、治(ち)療(りよう)ランク７のリヴァイヴならなんでも可能。でもアリスちんは、まだランク６」

			　リヴァイヴは、ランク４のキュア・ディフィジットの強化版のような魔法である。

			　キュア・ディフィジットの場合、欠損した部位がないと肉体を修復できなかった。リヴァイヴは、欠損部位が存在しなくとも、魔法をかけるだけで健康な肉体に再生してしまう。

			　この魔法なら、筋肉の衰えとか以外はなんとかなるはず……。

			　ちなみにリヴァイヴをかけても、ハゲはなおらない。

			　繰り返す、ハゲはなおらない。

			「ときに、カズっち。拙(せつ)者(しや)、ひとつ聞きたいことが」

			「なんだよ、拙(せつ)者(しや)って」

			「ルシアちんと寝た？」

			　ぼくはピタリと立ち止まった。

			　ミアがじーっと見上げてくる。ようやく追いついてきたアリスが、きょとんとしていた。

			「おっしゃる通りです」

			「正直でよろしい」

			「詳しいことはあとで話すから」

			　ミアのやつは、これみよがしに鼻で笑いやがった。

			　ああもう、こんちくしょう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オラーさんたちは、一室で手厚く看護されていた。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組の少女が、忙しくヒールとキュア・マインドをかけている。

			　あ、これならアリス、いらなかったかな。

			「来たわね」

			　志木さんが、腕組みして待っていた。さすがに疲れた表情をしている。
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			「ちゃんと、アリスちゃんたちに怒られた？」

			「たっぷりと反省の意を示したよ」

			「よろしい。次からは、もうちょっとマシな対応をしなさい。……あなたに置いていかれたって聞いたときのこの子たちの顔、見せてあげたかったわ」

			　ああ……そうか。ぼくはそんなに、ひどいことをしてしまったんだなあ。

			　いまさらのように実感がわく。

			「まあいいわ。それはあとにしましょう。ここの代表のオラーさんってかたが、自分も白い部屋に行けるかもしれない、っていいだしているの。カズくん、そのあたり聞いてる？」

			　その話、もう出てきていたか。好都合ではあるけど、オラーさんってきっと、そのへんのちからを政治的利用とかもう考えてるだろうなあ。

			　いいのかな、彼女たちをレベルアップさせてしまって。

			　考えたのは、ほんのひと呼吸の間だけだった。

			　いや、構わないんだ。

			　いまのぼくたちに、戦力のえり好みをする余裕なんてあるはずがないんだ。

			「ざっと説明するよ」

			　ぼくは志木さんに、手短な解説を行った。

			　志木さんは、腕組みしたまま、時折、相槌を打ちつつぼくの話を聞く。

		

	
		
			　

			第１６９話　連合軍の勝利

			　

			　志木さんと話し合った結果、ひとまずオラーさんには白い部屋に行ってもらうことになった。

			　志木さんがオラーさんとパーティを組み、レベルアップ抑制を解放してもらう。

			　オラーさんは、オーク７、８体分の経験値を持っているとのことである。この地の防衛戦に際し、コボルドなどを倒して得た経験値であるという。

			　やっぱり彼女も、ルシア同様、身を守るための高度な技術を習得していたのだろう。

			　結論からいうと、オラーさんは無事にレベルアップできた。志木さんとなにを話していたのか、たいへんに意気投合している。

			「ん。腹黒と腹黒が合わさって、この場にとてもドス黒い空気が醸成された」

			「思ってても、そういう外交問題になりそうなこと呟(つぶや)くのはやめろ」

			　たしかにぼくも、同じこと思ったけどさ！

			　なお、それを聞いていた少女……たしか、ルシアの侍女だといっていた子は、苦笑いしていた。最初に会ったときは目から光が消えていたことを思えば、魔法で精神を癒(い)やしたとはいえ、この短時間でたいした回復力だと思う。あとでルシアと再会させてやりたいところだ。

			　オラーさんによれば、ほかの場所に囚(とら)われていたひとを含め、ルシアの姉妹の生き残り、つまり『素子』だった者は17名。

			　その全員が、マレビトたるぼくたち育(いく)芸(げい)館(かん)組に協力するという。

			　彼女がぼくにそう伝えるとき、隣の志木さんがにやりとしていたのがとても印象的だった。

			「志木さん、あとで具体的な取り引きについて教えてよ……」

			「ええ、あとでね」

			「これあかんやつやカッコ白目」

			　ミアがぼそりと呟(つぶや)く。

			　こいつ、ナチュラルに志木さんをからかってやがるな……。なんという命知らずだ。

			「カズくん。ここの掃(そう)討(とう)はほかのひとたちに任せて、わたしたちはいちど、世界樹に帰還しましょう」

			「いいけど……ルシアはここに残しておく？」

			「政治的にも、ずっとルシアが地底樹を使うのは好ましくないそうよ」

			　ぼくはオラーさんに視線を移した。

			　オラーさんは苦笑いしていた。こうして見ると、笑顔はルシアによく似ている。

			「あの子は、自らが民の御柱となることを望まないのでしょう？」

			「なんで、そんなことがわかるんです。たしかにルシアは、似たようなことをいってましたけど」

			「さきほどの彼女の態度と、それになにより、彼女がルシアと名乗っていることを考えれば、おのずと」

			　そういえば、ルシアって名前には意味があるんだっけか。

			　ええと、たしか……そう、終わらせる者、という意味だとか。たしかに統治者としてはふさわしくない名前かな。

			「マレビトの主よ。ルシアのことは、よろしく頼みます。あれは、我らのなかでもっとも傑出した者でありますが、同時にもっとも孤独な心の持ち主でありました」

			「ええと……はい。任されました」

			　オラーさんは、右手を差し出してくる。

			「どうか握手を。これは、あなたがたにとって、契約の証であると聞きました」

			「ええ、まあ、そうですね」

			　ちらりと志木さんを見た。

			　笑っていた。さっき白い部屋で教えたのかな。

			　ぼくはオラーさんと握手した。思ったよりずっとちから強い手だった。

			「ルシアの替わりとなる地底樹の巫女は、すぐに送ってもらうわ。カズくんはその前に、わたしとリーンと、会議」

			「あー、了解。そうだね、勝つには勝ったけど、状況の整理とかも必要か」

			　ぼくたちは手早く分担を決めた。ミアはいちど、地底樹の間に戻って、たまきとルシアに合流。ルシアの手が空いたあと、世界樹まで戻るとのことだ。

			　ぼく、アリス、志木さんの３人は、先に世界樹に戻って、リーンさんに直接、報告する。

			「それじゃ、ミア。たまきたちのこと、頼むぞ」

			「ん、任されよ」

			　ミアは敬礼の真似をして、ぼくたちを見送った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　幸いにして、ぼくたちが世界樹に戻るまで、襲(しゆう)撃(げき)はなかった。

			　道中で、アリスにさりげなく、ルシアとの間にあったことを説明する。

			「ちゃんと報告してくれないと、少しスネたかもしれません」

			「スネるだけなんだ」

			「でもカズさん、たまきちゃんのときも、真っ先に教えてくれました」

			　ああ、そういえば、そうだったかな。でもあのときは、ほんとにいろいろあったから。

			　思わず、遠い目になる。わりと死ぬような目に遭いまくった。

			　それでも生きて目的を果たすことができたのは、間違いなく、ルシアの献身があったからだ。

			「いいんじゃないかしら」

			　少し前を歩きつつ聞き耳を立てていたと思われる志木さんが、振り返っていった。

			　なぜか、とても嬉しそうな顔をしている。

			「わたしとしては、あのお姫さまをなんとしても籠絡して欲しいところだったのよ。政治的にも戦力的にも、絶対にわたしたちの役に立ってくれるもの。最高の駒だわ」

			「きみはそういうと思ってたよ！」

			　いつもの手順で何度かワープし、リーンさんの家に辿りつく。

			　組織のリーダーにもかかわらず、普段、彼女の執務室たるこの木のうろ周辺は静かだ。

			　でもいまは、忙しくひとが出入りし、喧噪に包まれていた。

			「なんかあったのかしら」

			　見張りの兵士がぼくたちに気づいて、リーンさんに来客を告げる。

			　許可を得て、木のうろに入った。

			　リーンさんのまわりに、何人か鎧(よろい)を着たひとが集まっていた。年齢層が高くて装備も目に見えていい。たぶん、将軍とかそういう地位のひとたちなのだろう。

			　彼ら光の民の幹部たちが、入ってきたぼくたちを見て、はっとしている。

			　リーンさんが、ひと払いを命じた。将軍っぽいひとたちは少し不満そうな表情になったが、すぐかしこまって木のうろを出ていく。

			「なにがあったんですか」

			　ぼくたちを代表して、志木さんが単刀直入に訊ねた。壁面の橙色の魔法照明に照らされるリーンさんの顔が、いささか青白くなっているように思える。

			「世界樹の結界の一部が、綻びました」

			　リーンさんは、端的にいった。平静を装っているが、その声はわずかに震えている。

			「モンスターの一軍が、世界樹のすぐ近くまで攻めよせています。なかには四天王の姿も確認されました」

			　それは、今日聞いたなかでも最悪の報告だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　世界樹の結界は完(かん)璧(ぺき)だったんじゃ、などといっても仕方がない。

			　敵の方が１枚上手だった、ということだろう。モンスターたちの精強さ、狡猾さはぼくたちがいちばんよく知っている。

			　世界樹を覆(おお)う結界のうち、３か所に穴ができた。

			　修復までに要した時間は、たったの５分。

			　だがそのわずかな間に、１０００体以上のモンスターが内部へ侵入してしまったという。

			「１０００体……ですか。しかも、四天王まで」

			　ぼくは、喘ぐように言葉を紡(つむ)ぐ。喉がカラカラに渇いた。拳(こぶし)をかたく握る。

			「四天王……ザガーラズィナーと同じクラスの敵が……」

			　楔(くさび)を持つ人類５つの拠点。大陸を守護する楔(くさび)のうち、ふたつはすでに失われた。

			　世界樹の楔(くさび)をモンスターに奪われたとき、大陸の滅亡という予言が成就する。

			　人類にも、ぼくたちにも、もう逃げ場なんてない。

			　世界樹を守るために、最後のひとりまで戦う以外、生き残る方法が存在しない。

			　でも、あんな化け物クラスを相手に、いまのぼくたちじゃ……。

			「カズさん……」

			　アリスが、不安げにぼくを見上げている。

			　ぼくは彼女になにも声をかけられない。

			「カズくん」

			　気づくと、志木さんが、ぼくの手に己の手を重ねていた。

			　見れば志木さんの手は、小刻みに震えている。

			　ぼくに触るのがそんなに怖いのか。

			　なのに、それでも、ぼくに触れてくれるのか。

			　ぼくは顔をあげ、志木さんを見る。育(いく)芸(げい)館(かん)組を率いる才媛は、不敵に笑った。

			「結論を急ぐ必要はないわ。幸い、ここにはわたしたちがいる。リーンもいる。もうすぐ、結城先輩たちも戻ってくるわ。作戦を練りましょう」

			　志木さんは、立ちつくすぼくの手を引いて、リーンさんのもとへ連れていく。

			　いつものように、車座になって座った。リーンさんのおつきの女性が、犬耳をぴくぴくさせながらお茶を持ってきてくれた。

			　お茶を、飲む。

			　驚いたことにひんやりとしていた。少し甘い液体が、喉をすっと通っていく。

			「精霊魔法を用いて冷却しているのです」

			　リーンさんが微(ほほ)笑(え)む。気を落ち着けたいのか、お茶をひと息に飲み干していた。

			　志木さんも、アリスも、黙ってお茶を飲んだ。

			　全員、おおきく息を吐く。最初に口を開いたのは、志木さんだった。

			「侵入してきた四天王のことを教えていただけますか。どう対処するにせよ、敵について知らなくては」

			「お話しいたしましょう、四天王の１体、植物の王アガ・スーについて」

			　そういえば、名前すら聞いていなかった。

			　アガ・スー。

			　そいつが、世界樹を襲う最強のモンスターか。

		

	
		
			　

			第１７０話　植物の王

			　

			　四天王の１体、アガ・スー。

			　このモンスターが木々を操ることに長けていることからついたふたつ名が、植物の王、であるらしい。

			「アガ・スーの種族は、トレントであるといわれています」

			「トレントって、こっちの兵士も使(し)役(えき)してましたよね」

			　アリスが素直な疑問を口にした。彼女がいう通り、ぼくたちが昨日、光の民と共闘したとき、彼らはトレントを使い魔としていた。結構強かったと思う。

			「トレントは、この地に古くから棲む種族です。我々光の民とは友好関係にありますが、現在は原生種が少なくなり、使い魔として召喚している個体の方が増えております」

			「ルシアがいってた、クリムゾン・タートルみたいなタイプなのかな。あれは昔、ルシアのご先祖様が召喚したあと、あの地に棲みついたって話だけど」

			「ひょっとすると、トレントも同様であったのかもしれませんね。歴史に残る限りもっとも古い光の民の伝承にもその名が記述されておりますから、遠い過去の話でしょうが……」

			　そこまで来ると、召喚されたのか土着なのかって区別することに意味がないわけか。

			　この世界の成り立ちも、どこまで神話通りなのかわからないし。

			　話がズレた。

			　ええと、そう、四天王アガ・スーがトレントだって話からか。

			　トレントは周囲の木々を操る樹木の化け物である。

			「森のなかで戦うと危険な相手なんですよね」

			「はい、アリス。おっしゃる通りです。さすがに世界樹が操られることはないと思いますが……あのあたりは特に、樹齢１０００年を超える大木が多いですから」

			　この森、世界樹以外の木も、でかいのばっかりだ。世界樹周辺は、特におおきな樹木が多い。あのあたりのマナがそれだけ濃いということなんだろうか。

			「アガ・スーの能力ですが、あまり樹齢の高い木を操った場合、動きが鈍くなるとの報告があります。トレントも、齢を重ねすぎると老化による弱体化が著(いちじる)しくなるようですので、それと同様の現象なのかもしれません」

			　トレントも老いるのか……。生きている以上、なんにでも老いはあるんだろうけど。

			「それよりも厄(やつ)介(かい)なのが、蔓状植物を無数に操る能力でしょう。大樹などと違い小まわりがきき、しかも１００体以上を同時に操ります。アガ・スーは、ランペイジ・ソーンと呼ばれるこの能力を用いて、７つの森の国を滅ぼしています」

			「単騎で、よね。能力的に考えると、妥当なところかしら」

			　志木さんがいう。

			　森のなかならどんどん味方を増やせるんだから、そりゃ単独で蹂(じゆう)躙(りん)する方が効率いいよなあ……って、あれ、じゃあ。

			「ひょっとして、ほかのモンスターと連携するとか苦手なんじゃ」

			「その可能性もございます」

			　ぼくの言葉に、リーンさんがうなずく。

			　今回、結界のほころびから侵入したモンスターは１０００体を超えるという。

			　アガ・スーは、これまでのような戦い方ができない……といいなあ。

			「希望的観測だけで戦うわけにはいかないわ」

			　志木さんが、ぴしゃりといった。

			　おっしゃる通りです。敵を軽く見ていいことなんて、なにひとつない。

			「アガ・スーのほかの能力は不明です。と申しますか、これまでは植物を操る能力だけで、交戦したあらゆる軍勢を叩きのめしてきています。数少ない記録によれば、その護(ご)衛(えい)を抜けて本体に戦いを挑んだ暗殺部隊もあったようですが……ひとりの帰還者も出しておりません」

			「リモート・ビューイングみたいな観察系魔法を使ったって記録はないんですか」

			　リーンさんは、黙って首を振った。

			　そういう魔法って国家機密だろうし、他国に逃げ延びたひとたちが知らなくても当然か。

			　ぼくたちとしては、そういう情報こそ持って逃げて欲しいわけだけど。

			　この世界の国々が情報を共有し、連携して戦えるようになるまで、だいぶいろいろなことがあったんだろう。

			　リーンさんの口ぶりからして、今日の作戦がその初めて、だったのかもしれない。

			　そんな状況じゃ、たしかに……情報がないのも仕方ないよなあ。

			　仕方ない、で済まされないんだけど。

			「ちなみに、アガ・スーといっしょに侵入したモンスターって？」

			「オークのような人型のモンスターが中心のようです。ほかに、足の速い４足歩行獣型モンスターが１００体ほど。ジャイアントも50体ほど確認されています」

			「脳筋編成っぽいわね」

			　凝った作戦を取れるような面子じゃなさそうだ。統制のとれた攻撃とかは、まず無理そう。

			「オーク退治は、わたしたち育(いく)芸(げい)館(かん)組の十八番ですね！」

			「アリスちゃんのいう通りだけど、嫌な十八番ね……」

			「といっても、ジェネラルを倒せるのは、ぼくのパーティと桜(さくら)さん、結城先輩、啓子さんくらいかな」

			　それだけいれば、充分な気はする。２日目の夕方は、ぼくたち総がかりでもあれだけ苦戦したけど、いまやほかのメンバーもかなり成長している。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組が高等部組と共闘すれば、オークは充分に殲(せん)滅(めつ)できそう。

			　ジャイアントと獣型モンスターは、ぼくたちを中心にして分断、殲(せん)滅(めつ)でまあイケるか。

			　アガ・スーについては情報が少なすぎてなんともいいがたいけど、その能力がただ樹木を操るだけなら対抗手段はあるだろう。

			　問題は、これらがいっしょくたになって出てくることで……。

			「そうね。すべてのモンスターがいっきになだれ込んでくる限り、こちらにつけいる隙はなさそう」

			　志木さんが、いった。なるほど、とぼくの口もとも緩む。

			「つまり、モンスターたちが数の利を失えばいいわけだよね」

			　ぼくは皆に、ひとつの提案をする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ほどなくして、結城先輩がやってきた。

			　彼を仲間に入れて、具体的な作戦計画を練る。

			　すでに敵は進攻中だが、光の民の親衛隊がなんとか遅延作戦を展開しているとのこと。

			　たぶん彼らの被害は甚大だろうけど、いまここできっちりとした反撃ができなければ、すべてが終わる。親衛隊が身を挺して稼ぐ１分、１秒を利用して、万全の対策を練るのだ。

			「こういうことをいうべきではないのでござろうが……今回、多少の犠(ぎ)牲(せい)は許容いたすほかないでござろう」

			　結城先輩がそういった。

			　いままでとは違い、どうしてもぼくたち以外のマレビト、つまり高等部組と育(いく)芸(げい)館(かん)組が最前線に立つことになる。

			　ルシアを含めたぼくたち５人、結城先輩と啓子さん、ほか数名。これら突出した戦力は、決戦兵器として、アガ・スー戦に投入するべきだ。となると、これまでぼくたちが担っていた役割をほかのひとたちに担当してもらうしかないのである。

			「損害を出すとしても、最小限に抑えなければなりません」

			　リーンさんがいう。

			　彼女の手持ちの軍は、昨日、今日で極限まで消耗しているはずだった。いまは唯一、無傷だった親衛隊を投入しているありさまだ。それでも彼女は、ぼくたちの損害を厭う。

			　理由は単純で、将来にわたっても神兵級以上と渡り合うことができそうな存在は、ぼくたちマレビトと『素子』の生き残りだけだからだ。

			　長(なが)月(つき)桜以外の２番手グループも、あと数日、この激戦を生き延びるだけで、神兵級を相手にできるようになるだろう。

			　レベルアップと白い部屋の存在は、この絶望的な世界の人類にとって、唯一の希望、最強のチートなのだ。

			「せめて、明日ならなあ」

			　思わず、ぼくはそんな言葉をこぼしてしまった。

			　皆が苦笑いする。

			　うん、そうだよね。モンスターがこっちの都合のいいように動いてくれるなら、どれほど楽か。

			　これからぼくたちがすることは、それに似ているんだけど。

			　つまり、モンスターたちを、ぼくたちの都合のいいように動かす。最適の数、最適のルート、最適の場所に誘導する。しかるのち、殲(せん)滅(めつ)するのだ。

			　リーンさんとぼくたちは、世界樹周辺の地図を見ながら討議を重ねた。

			　途中でルシアとミア、たまきもやってくる。アリスが治(ち)癒(ゆ)するまでもなく、ルシアの右手はくっついていた。育(いく)芸(げい)館(かん)組のほかの治(ち)療(りよう)魔法使いにキュア・ディフィジットをかけてもらったとのことである。

			「敵が世界樹付近に侵入したと聞きました。リーン、姉たちも参戦を望んでいます」

			「では、この後方に。なるべく遠距離攻撃の得意な者だけを参戦させるようにと」

			「はい。伝えておきます」

			　ルシアが出ていく。入れ替わりに入ってきた兵士が、親衛隊の足止めは限界に近づいていることを告げてきた。

			　まあ……よくやってくれたと思う。

			　ぼくのＭＰも満タンになった。少しあふれた分を使い、装備にハード・ウェポンやハード・アーマーをかけて強化する。

			　ようやく付(ふ)与(よ)魔法を上げられて、これらの魔法も強くなってるからね……。

			　志木さんが、ぱん、と手を叩いた。皆が注目する。

			「それじゃ、今日最後の大仕事よ。みんな、生き延びましょう。絶対に勝ちましょう」

			　リーンさんをはじめとした全員が、うなずく。

			　ぼくたちは順々に、会議室となったリーンさんの家を出ていく。

			「ねえねえ、カズさん。わたしはなにをすればいいのかな」

			「歩きながら説明するよ。今回の作戦、ちょっと複雑だから」

			「あ、説明とかはいいわ！　たぶん覚えてられないし！」

			　たまきは、えへらと笑った。

			　ダメだこいつ、はやくなんとかしないと……。

		

	
		
			　

			第１７１話　世界樹の守護者

			　

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組と高等部組の戦闘班、全部で60名弱のメンバーが、揃って世界樹そばの木のうろに転移する。

			　まず気づいたのは、世界樹から出る音が変化していることだった。

			　以前は、鈴の音のような声で歌われる、君が代のようなしっとりした曲だった気がする。

			　それが、ぼくたちの心をかき乱すような、女の子がすすり泣くような声に変化していた。

			　うわあ、これ、結構心にクるものがあるなあ。

			「こちらをお使いください」

			　ホールに待機していた女性が、葉っぱでできた輪っかを手渡してくれた。

			　彼女自身も、ネックレスのように首からかけている。

			「世界樹の葉で編んだ魔除けの護符です」

			　真っ先に受け取った志木さんが、護符を首からかけた。

			「これが、この結界の内部でわたしたちのちからを増幅してくれるブーストアイテムね」

			　ブーストアイテムいうな。

			　いやまあ、実際にそういうシロモノらしいんだけど。

			　世界樹の魔除け、というらしい。

			　ゲーム的にいうと、おおよそＨＰそこそこ増加、ＭＰ＋50％、攻撃力微増、防御力微増、魔法耐性微増。

			　ほかの数値は適当だけど、ＭＰが５割増しというのはガチである。

			　これでいちばん恩恵を受けるのは、頻繁にＭＰ切れを起こすぼくだろう。

			　ぼくはレベル43だから、世界樹の結界内部ではＭＰが２１５も増えていることになる。パラディン２体分以上だ。

			　実際は、ＭＰ消費が２／３になっているとのこと。

			　なので、この魔除けを下げた状態でパラディン５体を召喚したのち魔除けを外したりすると、その瞬間にパラディンが１体消える、みたいな感じになるっぽい。取り扱いに要注意だ。

			　あくまでこの世界樹周辺、結界内部にいなければ効果はない。こんな壊れアイテムなのだから、それくらいの制限がかかって当然、というところではある。

			　問題はそれだけの恩恵を受けてなお、今回の敵があまりにも強すぎるということだろうか。

			　弱気になってもいられないんだけど……。

			「わたくしも、今回はこちらで指揮をとります」

			　ぼくたちについてきたリーンさんが鷹(たか)を10体ばかり召喚した。

			　鷹(たか)たちが羽ばたき、結城先輩、志木さん、長月桜、といった主要メンバーのもとに舞い降りる。

			　ぼくたちのところに来た鷹(たか)は……あ、ミアが鷹(たか)を捕まえようとした。

			　使い魔の鷹(たか)が慌てて羽ばたいて、逃げた。いちど宙をぐるりと舞ったあと、ルシアの伸ばした腕に着地する。

			「むう。ルシア、ずるい」

			「昨日の行いから考えて、当然の結果かと」

			　ルシアもいうようになったなあ。

			　リーンさんが、そんなルシアとミアのやりとりを、温かい目で眺めている。

			「この使い魔を通して連絡をとります。敵部隊のうち足が速いものたちは、すでにこの近くまで来ているそうです。迎撃をお願いします」

			　皆が目くばせをかわしあう。誰に押しつけようか迷っている感じ……かと思ったら……。

			「ん。経験値稼ぎ……オイシイ？」

			「待つでござるよ、ミア。おぬしたちは決戦兵器、じっとしているでござる。ここは拙(せつ)者(しや)たちのレベルアップを優先……」

			「待って。わたしたちが、倒します」

			　ミアと結城先輩と長月桜が、互いに牽(けん)制(せい)しあっていた。
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			　おいこら、きみら。そんなに経験値が欲しいのかよ。

			　欲しいよね……気持ちはわかるけどさ。

			　足が速いってことは狼系とかだから、ある程度、敵の手のうちは読めている。

			　でも安心していい相手じゃない。ヘルハウンドが混じっているなら、最低でも火レジは必要だ。そういえばライトニング・ウルフってのもいたなあ。

			「啓子さん、うちの後衛部隊を数名連れて、先行していただけますか」

			　志木さんがいった。なるほど、最年長の啓子さんを引率役として、彼女に部隊を仕切らせることで、くだらないつばぜり合いを回避するってことか。

			　いっしょに戦ったのはわずかの間だけだけど、啓子さんは頭の回転も速い。あれで致命的に方向音痴って弱点さえなければ、ほんとスーパーレディである。

			　もし彼女が道に迷わず、転移の最初から高等部にいれば、２日目の状況もだいぶ変わっていたに違いない。少なくとも、シバの台頭は許さなかったんじゃないだろうか。

			「じゃあ、いってくるわねー」

			　啓子さんと育(いく)芸(げい)館(かん)組の少女５人が、さっさと木のうろを出ていく。

			「うふふ、道案内はお姉さんに任せなさーい」

			「待ってください、わ、わたしたちが案内しますからっ！」

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組の少女たちが、必死になって啓子さんを説得している。

			　聞かなかったことにしよう。

			　いっぽう結城先輩は、高等部をグループわけするのに忙しそうだった。

			　志木さんの方は、すでにパーティ編成を終えている。長月桜を中心とする第２精鋭パーティを、後詰めとして送り出すとのことだ。

			「桜ちゃんは、もうちょっと頑張れば槍(そう)術(じゆつ)がランク９になれそうなのよ。優先的に経験値を稼がせてあげたいの」

			　彼女がランク９に到達してくれれば、なるほどこれは、とても頼もしい。

			　ぼくとたまきがスキルひとつをランク９にしたのは昨日の夕方だったから、ほぼ１日遅れか。

			　彼女たちにも付(ふ)与(よ)魔法をかけてやりたいところだけど……。

			　毎度のように、ぼくのＭＰは貴重すぎた。基本的な付(ふ)与(よ)魔法は、育(いく)芸(げい)館(かん)組でほかに付(ふ)与(よ)魔法を習得したメンバーが担当してくれている。ランクが全然違うから、ぼくがかけた方がずっと効果は高いけれど、これはもう仕方がない。

			　ぼくの付(ふ)与(よ)魔法は、呼び出したシャ・ラウと、アリス、たまき、ミア、ルシアにだけかける。

			　パーティ内にかける分には、ディフレクション・スペルもあるし、少しすれば満タンになるだろう。

			　初めて見た幻狼王に、高等部の男子たちが結構ビビっていた。舌打ちも聞こえる。

			　ぼくを見て、小声でなにかしゃべっているひともいる。

			　その様子に、育(いく)芸(げい)館(かん)組が静かな怒りを溜め込んでいるようで……うわあ、マズいかな、これ。

			　なるべく彼らとは絡まないようにしよう。向こうとしても、あまりぼくと目を合わせたくないようだし……とか思っていたら、結城先輩がこっちにきた。

			「カズ殿、カズ殿。拙(せつ)者(しや)たちは、いちど出撃するでござる。そちらも軽くひと当てするなら、いまのうちでござろう」

			「ああ、ええと、了解。……ってミア、どうした」

			　いちど木のうろの外に出ていたミアが、てってってと駆け戻ってきた。

			　おまえなにやってんだ。

			「親衛隊のひとたち、作戦よりだいぶ、押されてる。いちどわたしらで押し返した方がいい」

			「なんでわかる」

			「風魔法で、ちょっと」

			「あ、ウィンド・サーチか」

			　ここなら自然たっぷりだから、環境としては最高だな。

			「でかしたでござる、わが妹よ」

			「ん。いえーい」

			　ミアは結城先輩と手を打ち合わせた。きみら、やっぱりじつは仲いいな……。

			「だが兄、うざい」

			「妹からの罵倒はご褒(ほう)美(び)でござるよ！」

			「ほんと、うざい」

			　不気味に身をくねらせる忍者と、それをシッシッと手で払うミア。

			　こんな状況でじゃれあってやがる……。この兄妹、ほんと平常運転だ。

			　高等部の大半は、自分たちのことで忙しいのか、この馬鹿なやりとりに気づいていない様子。

			　と、ひとりの女性が肩を怒らせながら進み出て、結城先輩の耳を引っ張った。

			「ちょっと、田上宮(たがみや)くん！　シスコンもいい加減にして！　さっさと指示を出しなさい！」

			「わ、わかったでござるよ！　短気はいかんでござる」

			　かなり痛そうなのに、結城先輩はなぜか嬉しそう。

			　浮気だ浮気。あとで啓子さんにいいつけてやろうか。

			「ん。さっさといこう」

			　ミアに催促された。ま、そうしますか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたち５人とシャ・ラウは巨大な木のうろを出た。

			　すでに日は完全に落ちている。足場のあちこちで、かがり火が焚かれていた。

			　正面には、炎に照らされた、まるで絶壁のごとき超巨大樹がある。

			　この森の中心にして楔(くさび)のひとつ、世界樹。

			　ぼくたちが守るべき、この大陸で最後の砦(とりで)。

			「ミア、どっちの方にいけばいいか、指示して」

			「あいあいさ」

			　ミアはふたたびウィンド・サーチを使い、しばし、耳を澄ます。

			　いまのうちに、全員にディフレクション・スペルからのナイトサイトをかけておく。暗視のおかげで、真夜中の森も夕方くらいの明るさだ。

			　ルシアに聞いたところ、エルフの彼女はわりと夜目が利くらしい。でもナイトサイトによる暗視の方がずっと性能は高いとのこと。

			　うつむいていたミアが、ほどなくして顔をあげる。

			「あっち」

			　ぼくがディフレクション・スペルを使い、ミアがフライ。

			　夜空に舞い上がり、彼女が指差す方向に飛ぶ。

			「アリスとたまきは、シャ・ラウの背に乗っておいて」

			　いざというときは、いつものシャ・ラウの超突撃でいこう。

			　２分ほど飛行した。

			　かなり敵が近いといっても、まだ世界樹と前線との距離はそれくらいあるみたいだ。

			　剣戟の音と悲鳴が、風に乗って響いてくる。

			　木々が密に茂っているため、暗視がついた目でも状況がよく見通せない。

			　いや、でもたいまつの明かりは見えた。

			　狼のような動物の吠え声が響く。リーンさんによると、親衛隊は動物兵の類(たぐい)を使っていないらしい。

			　つまりあれは、敵だ。

			「シャ・ラウ、吶喊」

			『承った』

			　幻狼王は、アリスとたまきを乗せたまま、雷となって突撃した。

			　闇夜に紫電がきらめく。あのチームなら、どんな敵でもなんとかしてくれるに違いない。

			「ミア。抱きかかえているから、もういちどウィンド・サーチだ。正面以外に敵がいないかどうか」

			「ん。了解」

			　ぼくは、ミアを抱えながら、シャ・ラウを追いかける。

			　結構バランスをとりにくい。ぼくは何度もよろけ、体勢を崩す。

			「あのね、カズっち」

			「はい、ミアさん」

			「カズっちに抱っこしてもらえるのは嬉しいけど、やっぱ自分で飛ぶ」

			　ぼくはミアから手を離した。ミアは目を閉じながらも、安定飛行。

			「ごめん……」

			「カズっち、なんというドジっ子アピール……あ、左手から４体、アリスちんたちのとこに近づいてる。４足歩行。アリスちんたちが交戦しているのは……」

			　いや、それは見えた。

			　ぼくは正面を睨(にら)む。ちょうど、たまきの一刀が、それを真っぷたつにするところだった。

			　ヘルハウンドだ。

			　しかし、体表の色が違う。暗視だから詳しくはわからないが、黒じゃなくて……緑色、か？

			　あ、別のヘルハウンドがブレスを放った。

			　シャ・ラウが、アリスとたまきをかばい、まともにそれを食らう。

			　ジュッ、と肉が焼ける音。

			　酸っぱい匂い。シャ・ラウの体表から煙が立ち上がり、彼が低く呻(うめ)く。

			　これは……酸のブレスか！

			「アシッド・ハウンドです」

			　ルシアがいった。

		

	
		
			　

			第１７２話　アシッド・ハウンド

			　

			　アシッド・ハウンド。

			　火ではなく酸を吐く、ヘルハウンドの変異種みたいなものだろうか。

			　このモンスターを知っている様子のルシアに詳しく聞いてみたいが、それはあとでいい。

			　Ｑ＆Ａの通りなら、酸のブレスを水レジで防げるはずだ。

			　見たところ、アリスたちが交戦しているアシッド・ハウンドは残り２体。

			「ミア、バフりにいく。近くへ」

			　ミアはなにも聞かず、ぼくとルシアの手をとった。

			「ディメンジョン・ステップ」

			　テレポートにより、ぼくたちはアリスたちのすぐ近くに姿を現す。

			「ディフレクション・スペル。ハイレジスト・エレメンツ：水」

			　水のバリアを全体化し、パーティ全員に張る。

			　直後、ぼくたちに酸のブレスが降り注いだ。

			　ぼくはとっさに腕で顔をかばうが……。ぼくたち５人と大狼の身体のまわりに、薄膜のようなものが展開されていた。酸の飛沫が薄膜に衝(しよう)突(とつ)して弾け飛ぶ。

			　炎とか喰らったときはまぶしすぎてわからなかったけど、ハイレジってこういう風に防いでいるのか……。

			　ヘルハウンドもそうだけど、このアシッド・ハウンドもブレス対策さえしてしまえばたいしたことのない相手だ。

			　世界樹のちからによってブーストされているということもあり、アリスたちの動きはいつも以上に鋭い。

			　アリスの刺(し)突(とつ)が、たまきの斬(ざん)撃(げき)が、あっという間にその命を刈り取る。

			　親衛隊の兵士たちを襲っていたアシッド・ハウンドは、たちまち全滅した。

			　敵の増援が迫っているけど、ひとまずこの戦闘は終了だ。

			「アリス、シャ・ラウの治(ち)療(りよう)を」

			「は、はいっ」

			　アリスがシャ・ラウにヒールをかける。

			　ぼくはその間に、落ち着いて周囲を見てみた。

			　死屍累々、兵士たちが苦痛に呻(うめ)き、地面に座り込んだり倒れたりしている。ほぼ全滅といっていい状況だ。

			　最初にここを守っていたのは、全部で30人くらいだろうか。

			　ぼくたちが倒した分以外にも、10個くらい、宝石が転がっている。アシッド・ハウンドは、ヘルハウンドと同様、１体で２個、青い宝石を落とすみたいだから……彼らだけで５体は倒したわけか。

			　アシッド・ハウンド８体を相手に、リーンさんの懐刀ともいうべき精鋭部隊がこれほどに消耗してしまうということだ。

			　この分じゃ親衛隊がジャイアントとかそれ以上の敵を相手にするのは厳しいだろう。

			　せいぜい、雑(ざ)魚(こ)オークに当たってもらうくらいか。

			　ぼくは、ルシアのそばに舞い降りた鷹(たか)に、現地の状況を伝える。

			「治(ち)療(りよう)術師を派遣します。お手数ですが、そちらに向かっている敵、残り４体の迎撃をお願いします」

			「わかりました。ミア、次の敵は、あとどれくらいで……」

			「10秒後」

			「それをさっさといえ！」

			　きっかり10秒後、茂みを割ってアシッド・ハウンド４体が飛びかかってくる。

			　とはいえぼくたちは敵の存在に気づいているし、80秒から１２０秒保つハイレジストは、まだ効果が残っている。ブレスを恐れず踏み込んだアリスとたまきが、それぞれ一撃でアシッド・ハウンドを倒してみせた。

			　たまきとミアが同時にレベルアップして、ぼくたちは白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋に来たぼくたちは、向かい合って座る。

			　ぼくとルシアが並んで、反対側にアリス、たまき、ミアが。

			　ぼくは貫(かん)録(ろく)の正座である。

			「ひとまず、アリスたちに断りもなくルシアと致しましたことを謝罪します」

			　土下座する。そのぼくの頭を、容(よう)赦(しや)なくミアが踏んだ。

			「おう、おう、おうっ」

			　てめえ。
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			「さっきもいいましたけど、ちゃんといってくれたから、もういいです」

			　アリスはそういって笑う。

			「だいたい状況は、想像できるわ。いろいろあったんだよね」

			　たまきは、やけに冷静な推察をしていた。

			　捕虜だったひとたちから、いろいろ聞いたのかもしれない。護(ご)衛(えい)でルシアといっしょだったんだもんな……。

			　とりあえず、ミアの足をふん捕まえて転ばし、身を起こす。

			　ミアの額を、ぺしんと叩く。

			「最近、カズっちの扱いがひどい」

			「自分から進んで道化になってくれていることには、感謝してるよ」

			「半分は天然ゆえ」

			　そうなんだよなあ、こいつ半分……というか７割くらいは天然なんだよなあ。

			　絶対、ニンジャのことをアレコレいえないだろ。同族嫌悪なんだろうけど。

			「別行動中のことを、いろいろ話そうか」

			　ぼくはみんなに潜入作戦の顛末を語った。

			　彼女の姉妹を助けたくだりでは、ミアが異常なほど興奮していた。

			「リアル、それなんてエロゲ」

			「おまえって心の底から残念なやつだな」

			「ルシアの前で不謹慎であるという認識はありますゆえ」

			　そこを認識してて余計なこと口にするきみに、尊敬の念を覚えるよ……。

			　なおルシアは、そのあたりはあまり気にしてない様子。根本的な感覚が違うっぽいなあ。

			「そもそも、姉たちは王族の義務を果たしたのです。わたくしの従者たちも、同様です。その点に関しては、誇(ほこ)らしく思っているのですよ」

			「そういう考え方をするわけか」

			「ん。貴族の義務(ノブレス・オブリージユ)的な感じっぽい」

			　ルシアは首をかしげたあと、「そうですね、概(がい)念(ねん)としては、そうなりますか」と答えた。

			　様子を見るに、彼らの語彙に貴族の義務、って言葉そのものがなかったわけかなー。

			　翻(ほん)訳(やく)魔法がニュアンスとして伝えた感じなんだろうか。

			「それが当然で、あるべきかたちだと認識しておりました」

			「嵐の寺院をぶん取られたやつらに聞かせてやりたい言葉」

			　ミアの言葉に、ルシアは彼女らしくもなく苦笑いを浮かべた。

			　ああ、やっぱそのへん思うところはあるんだね……。

			　生き残った連中……神子とかそのとりまきとかに含むところはなさそうだけど。

			「ときにルシアちん。オラーお姉さんとかって、今後、王家再興とかするわけ？」

			「はい、そういうことになるでしょう。すべてはモンスターとの戦いに勝利したあとのことですが……。ア・ウル・ナアヴは、いまや大陸にたった３つだけ残った楔(くさび)のひとつを保有する国家です。再興した暁には、かつて以上の権威を持ちうるでしょう」

			「以前はそんなに楔(くさび)のことって重要視されてなかったんだっけ」

			「はい。ここ最近の予言を知るまで、大多数の者たちにとって、楔(くさび)の国家とはせいぜい、強力なマナ発生装置を保有する古よりの国、という程度のものでした」

			　楔(くさび)がこの大陸を支えてるっていい伝えも、一部にしか伝わってなかったんだよな。

			　だからこそ、各国はあっさりとモンスターにガル・ヤースの嵐の寺院やロウンの地底神殿を明け渡してしまった。

			　最初から敵の狙いを知っていれば、もっとやりようはあっただろう。

			　ルシアの国って今後、ものすごい利権の塊になるんだよな……。

			「ルシアちんが王族の義務を放棄するのって、そのへん含めてオラーお姉さんたちを動きやすくするため？」

			「おまえ、ぼくが思ってても口にしなかったこと、ずばずば聞くな」

			「知っておいた方がいいと思う」

			　そうかもしれない。ミアのこういう積極的なところは、美徳だろう。

			「カズっちは、ルシアちんの価値をもっとしっかり理解するべき。そのうえでコマして手駒にしたことを誇(ほこ)る」

			「コマしたとかいうのやめろよ！」

			　スラングも含めて翻(ほん)訳(やく)されたのか、ルシアは口もとに手を当て、くすりとした。

			「はい、コマされてしまいました」

			「ルシアも平然と返すなよ……」

			「男女の仲ではない判断基準で申しあげましょうか？　わたくしとしても、リーンとカズの橋渡しをし、両者に強い繋がりをつくることで、彼女への借りを返すことができます。不安定なわたくしの立場を強化することにもつながります」

			「そういう風にいわれるのも、なんか嫌だな！」

			　ルシアはくすくす笑った。遊ばれている気がする。

			「外部からすれば、わたくしたちのパーティの戦果を代表する人間とは、唯一のこの世界の住人であるわたくしとなりましょう。そんなわたくしが王権まで手に入れるのは、いささか不都合がおおきいのですよ」

			　嫌な話になるけど、微妙にわかってしまう。

			　なんせ今日１日で、ぼくたちのパーティは戦果を稼ぎすぎた。ガル・ヤースの嵐の寺院とロウンの地底神殿をほぼ単独パーティで攻略し、そのついでに複数の神兵級を撃破。

			　パーティで唯一、この世界の原住民であるルシアは、その功績をほぼ独り占めすることになる。

			　間違いなく、英雄だ。彼女が王族のままでは、新生ア・ウル・ナアヴの統治に支障をきたす、と考える者たちも出てくるに違いない。ルシアはそのあたりを考慮して……。

			「それもこれも、すべてこの戦いが終わったあとだ。勝たなきゃ意味がない。いまやるべきことは、この世界樹を守ることだ」

			　ぼくはそういって、この話題を打ち切った。

			　話をもとに戻す。

			　ゾラウスの精神攻撃とか、ぼくのトラウマを抉られたこととか、そのあとルシアとどうなったかとか、そのへん話しにくいことも、すべて語った。

			　途中、ミアがちゃかしてきたので、脳天に拳骨を見舞った。

			「カズっち、逆切れとかひどい」

			「そーかそーか。んじゃ、いまのがひどいと思うひとー」

			　ミアひとりが手を挙げた。ほかの者は苦笑いしている。

			「ぐう。いじめだ」

			「とりあえず最後まで話すから、ちゃかすのはそのあとにしろ」

			「いたしかたなし……」

			　ミアはそのあと、何度もツッコミを入れたそうな顔をしつつも、無言を貫(つらぬ)いた。

			　おかげでぼくは、最後まで語り終えることができた。

			「よく我慢したな、ミア」

			　頭を撫(な)でてやると、ミアは少し悔しそうにぼくを見上げた。

			「脅しに屈して素直になってしまった……」

			「どんだけひねくれてるんだよ！」

		

	
		
			　

			第１７３話　亜種モンスター

			　

			「そういえば、ルシア。ヘルハウンドにアシッド・ハウンドってあたりで思ったんだけど、こういう亜種的なモンスターってたくさんいるの？　たとえば、雷撃してくるサンダー・ハウンドとか」

			「はい。まさにサンダー・ハウンドというモンスターが確認されています。ご想像の通り、フロスト・ハウンドというモンスターも存在します」

			「本当にいるのか……」

			　ミアが「色替えの手抜きモンスター」と余計なことをいった。

			　うん、ぼくも同じこと思った。世の中にはポリゴンモデルの制約とかあるからね……。

			　いや、このリアルな世界にはそんなの関係ない。

			　じゃあなんで、亜種モンスターなんてものがいる？

			「もともと、これらのモンスターは、古の時代、あるいは別の世界にて、錬金術実験によって生まれた人造生命体であったといういいつたえもあります。ゆえにさまざまな亜種が創造され、実験や戦闘用として用いられたと」

			「あ、そうか。自然発生したわけじゃないってことなら、納得できる」

			「どこまで本当かは、わかりません。ファイア・ジャイアントやフロスト・ジャイアントのような種族は、そういった地域に適応した結果であるのでは、という説もあります」

			　前も聞いたけど、モンスターは別世界から召喚されたものらしい。だから本当は、どうしてそのモンスターが生まれたのか、なんて正確なところはわからないのだろう。

			「戦った感じですけど、酸を吐く以外は、ほとんどヘルハウンドと同じように見えました」

			　アリスがいった。実際に戦った彼女がそういうなら、そうなのだろう。

			「ん。糸じゃなくて鞭(むち)を出すウィップ・アラクネとか、下半身が馬じゃなくて魚のマリン・メキシュ・グラウとか考えた。どう？」

			「どう、っていわれても……」

			「出てきたら面白そう」

			　面白いかもしれないけど、戦うこっちは必死だろ！

			「人生エンジョイ勢ゆえ」

			「あーまあ、この状況すら楽しめているなら、ぼくとしては心強いよ……」

			「でもカズっち冷たいのが最近のストレスです」

			　ぼくは苦笑いして、ミアの頭を撫(な)でた。

			「はいはい。これでいいか」

			「もっとやさしく、ねっとりと」

			「贅(ぜい)沢(たく)いうな」

			　ま、それはさておき。ぼくはミアの頭を撫(な)でながら、またルシアに訊ねる。

			「もうひとつ、いいかな。光の民の……リーンさんの親衛隊って、実力はあんなものなの？」

			「あんなもの、というと……アシッド・ハウンドに対してひどく苦戦していたことでしょうか」

			「何体かは倒したみたいだけど、うん、そのこと。戦士の実力のことじゃなくて、水レジとかなかったのかなって」

			　ぼくたちだって、ランク８のハイ水レジがなければ相応に苦戦を強いられたはずだ。

			　以前、ヘルハウンドと戦ったときはランクの低いレジだったけど、それでも結構、あの炎は熱かった。

			　このモンスター、レジストなしで戦える相手じゃないように思える。

			　ぼくたちはこれまで、ほかにもこの手のモンスターと戦ってきた。

			　さっき地底神殿で戦ったゾラウスの精神攻撃も、そのひとつだ。付(ふ)与(よ)魔法のなかでも味方に耐性を与える魔法は、生死のかかったこの世界での戦いにおいて、はかりしれない価値があるように思う。

			　ってぼくたちでもわかっていることだから、この世界で厳しい戦いを生き抜いてきた人々は当然、それを理解しているだろう。そうした魔法を使える魔術師を優先的に育成しているに違いない。

			　でも現実として、あそこにいた親衛隊の面々は、水レジをもらえていなかった。

			「おっしゃる通りです。あの部隊には、水の精霊を使(し)役(えき)できる魔術師がいなかったのでしょう」

			「そういえばこの世界の一般的な魔法って、精霊を使(し)役(えき)して行使するんだっけか」

			「はい。しかし一般的に、ひとりの魔術師が使(し)役(えき)できる精霊は１種類です。光の民の魔術師は、すべての部隊に全属性使(し)役(えき)者を配置することができるほど多くないのが実情です」

			　属性は４つだから、ひとつの部隊に魔術師が４人も入れられないってことか。

			　聞けば、一部隊の魔術師はせいぜいふたりか３人。ひとりということもあるとか。

			　必要に応じて部隊を合流させ、部隊全体に精霊の支援を与えることもあるらしい。そうした差配が、大隊長の腕の見せ所とのこと。

			　今回はそのへんに大失敗したのかなあ。

			「敵の侵攻速度が速かったため、思うような対応を取れなかったのでしょう。本来であれば、しっかりとした索敵を行い、もっと多人数であたるべきモンスターです」

			「そりゃそうか。リーンさんは、とりあえず親衛隊を投入して遅滞作戦を行った、みたいなこといってたしね」

			「彼らは、最大限にちからを尽くしました。わたくしたちが到着するまでの時間を稼ぎきったのです。賞賛するべきでしょう」

			　彼女のいう通り、彼らは命を賭けて作戦を遂行した。

			　親衛隊があそこで足止めしてたおかげで、ぼくたちはアシッド・ハウンドの一部隊を潰せた。

			　合流しかけていたアシッド・ハウンドも、問題なく全滅できるだろう。

			　あそこでアシッド・ハウンドが抜けていたら、啓子さんの部隊が襲われていた可能性もある。啓子さん自身はなんとかするにしても、闇から奇襲を受けて、水レジを張る前に酸のブレスを浴びたら……。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組は、下手したら、ひどいことになっていたかもしれない。

			「アシッド・ハウンドを潰したあとも、ほかの親衛隊を助けてまわるべきかな」

			「それがいいと思います。わたくしたちであれば、さしたる消耗もなく始末できますから」

			「経験値もおいしい。じゅるり」

			　ミアさん、ほんとにブレませんねえ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　当面の方針が決まったあと、ぼくたちは隣の部屋を草原にして、並んでお昼寝をした。

			　ミアが転がって抱きついてきたので、こめかみをグリグリする。

			「ひぎい」

			「へんな悲鳴を上げるな！」

			「あ、ミアずるい。楽しそう」

			　たまきが反対側からくっついてきた。それを見て、アリスとルシアが、遠慮がちに覆(おお)いかぶさってくる。さすがに重いんですが。

			「カズっち、カズっち、わたし軽いよ？」

			「そういう勝負じゃないから！」

			　結局ぼくは、４人の少女に抱きつかれたままお昼寝することになった。

			　目をつぶると、わりとすぐに眠りに引き込まれる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目を醒ますと、アリスがぼくを覗き込んでいた。

			　どうやら、ぼくは思った以上に疲れていたらしい。当然か、あんな激戦のあと、すぐにまた出撃なんだから。

			　ミアとたまきは、隣の部屋をプールにして遊泳しているという。元気だなあ、あいつら。

			　まだ寝ているのはルシアだけだった。

			　彼女は……そうか、さっきまで地底樹を操っていて、戻ってすぐこの戦いだもんなあ。

			　神経の休まるときがなかったのだろう。こうして休憩していても、白い部屋を出るとすぐ肉体の疲れはもとに戻る。あんまり意味はないのかもしれない。

			　でも、こうしていちどはリラックスした、という記憶があれば……いや、どうなんだろう？

			「気づいてませんか。カズさんも、お疲れなんですよ」

			　ぼくの寝顔を覗き込んでいたらしいアリスが、心配そうにそういった。

			「あー、すまない。気を使わせてるっぽいな」

			「気を使わせてください。わたしたちに、もっとカズさんのこと、心配させてください」

			　そういう考え方もあるか。

			「アリスに全部任せたら、ダメ人間になりそうだ」

			「ん。カズっち昼間からごろごろして女にパチンコ代を要求して飲み屋でくだを巻く？」

			「それいつの時代のヒモ像だよ！」

			　濡れた水着でこっちにやってくるミアに、ツッコミを入れる。

			　ぼくとしては、きみたちみんなを全力で養っていきたい所存なんですが……。

			　現在進行形で彼女たちに守られて、後ろでぼーっと見てるだけの人生ですがね。

			「そうだ、ミア。このところ、余所との交(こう)渉(しよう)はきみに任せきりだけど……」

			「任された。カズっちは後ろでドンと控えていればいい」

			「助かるよ」

			　ミアはえへんと胸を張った。

			　しかし、水着ごしに見える胸のラインは残念なほどにぺったんこである。

			「カズっち。わたしたちはチームなんだから、それでいい。客観的に考えて、わたしは交(こう)渉(しよう)ごとが得意」

			「伊達に忍者の妹じゃないわね！」

			　ミアの後ろから、これまた水着のたまきが余計なことをいった。

			　ミアが無表情になって、彼女に振り向く。たまきは遅まきながら、慌てた。

			「え、えっとね、そのね、ミアちゃんは……」

			「たまきちんのそういうポンコツなとこ、嫌いじゃない」

			「え、ええと……ありがとう？」

			「でも許さん」

			　ミアはリヴァース・グラビティでたまきを浮かせ、ワールウィンドで吹き飛ばした。

			　悲鳴をあげて宙を舞ったたまきの身体は、見事、プールのいちばん深いところに落下する。

			「ふう、いい仕事した」

			「危ないから、命にかかわるようなお仕置きはやめておけ」

			　そんな風に騒いでいると、ルシアが起きてきた。

			　ぼくたちは最後に細かい打ち合わせをする。今後のことをいろいろ想定して、頭をひねる。

			　ルシアがお菓子を所望した。ぼくがいろいろ召喚して、ティータイムを楽しんだ。

			　亡国のお姫さまは、お腹が痛くなるほど食べていた。

			「わたくしは、決めたのです。もう、自分の気持ちに嘘はつかないと」

			　かたい決意でもってショートケーキを口に放り込む。

			　ばくばく食べる。とことん食べる。

			　普段から無表情な少女は、なんだかいま、とても幸せそうだった。

			　本人が幸せなら……いいのかなあ。

			　食事のあと、また会議をした。議論に飽きたたまきが隣の部屋のプールで遊んだり、アリスがそれにつきあったりといったこともあったけど……。

			　最後に、各自のステータスを確認。

			　アリスは現在、槍(そう)術(じゆつ)が９、治(ち)療(りよう)魔法が６になっている。

			　たまきは剣術が９、肉体が６だ。

			　ミアは風魔法が９、地魔法が６。

			　うん、ぼくたちと別行動だった間の能力は間違いない。

			　それじゃ……戦場に戻ろうか。

			　

			　たまき：レベル34　剣術９／肉体６　スキルポイント２

			　　ミア：レベル34　地魔法６／風魔法９　スキルポイント２

		

	
		
			　

			第１７４話　高機動防衛戦

			　

			　もとの戦場に戻ったぼくたちは、残り２体のアシッド・ハウンドを素早く片づけた。

			　ルシアが、使い魔の鷹(たか)経由でリーンさんに状況を報告する。

			「そちらの現状は把握いたしました。兵士たちは放置し、次のポイントに向かってください。みなさんの北北西に交戦中の部隊がございます」

			　鷹(たか)がリーンさんの声でいった。

			　彼女はきっと、あれから森のあちこちに使い魔を放ったのだろう。そうして、状況を逐一、各部隊に伝えてくれる。

			　この世界の軍隊、深い森のなかの戦場においては、彼女のオペレーションはとてつもない戦術的価値がある気がした。

			「リーンっち、戦場に指示を出す専門家？」

			「いいえ、ミア。わたくしも初めての体験です。現在は志木が隣について、アドバイスしてくれています。昨夜の会議でこの作戦を提案したのは結城です」

			「やはり兄か……」

			　やけに現代的な戦術だと思った。こういうこと考えるのは結城先輩だよなあ。

			　ぼくたちはフライでいちど木々の上に出て、夜の森を飛ぶ。

			　ミアがウィンド・サーチで周辺の状況を調査して、見落としがないか確認した。

			「あそこ、もうすぐ戦闘開始。兵隊さんがモンスターを待ち構えてる」

			　３分ほどの飛行ののち、そのミアが右手の方を指差した。ありゃ、少し方角をミスってたか。

			　と、木々の傘の下で爆発が起こった。爆風で枝葉が樹上に舞い上がる。

			　なんだ、あれは。火魔法の類(たぐい)には見えなかったけど……。

			　あたり一帯で連続して爆発が起こる。爆発音に兵士の悲鳴が入り混じった。

			「シャ・ラウ、先行してくれ。アリス、たまき、シャ・ラウに続いて」

			『承った』

			　大狼が雷光となって樹下に飛び込んでいく。

			　アリスとたまきも、シャ・ラウのあとを追いかけた。ルシアもそれに追従する。

			　って、ルシアもかよ！

			　ああ、まあいいか、彼女は多少の護身術もあるし。

			「ミア、こっちはゆっくりいくぞ。巻き込まれて怪(け)我(が)してももったいない」

			「あいあいさー」

			　戦闘音が聞こえてくる。

			　ぼくたちは、太い木の枝の上に着地し、地面で行われている戦闘を観察した。

			　敵はどうやら、狼型のモンスターのようだった。樹木の間、密に茂った下生えのもと、15名ほどの兵士が乱戦状態で狼と戦っている。

			　兵士たちの手にあるたいまつの明かりに照らされて、狼の毛皮が銀に照らし出されていた。

			　アリスやたまき、シャ・ラウ、ルシアも、それぞれ分担して狼を相手どっている。

			　ってルシア、あなたなんで、狼相手に接近戦を挑んでるんですかね……。

			　狼の１体が兵士の前で動きを止め、毛皮を逆立てる。

			「ちくしょう、させるかっ」

			　目の前の兵士が槍(やり)を突き出すも、それが毛皮を貫(つらぬ)く直前、その狼の周囲で爆発が起こる。

			　爆風が広がり、そこかしこで兵士が絶叫をあげる。

			　苦(く)悶(もん)と断末魔の声。

			「ハウリング・ウルフです」

			　いつの間にかぼくのそばに来ていた使い魔の鷹(たか)が、リーンさんの声でそういった。

			「うわっ、びっくりした」

			「申し訳ございません」

			　鷹(たか)はぼくの隣、ミアから離れた木の枝にとまっている。

			「見ての通り、銀の毛皮を振動させることで自身の周囲に衝(しよう)撃(げき)波(は)を発生させます。純粋な火魔法でもなく、地魔法でもなく、風魔法でもありません。ただの強い衝撃です」

			「それって、レジストがきかないってことですか」

			「はい。そのぶん威力は属性魔法に比べ低めです。鍛えた兵士であれば、直撃しても死ぬことはありません」

			　彼女の言葉の通り、ハウリング・ウルフの衝(しよう)撃(げき)波(は)を食らった兵士は、かろうじてまだ立っていた。といっても槍(やり)は真ん中で折れ、革鎧はぼろぼろ、足もともふらついている。

			　そこに別のハウリング・ウルフが飛びかかり、兵士の喉を食いちぎる。今度こそ致(ち)命(めい)傷(しよう)だ。

			「集団戦が得意なんだな」

			「はい。１体、２体なら対応できても、こう数が多いと……」

			　ハウリング・ウルフの数は、兵士たちの倍以上。

			　およそ30体のハウリング・ウルフ。こんな特殊能力を持つやつが数押ししてくるなんて、ちょっとヤバすぎる。並の兵士たちじゃ対応できないのも無理はない。

			　アリスは兵士をフォローしながら、ハウリング・ウルフの衝(しよう)撃(げき)波(は)を飛びすさって回避し、刺(し)突(とつ)を入れる。一撃で、赤い目を貫(つらぬ)く。

			　ほぼ同時に、たまきもハウリング・ウルフの首を切り落として……。

			　２体のハウリング・ウルフが、それぞれ青い宝石ふたつずつに変化する。

			　ここで、ぼくがレベルアップした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋、明るい場所で改めて確認したところ、アリスとたまきは顔を赤く腫らしていた。

			　ぼくたちの到着前にハウリング・ウルフの衝(しよう)撃(げき)波(は)を食らったようだ。

			「だいじょうぶか、ふたりとも」

			「うう、ヒリヒリするよう」

			「ちょっと痛いですけど、命に別状はありません。いま治(ち)療(りよう)するね、たまきちゃん」

			　たまきは少し涙目で、アリスは気丈だ。

			　アリスの頬を撫(な)でてやると、顔をしかめた。

			「あ、ごめん、痛かったか」

			「だ、だいじょうぶです。その……もっと撫(な)でてください」

			　恥ずかしそうにそんなことをいう。

			　彼女が自分を治(ち)療(りよう)するのを待って、撫(な)でまくった。

			　ふたりがこの程度で済んでいるのは、レベルが高いおかげだろう。兵士たちは、至近距離で衝(しよう)撃(げき)波(は)をくらったらタダじゃすまないみたいだった。

			「ルシアは、なんで接近戦をしていたんだ」

			「乱戦になり、敵の動きが素早かったため、誘導系魔法をコントロールする暇も、狙って魔法を当てることも困難だったのです。仕方なく、ボーン・ウィップで相手を拘(こう)束(そく)したのち、フレイム・カッターでトドメを刺そうと。しかし拘(こう)束(そく)もなかなか難しいですね。なんとか１体、捕まえかけているところです」

			　あ、捕まえられそうなんだ。

			　じゃあ、この部屋から出てすぐ、殺せるわけか。

			　でもなあ、敵の数が多いから、１体ずつ相手にしてちゃ焼け石に水だよなあ。

			「敵味方関係なくルシアの魔法で爆殺して、『間違えちゃった、てへ、はーとまーく』っていえば許してもらえないかな」

			「ミアちゃん、いくらなんでもヒドすぎます……」

			　たまきが「わたし中心なら、一発くらい耐えてみせるけどねー」と笑う。

			「でもダメかな。わたしのまわりにも、結構、兵隊さんいるから。ルシアの魔法、たぶん兵隊さんたちじゃ耐えられないわ」

			「ん。そこは気合と根性で……。ダメだったら、ダメだったときのこと」

			　殺す気まんまんじゃねえか。

			「いちおういっとくけど、ミア、リーンさんの使い魔の鷹(たか)が見てるんだぞ」

			「わかってる。いってみただけ」

			「露悪的なのは、やめとけ」

			　ミアは口ではこんなことをいってばかりだけれど、よほど追いつめられない限り、実際にそういうことはやらないだろう。

			　昨日、彼女がいっていた英雄願望じみた想いもまた、きっと本音のひとつなのだ。

			「上から見ていたけど、ハウリング・ウルフは衝(しよう)撃(げき)波(は)を放つ寸前、動きを止めるな。ルシア、いちど下がって、そのタイミングを狙って攻撃しないか」

			「なるほど、ハウリング・ウルフにそのようなクセが……。わたくしと戦っていた相手は、いちども衝(しよう)撃(げき)波(は)を使ってこなかったので」

			　それは、ルシアのことを衝(しよう)撃(げき)波(は)など使わなくても倒せる相手だと思ったからだろうか。それとも、ただの偶然か。

			　どちらとも判断し辛いなあ。

			　よくよく考えると、敵の数の割には衝(しよう)撃(げき)波(は)が多くなかったようにも思える。

			　なにせ、狭いところで敵味方入り乱れての戦いだから……あ、そうか！

			「ひょっとして、ハウリングウルフも仲間を巻き込まないようにしてるんじゃない？」

			　ぼくがそういったところ、ルシアは少し考えるそぶりを見せたあと「そうかもしれません」と答えた。

			「わたくしのそばで、ひとりの兵士がハウリング・ウルフと交戦していました。かなり距離が近かったので……」

			「ハウリング・ウルフとしても、乱戦は好ましくなかった？　そういや、あの衝(しよう)撃(げき)波(は)はレジストで耐えられないんだもんな。ハウリング・ウルフ自身にも耐性がないとか」

			「そうだとしても、数のちからで組み伏せられると踏んだのでしょう」

			　兵士たちの動きを観察した限りじゃ、１対１ではハウリング・ウルフの相手は厳しそうに見えた。そのうえ数でも倍なんじゃ、結果は火を見るより明らかだろう。

			　ぼくたちが来なければ、そうだった。ぼくたちにとって１体、１体のハウリング・ウルフは、どうってことない相手だ。なんとか一網打尽にできればなあ。

			「味方といっしょに戦うのって、結構メンドイのねー」

			「仕方ないですよ、たまきちゃん。わたしたちだけじゃ、すべては守りきれません」

			「そうなんだよねー。兵隊さんたちが時間を稼いでくれれば、わたしとアリスと狼さんで、なんとかなりそうなんだけど」

			　いまは敵の素早さに翻弄されているみたいだけれど、少し慣れればアリスとたまきがなんとかしてくれるに違いない。

			「とりあえず、ルシアはいま相手にしてるやつを倒したら後退、敵が動きを止めたところを狙撃に専念で」

			「わかりました。カズとミアは木の上でしたね」

			「あの戦場で、よく見てたな……」

			　視野が広いというのは、頼りになることだ。

			「カズっち、あとの指示は？」

			「臨機応変で」

			　あ、ミアがジト目だ。

			「仕方ないだろ。下手に策を弄しても、味方の兵士が混乱しそうじゃないか」

			「ん。たしかに」

			「ミアはライトニング・アロー程度でちまちま削っていってくれ。範囲攻撃は使わない方向で」

			　あまりにも親衛隊がばたばた倒れるようなら、もう親衛隊のひとたちは見捨てて、ってことになるかもしれないけどね。

			　いまのところ、頑張ってくれてるしなあ。

			「彼らの時間稼ぎに期待しよう」

			「そうね、わたしとアリスも頑張るわ！」

			　たまきが、元気にそういった。

			　ぼくたちは、白い部屋を出る。

			　

			　　和久：レベル44　付(ふ)与(よ)魔法８／召喚魔法９　スキルポイント７

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻った直後。

			　ルシアが、ボーン・ウィップで１体の狼を捕まえ、すぐそいつにフレイム・カッターを放つ。

			　ハウリング・ウルフの首が刎ね飛ばされる。

			　ルシアはそのまま、すぐに後退。宙を舞って、ぼくたちのいる木の枝に着地する。

			　すぐに衝(しよう)撃(げき)波(は)態勢に入った個体を見つけ、そこにフレイム・カッター。また１体の首を一撃で切り取ってみせる。

			「やっぱり、孤立した個体が衝(しよう)撃(げき)波(は)を使うみたいだな」

			「ん。うまく孤立させたら、狙いやすい？」

			「ルシアとミアで狙撃するなら、そういう方法もあるか。でも、その作戦を兵隊さんたちに伝える方法がないなあ」

			「ございます」

			　口を挟んだのは、使い魔の鷹(たか)だった。

			「われわれが戦場で用いる合図があります」

		

	
		
			　

			第１７５話　共同作戦

			　

			　鷹(たか)は、リーンさんの声でいった。

			「さきほどおっしゃった作戦通り、兵に指示すればよろしいのですね」

			「お願いします」

			　ぼくがうなずいたのを確認して、「では」と鷹(たか)が口を開いた。

			　なにか叫んだようだけれど……あれ、なにも聞こえない。ルシアの耳がぴくりと動いた。

			「カズ、あなたの耳では聞こえない音です」

			「高周波か。犬笛みたいなものだね」

			「見てください。兵の動きが変化しました」

			　ルシアの言葉の通り、親衛隊員の一部がハウリング・ウルフを引きつけ、群れから引き離すような動きを始めた。そうして釣られたハウリング・ウルフは、仲間を巻き込まないと判断した瞬間、衝(しよう)撃(げき)波(は)の準備に入る。

			　一瞬、その身が硬直する。

			　そこにすかさず、ルシアとミアが……。

			「フレイム・カッター」

			「ホワイト・カノン」

			　炎の刃が狼型モンスターの胴体を真っぷたつにし、白い光線がその身を刺し貫(つらぬ)く。

			　どちらも一撃で倒してのけた。その間に、アリスとたまき、シャ・ラウも目の前のハウリング・ウルフを撃破する。

			　ここでまた、白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今度はルシアのレベルアップだ。

			　特に白い部屋でやることはない。軽く打ち合わせして、もとに戻る。

			　

			　ルシア：レベル34　火魔法９／水魔法６　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて兵士たちのなかには、複数の敵に囲まれ、なぶり殺しにされる者もいた。

			　敵の方が数は多いため、ほかの者も助けに行けない。孤立した兵士から死んでいく。

			　だがそうした場所は、犠(ぎ)牲(せい)者の悲惨さにさえ目をつぶれば、恰(かつ)好(こう)の的だ。ルシアはそこを見逃さない。

			「インシネレート」

			　彼女の放った業火が、兵士の喉と腹と腕に噛みついた３体のハウリング・ウルフを、絶命したその兵士もろとも焼き尽くした。

			　見ようによってはちょっと非道な判断かもしれないが、そのあたりの見切りについて、ぼくがルシアにいうべきことはない。

			　この世界の戦場における作法は、彼女の方がずっと長けているだろう。

			　直後、白い部屋に。アリスのレベルアップだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ミア、いまのを見たな」

			「参考にする」

			　白い部屋で、ぼくたちはそのあたりの打ち合わせを入念に行った。ルシアがいうには、もう手遅れの兵士を巻き添えにしてでも敵を倒すのは、慈(じ)悲(ひ)のある行為だそうだ。

			　介錯と仇討ちをいっしょに行うようなものか。

			「わたしが間に合えば、生き延びさせることもできるんですが……」

			「ダメだ。アリスが乱戦のなかで回復に専念するようじゃ、ジリ貧だよ」

			　心優しい少女の提案を、ぼくは即座に却下した。この戦場で犠(ぎ)牲(せい)者を出したくないという彼女の意見はもっともだが、いまはそれより、時間との戦いだ。

			　ぼくたちは味方における最大最強の戦力である。こんな片隅の戦場で手間取っていてはいけない。そのことは、よく自覚しておくべきだと諭した。

			　アリスはちょっと悔しげに口の端を噛みつつ、うなずく。

			　ぼくはそんな彼女にキスをした。

			「カズさん……」

			「勝手なことをいうようだけど、きみのすべてをぼくに捧げてくれ。きみの善意は、いま、ぼくのために殺してくれ」

			　アリスは頬を朱に染め、うなずいた。たまきとミアがなにかいっていたが、全部無視する。

			　白い部屋を出て、戦場に戻る。

			　

			　アリス：レベル35　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法６　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ルシアのインシネレートによる一網打尽が、転換点となった。

			　以後も、ルシアとミアは兵士を食い殺したハウリング・ウルフを確実に仕留めていく。

			　アリス、たまき、シャ・ラウの前衛組も、危なげない戦いで戦果を拡大する。

			　途中で、たまきとミアもレベルアップした。逃げようとする敵も、すべてシャ・ラウが追いかけて仕留める。

			　最終的に、ぼくたちが倒したハウリング・ウルフは21体に及んだ。

			　

			　たまき：レベル35　剣術９／肉体６　スキルポイント４

			　　ミア：レベル35　地魔法６／風魔法９　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘終了まで生き残っていた親衛隊の兵士は、９人。

			　戦力比を考えれば善戦したといえるだろう。

			　彼らはいずれも身体のどこかを負傷し、疲労困憊していた。アリスが全員にヒールを１回ずつかけるが、もう今日の戦いでは使いものにならないだろう。

			　鷹(たか)が、リーンさんの声で彼らに撤退を指示する。

			　ぼくたちは、またフライをかけて空に舞い上がる。

			　次の戦いへ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから２か所ほど、小規模なモンスターの集団を潰した。

			　ヘルハウンド部隊と、ライトニング・ウルフ部隊だ。

			　ぼくとアリス、ルシアのレベルが１ずつ上昇した。

			　ぼくは付(ふ)与(よ)魔法を９にした。

			　これで、召喚魔法と合わせてふたつのスキルが９になった。派生スキルの条件を満たしたことになる。

			　とはいえ、実際に派生スキルを習得するまでには、追加のスキルポイントが必要だ。

			　派生スキルのランクをひとつ上昇させるごとに、固定で５ポイント。

			　派生スキルを習得するには、最低でもレベル48が必要、ということだ。先は長い。

			　できれば、アガ・スーとの決戦前にあと３レベルといきたいけれど。それは、よほどぼくたちが前のめりにならなければ不可能……あまりにもギャンブル度が高すぎる。

			　それになにより、ぼくたちは皆、疲れきっていた。

			　特にルシアの疲労は深刻そうだ。

			　

			　　和久：レベル45　付(ふ)与(よ)魔法８→９／召喚魔法９　スキルポイント９→０

			　アリス：レベル36　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法６　スキルポイント６

			　ルシア：レベル35　火魔法９／水魔法６　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ふたつめの敵集団を潰したところで、使い魔の鷹(たか)を通してリーンさんから連絡がきた。

			「決戦の準備が整いました。前線の方々は撤収させます。みなさんも、適当なところで引き揚げてください」

			　決戦の準備。

			　ぼくたちが動きまわり、高速移動するモンスターたちを潰してまわったのは、これを邪魔させないためだった。

			　作業中に攻撃されては、準備に余計な時間がかかるし、作業員たちも動揺する。

			　リーンさんは、作業のため、非戦闘員の者たちまで動員した。

			　加えて高等部と育(いく)芸(げい)館(かん)の皆も、働いた。戦闘員、非戦闘員、あわせて数百人がかりで動いたおかげで、わずか数十分で準備が完了したというわけだ。

			　ぼくの意見が原案だった。

			「敵の主力がオークなら、特別に有効な対処方法があります」

			　皆を前に、そう提案したのだ。

			「穴を掘りましょう。落とし穴を」

			　ぼくの熱心な説明に、リーンさんとルシアは感心したようにうなずいた。

			　結城先輩も、「たしかに有効でござったな」といった。啓子さんも賛成してくれた。

			　なぜか志木さんは、白い目でぼくを睨(にら)んでいた。解せぬ。

			　ともあれそういうわけで、敵軍の侵攻ルート上に、横に広く穴を掘ってもらったのである。

			　落とし穴といっても、穴を隠す時間はないだろう。普通にシャベルだけを使っていては、数十分ではとうてい間に合わない。だから育(いく)芸(げい)館(かん)と高等部の地魔法の使い手に頑張ってもらった。

			　光の民や各国連合軍からは、地の精霊を使(し)役(えき)できる術者を総動員した。

			　付(ふ)与(よ)魔法で腕力を強化した光の民にも大活躍してもらった。

			「シャベル、というのは素晴らしい道具ですね。武具にもなると聞きます。武器と工作を１本でまかなう、完(かん)璧(ぺき)な設計です」

			　リーンさんが、妙なところで感心していた。

		

	
		
			[image: p208.jpg]
		

	
		
			　ちなみにシャベルは、ぬかりなく志木さんと結城先輩が在庫のほぼすべてをかき集め、優先的に持ち出したものだ。全部で１００本近くあった。

			　なんだよー、志木さんだって、穴を掘ることを充分に想定してたんじゃないかよー。

			　穴は、場所にもよるけど浅いところで深さ50センチほど。

			　ただし、奥行きは１メートル。深いところでは２メートルを超えるらしい。

			　異世界に来てから２日目の昼、育(いく)芸(げい)館(かん)を巡る攻防戦である程度わかったことは、オークたちが常に数を頼みとした愚直な突撃を仕掛けてくるということだ。

			　ほんの少しでも足を止めさせ、渋滞を起こさせることができれば、密集した集団の数的有利は、逆に足かせとなる。ひょっとしたら、オーク以外のモンスターの邪魔にすらなるだろう。

			　理想としては、そうして渋滞したところに範囲攻撃魔法をぶちこみたい。

			　できるだけ効率的に、そして素早くモンスターを倒していきたい。

			　敵の本命は、そのあとに控えているのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは、リーンさんの指示に従い、空を飛んで世界樹の近くに戻った。

			　途中で、高等部の男女５人の部隊を追い抜く。

			　ナイトサイトによって夕暮れ時くらいの明るさになっているぼくの視界のなかで、彼らはひどく青ざめているように見えた。

			　女子のふたりは、口もとを手で押さえて泣いている。

			　あー、結城先輩は基本的に６人ひとチームで送りだすっていってたから、これは……。

			「ん。高等部で、誰か死んだね」

			　いつか、犠(ぎ)牲(せい)は出る。ただぼくは、あの近くで死んだのだろう生徒が育(いく)芸(げい)館(かん)組ではなかったことに、胸をなでおろした。

			　いや、ひょっとしたら、すでに育(いく)芸(げい)館(かん)組からも犠(ぎ)牲(せい)者が出ているかもしれない。

			　この先の戦いで、犠(ぎ)牲(せい)者が出るかもしれない。その覚悟だけはしておくべきだろう。

		

	
		
			　

			第１７６話　戦争の犠(ぎ)牲(せい)者

			　

			　ぼくたちは空を飛んで、リーンさんに指示されたポイントに飛ぶ。

			　いまシャ・ラウの背中は、ミアのものだ。ミアはもふもふの背中に全身を埋めて、幸せそうにしている。

			「至福じゃ、極楽じゃ」

			「この程度のことで癒(い)やされてくれるなら嬉しいことだよ」

			　シャ・ラウが『われの背中をして、この程度のこととは』とテレパシーでぶつぶつ呟(つぶや)いていたが、聞かなかったことにする。

			　世界樹の近くにつくられた合流スポットの広場には、たくさんのひとが集まっていた。

			　光の民と普通の人間、合わせて数百人。彼らの間を回復魔法の使い手たちが忙しく走りまわっていた。

			　その一角に、高等部組と育(いく)芸(げい)館(かん)組の姿もある。

			　志木さんを見つけて、彼女のそばに着地した。

			「おかえりなさい。大事がなくてよかったわ」

			　志木さんはそういって、皮肉に笑う。

			　ぼくは左右を見渡した。高等部組が、やけに意気消沈しているようだった。

			　泣いている女子が結構いる。男子も、疲れた顔をしている。

			「これまでわかった限りで、ふたり、亡くなったそうよ」

			「で、こっちは？」

			「育(いく)芸(げい)館(かん)組は、幸いにして犠(ぎ)牲(せい)者ゼロ。といっても、啓子さんについていったチームも含めて、うちが出したのはレベルの高い子が中心だから」

			　ぼくたちを除いても、平均レベルは高等部組に比べて育(いく)芸(げい)館(かん)組の方が高い。

			　当然だろう。育(いく)芸(げい)館(かん)組は、２日目の朝からずっと戦い続けてきた。高等部が内輪もめしている間、ずっと。

			　志木さんの指示のもと、組織的にオークに抵抗し、地道な狩りで戦力の底上げを図ってきた。

			　すでにレベル10以上の子が20人を超え、ぼくたち以外のレベル15以上の子で１パーティを組むことすらできる。

			　トップは、もちろん長月桜。今朝から戦いづくしの彼女はなんとレベル22で、槍(そう)術(じゆつ)ランク８、運動ランク１。残りスキルポイントは７だから、あとレベルがひとつ上がると、ぼくたち以外で唯一の武器スキルカンスト達成者になる。

			　これは彼女よりレベルが上の結城先輩や啓子さん以上、ということだ。

			　いやまあ、あのふたりは平均的にスキルを取っているし、実際の戦闘面ではそれを有効に使って異次元の戦いをしているわけなんだけど……。

			　スキル制のゲームでスキルとかガン無視の動きするチート級プレイヤーって、ほんとおかしいよなあ。普通なら、あのふたりが主人公だよ、ホント。

			　と……少し離れたところで、騒ぎが起こった。

			　見れば、高等部の男子が、小柄な少女ふたりを怒鳴りつけている。

			　あれって……中等部、つまり育(いく)芸(げい)館(かん)組の子、だよな？

			「だから、おまえのサポートが遅かったんだ！　アヤが死んだのは、おまえのせいなんだよ！」

			「だ、だってっ！　あのひとはわたしの魔法なんていらない、っていうから……っ」

			「うざってえいいわけしてんじゃねぇよっ。だいたい……っ」

			　考えるより先に、命令を下していた。

			「シャ・ラウ、あの子たちを守れ」

			『承知した』

			　高等部の男子が拳(こぶし)を振り上げた瞬間、彼の身体は毬のように弾き飛ばされていた。

			　大柄な幻狼王は、己の身体を盾にして、少女をかばうように立つ。

			「な、なんだ、おまえ！　も、モンスターっ！」

			『わが主は、少女に対する理不尽な暴力を許容しない。そう高々に宣言した。われは主の命に従うのみ』

			　待って、待って。ぼく、そんな恰(かつ)好(こう)いいこといってません。

			　責められている女の子がかつての自分に重なって、反射的に命令しちゃっただけです。

			　普通なら、ここってぼくが走っていって自分で助けるところだよね。使い魔に命令させて偉そうにしているあたりが、ぼくの軟弱さを示していると思う。

			　高等部の方がざわついて、何人かがシャ・ラウに弾き飛ばされた男子の方にかけつけた。

			　剣や槍(やり)を構えている者たちもいる。離れたところにいた光の民たちが、なんだなんだ、という様子でこちらを見ている。

			　身内の恥(はじ)晒(さら)し状態になってるっぽい。やだなあ、こういうの。

			「ごめんなさい、カズくん。高等部は後衛が少ないからってことで、うちから彼女たちを貸し出したのよ」

			　志木さんがそういって、シャ・ラウのもとへ走って行った。

			　無言で高等部の男子たちを牽(けん)制(せい)していた幻狼王は、おとなしく志木さんに道を譲る。

			　志木さんに続いて、ミアもそっちに……っておまえ、なにしてるんだよ！

			「ん。見た感じ、ヘルハウンドに遭(そう)遇(ぐう)したっぽい？　服が焦げてる。で、アヤって子はサクっちのいうこときかずに飛び出した」

			　志木さんを差し置いて、ミアが話し始めた。

			　おいこら、せっかく彼女が仲裁に出てるってのに。

			　サクっちっていうのは、ミアの後ろで震えてる子か。同級生とかだろうか。

			「な、なんだ、チビ。おまえみたいなガキがしゃしゃり出て……っ」

			「ヘルハウンドは学校にもいた。火のブレスはマジでヤバい。２日前、たまきちんマジで死にかけたし。なんで高等部、ちゃんと情報共有できてないの。そっちのリーダー無能すぎ」

			　結城先輩をディスり始めた。ミアのやつ、心なしか嬉しそうだ……。

			　さっき、ミアと結城先輩がしゃべっていたところを見ていたひとは多いはず。

			　でも目の前の男子は、どうやらその例外であるようだ。ミアのことを、ただの生意気な中等部のガキだと思っている。ミアと結城先輩の事情をわかっているぼくたちにとってはなんでもない言葉も、彼にとっては違ったようだ。

			「田上宮さんのこと悪くいうんじゃねぇよっ！　あのひとはちゃんとヘルハウンドのことも教えてくれてた！」

			「じゃあ、悪いのアヤって子だよね」

			　あ、男子が黙った。

			　ミアがこっちを振り向いて、ドヤ顔してる。はい論破、っていいたいんだろうけど、煽るなよ、絶対にこれ以上煽るなよ。

			「だ、だいたい、おまえ、なんなんだよ！　中等部のくせに、偉そうにしやがって！」

			　別の男子が出てきた。サクって子が、びくっとその身をすくめている。

			　志木さんが、その子をやさしく抱きしめた。

			「だいじょうぶよ。もう面倒だから、ミアちゃんに全部任せましょう」

			　ちょっと待って。おい、こら。

			　志木さんがこっちを見て、悪戯っぽく笑う。

			　えー、この状況でこれ、いいの？

			　いいらしい。

			　ミアは新しく前に進み出た男子をジト目で見上げた。

			　あれ、ひとによっては馬鹿にされたように思うだろうなあ。

			「馬鹿にしてんのか、おまえ！」

			　思ったらしい。男子はミアに掴(つか)みかかろうとして、彼女のそばにすくっと立つシャ・ラウに気押される。

			「な、なんだよおまえら！　だいたい、そうだ、賀谷！　おまえみたいな底辺がなんで、育(いく)芸(げい)館(かん)でボス面してるんだよ！」

			　なんかこっちに飛び火した。たぶん３年生の大柄な男子が、ぼくを睨(にら)む。

			　以前のぼくなら、もっと怯(おび)えていたに違いない。

			　昨日までなら、そうだった。ぼくは自分に自信がなくて、トラウマを抱えて、高等部のひとたちに対してひどい劣等感を覚えていた。

			　でも、なぜだろう、いまはそれほどの圧迫感を覚えない。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組の子が、ぼくたちの仲間が、こいつらに罵られたからだろうか。

			　だから、ぼくはこんなにも、苛立っているのだろうか。

			　ぼくは、彼の視線をまっすぐに受け止めた。

			　なにかいおうと、口を開きかけて……。

			「カズさんの悪口はやめてください！」

			　いつの間にか志木さんの腕から逃げたサクって子が、叫んだ。

			　ミアを押しのけ、前に進み出る。

			「カズさんは、わたしたちを命がけで救ってくれました！　中等部では、先生もいなかった。誰も助けてくれなかった。でもカズさんだけは、みんなをまとめて、生きている子を助けてくれたんです！　わたしたちを地(じ)獄(ごく)から救いだしてくれたんです！　ほとんど１日で本校舎も奪(だつ)還(かん)して、次の日には蜂の出どころも潰して、この世界樹とコンタクトを取ったのだって、カズさんです。カズさんがいなきゃ、わたしたちは誰ひとり、昨日を生き残れなかったんですよ！」

			　ぼくのために怒ってくれているその顔を見ていて、思い出す。

			　ああ、彼女、２日目の午前中に女子寮で助けた子のひとりだ。

			　そうか……ぼくたちが命を賭けた結果のひとつが、これなのか。

			　大柄な男子は、顔を真っ赤にしていた。いまにも殴りかからんとしているけれど、そこはシャ・ラウが牽(けん)制(せい)している。

			　彼の周囲の男女が、もっと剣呑な雰囲気を出していた。

			　高等部では、結構、フラストレーションが溜まっているのか。無理もないけど、それを育(いく)芸(げい)館(かん)組にぶつけるのは勘弁だなあ。

			　なおもいい募ろうとするサクを、ミアが制した。

			「ん。もういい」

			「でも、ミアちゃん！　わたし、どうしてもこのひとたちがカズさんを見下すの、我慢ならなくて……っ」

			「カズっちは、あんま気にしてない。サクっちがカズっちに感謝していれば、それでおっけー」

			　ミアは「それに」と呟(つぶや)き、森の奥をちらりと見た。

			「仲間同士の揉(も)めごとは堪忍でござるよ」

			　結城先輩が、木々の間を抜けて現れる。

			　その横には啓子さんとリーンさんの姿もあった。

			「忍法、遠耳の術によって、おおむね状況は把握しているでござる。ひとまず、ミア、こう見えて兄もいろいろ頑張っているでござるから、そのあたりわかって欲しいでござるよ」

			「黙れバカ兄貴」

			「それは拙(せつ)者(しや)の業界ではご褒(ほう)美(び)でござる！」

			　啓子さんが笑顔で結城先輩の頭をはたいた。

			「もー、いい加減にしなさーい」

			　ふたりの１歩後ろに下がっているリーンさんは、にこにこ顔だ。

			　高等部の面々が、呆(あつ)気(け)にとられている。結城先輩とミアの顔を交互に見ていた。

			「え……兄妹？」

			　ひとりが、ミアを指差した。ミアが眠そうかつ嫌そうな顔で「遺憾ながら」とうなずく。

			「こんな変態な兄を持った妹の気持ち、わかるか」

			「あ……うん、すまん」

			　さっきまで威勢がよかった男子が、なぜか身を小さくして謝罪した。

			「なぜ、そこを謝罪するでござるか」

			　結城先輩がひとり、首をかしげる。

			　なんでですかねえ。

		

	
		
			　

			第１７７話　世界樹防衛戦１

			　

			「ちょっと、ちょっと。なにコントをやってるわけ」

			　唐突に、木々のなかから声がした。

			　いや、樹上だ。気づくと、太い木の枝の上に高等部のジャージを着た少女が立っていた。

			　ジャージのラインの色は、緑。３年生ということだ。

			　手には弓を持っていて、腰のベルトに矢筒を差している。ベルトは、ジャージをわざわざ改造して取りつけたもののようだ。なるほど、ああすれば簡単に矢を取り出せるか……。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組には本格的な弓使いがいなかったから、いろいろ新鮮だなあ。

			　後ろ髪をポニーテールにした、結構気の強そうなひとだ。いまも結城先輩をジト目で睨(にら)んでいる。あ、思い出した。さっき結城先輩の耳を引っ張って叱っていたひとだ。

			「はーい、朱里ちゃーん」

			　啓子さんが呑(のん)気(き)に手を振った。

			　名前を呼ばれた朱里さんは、啓子さんを見て眉(まゆ)をひそめる。

			「決戦を前に、ずいぶんと余裕なんですね」

			「ずっと気を張ってても、疲れちゃうわよー」

			「啓子さんは、だらけすぎです。田上宮くん、あなたもそのノリを他人に押しつけるの、みっともないからやめなさい」

			　朱里さんは木の枝を身軽に飛び降り、地面に降りてくる。

			　すたすたこちらに歩いてきて、結城先輩の頭をパン、とはたいた。あ、結城先輩が嬉しそう。

			「拙(せつ)者(しや)の業界ではご褒(ほう)……」

			「ご褒(ほう)美(び)、っていったらもう１発、いくわよ」

			　結城先輩は黙った。周囲に気まずい雰囲気が流れる。

			　どーすんだコレ。

			　朱里さんが、こちらを向いた。

			「うちのバカリーダーがごめんなさいね。いままで自己紹介の機会がなかったけど、わたしは成宮朱里。高等部でサブリーダーをやらせてもらっているわ」

			　彼女が高等部組のサブリーダーなのか。初耳だ……。

			　でもなんとなく、結城先輩が彼女を抜擢した理由、わかる気がする。

			　結城先輩のノリを拒絶して、きちんと軌道修正できる真面目さは得難いものなのだろう。

			「なにかモメてたみたいだけど、ちょっとそういうの、後にしてもらっていいかしら。光の民の隊長さんと話し合ったんだけど、前面に出てくるオークの対処はわたしたちマレビトと、ア・ウル・ナアヴのえーと、『素子』チーム、だったかな。そこが担当することになったわ。いちばんの激戦区だけど、経験値の入りがいいから」

			　朱里さんは、そういって背後で文句をいいたげな男子に振りかえった。

			「中等部の子たちにナメられたくないなら、いっぱい経験値を稼いでレベルアップしなさい。だからといって突っ込んで死ぬのはＮＧだけど」

			「おい、死んだやつを馬鹿にするのかよ！」

			「報告は聞いたわ。アヤミはチームプレイを忘れたから、死んだ。彼女は馬鹿だったの。そこは認めなさい。認められないなら、次はあなたが死ぬわよ」

			　うわあ、ズバリといいきった。これが彼女の役割なんだろう。結城先輩や啓子さんじゃ、ここまではっきりといえないだろうからなあ。

			　彼女は、飴と鞭(むち)の鞭(むち)役か。さぞや気苦労が多いことだろう。志木さんと気が合いそうだ。

			　朱里さんが、高等部の人々を見渡して、「さあ、もうすぐ敵が来るわよ」と宣言する。

			「これから配置について、教えるわ。あ、志木さん。あなたはこのメモを参考にして」

			　志木さんは、朱里さんからメモ帳の切れ端を受け取った。

			　一読し、うなずく。メモの情報をもとに、手際よく班分けを開始する。

			「カズくん。あなたたちは、ひとまずここで待機ね」

			「予備兵力か」

			「ええ。あまりＭＰを消耗させたくないし、なによりオークごときの経験値をあなたがたに奪って欲しくないもの。ハゲタカは我慢して、座って休んでいなさい」

			「ひどいいいようだな！　いいたいことはわかるけど」

			　ぼくたちは嘆息して、その場に腰を下ろす。

			　あ……なんかどっと疲れが押し寄せてきた。

			「寝るなら、そこの木陰でね」

			「悪い。本気でそうする」

			　皆が忙しく動きだすのを尻(しり)目(め)に、ぼくたちはそばの大樹に身を預け……目を閉じる。

			　あっという間に睡魔が押し寄せてきた。

			　15分でも休めれば、それでいいんだけど……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　肩を揺すられて、目を覚ました。

			　顔をあげると、高等部のサブリーダー、朱里さんがぼくの顔を覗き込んでいた。

			　彼女の左右には、興味深げなアリス、たまき、ミア、ルシアの姿もある。

			「ひょっとして、みんなでぼくの寝顔を見てたの？」

			「わたしは起こして、っていったんだけど、この子たち、いつまでもコントをやってるから」

			　ぶすっとした顔で、朱里さんがいう。

			　あ、うん、なんか光景が思い浮かぶようです。

			「ご迷惑をおかけしました」

			　慌てて立ち上がり、頭を下げる。このひとは生真面目っぽいから、きちんとしておこう。

			「敬語とか、いいから。いまはあなたが育(いく)芸(げい)館(かん)組のリーダーで、あなたたちが最強のチーム。でしょう？」

			「いちおう、うん、そうではあるけど」

			「ジャイアントが右翼に侵攻中。ほかのパーティには任せられないわ。迎撃してちょうだい」

			「了解」

			　ぼくは手早く、アリスたちに指示を出す。といっても、彼女たちはもうリュックサックを背負って、準備万端だ。

			「わたしも同行するわ。雑(ざ)魚(こ)の相手くらいはするから、パーティに入れてくれる？」

			「構いません……ああ、構わないけど」

			　ぼくは後ろ頭を掻いて、いちおう訊ねる。

			「痛みとか、強い方？　ぼくたちといっしょに範囲魔法を食らったりすると、結構ヤバいよ」

			「雪野のことね。彼女が迷惑をかけて、ごめんなさい。わたしは……だいじょうぶよ。レベルも、そこそこあがってるし」

			　朱里さんはレベル18であるとのこと。射撃ランク７の運動ランク３であるらしい。

			　変わったビルドだな……。

			　この樹林なら、木の枝から枝に飛び移って狙撃しまくればいいのか。学校の森でも結構有利なビルドか。割り切って局地戦特化してる。

			「そういうことなら、よろしく頼む。弓使いと組むのは初めてだから、いろいろ教えてくれ」

			　ぼくたちは、朱里さんをパーティに加え、６人で戦線の右手に移動した。

			　いつものようにフライを使い、樹上を飛ぶ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　前線に近づくにつれ、戦闘音が聞こえてきた。

			　前の方で、連続して爆発が起こる。火魔法の範囲攻撃でオークたちをまとめて焼いているのだろうか。

			　オーク程度なら他のひとたちに任せておいても問題ないだろう。

			「あのあたりね」

			　朱里さんが示した場所に降りる。

			　その場にいた光の民の兵士たちが、驚いてぼくたちに弓を向けてきた。

			　すぐ誤解に気づき、弓を下ろしてくれる。

			「失礼しました。マレビトの方々ですね」

			「ええ。みなさんはこの場を放棄、１００歩後退してください。もうすぐ、ここにジャイアントが攻めてきます」

			　朱里さんのてきぱきとした指示に、10名ほどの光の民は「かしこまりました」とうなずき、背を向けて走り出す。手際がいいなあ。

			「それじゃ、なるべく消耗を抑えて戦ってちょうだい」

			「了解。朱里さんも、無理はせずに」

			　朱里さんは、ひとつうなずいて手近な木に登り始めた。するすると５メートルくらい登って、太い枝に腰を下ろす。リーンさんの使い魔の鷹(たか)が、彼女のそばにとまった。

			「来ます。接触まで30秒」

			　鷹(たか)がそう告げてから、しばしののち。

			　地響きが聞こえてくる。地面が揺れだす。

			　おそらくこれは、巨人たちが足を踏み鳴らし迫ってくる振動だ。

			「敵は緑肌のジャイアント。７体……いえ、８体。弓と斧を持ってる。加えて白い肌のジャイアントが後方に……杖(つえ)を構えているわ」

			「緑肌は、フォレスト・ジャイアントでしょう。白いのは……アルビノ・ジャイアントだと思われます。変異種で、魔術師です」

			　朱里さんの言葉を聞いて、ルシアが告げる。魔術師は危険だな。できれば先に潰したい。

			「アルビノさんって、戦力的にはどんなもの？」

			「アルビノ・ジャイアントは報告例があまりに少ないため、詳(しよう)細(さい)は不明です。フォレスト・ジャイアントは剛弓の使い手で、弓魔法と呼ばれる独特の魔法の使い手です」

			　弓魔法ってなんだよ……。謎(なぞ)魔法だな、おい。

			　それにしても、巨人なのに、遠距離型か。

			　ぼくたちが草原の町で戦ったジャイアントとは、だいぶ違う。あいつらはちから押ししかできない単細胞だったけど……同じと考えると痛い目を見そうだ。

			　しばしののち、巨人たちが木々の陰から姿を現す。

			　１００メートル以上の距離をあけて、緑の肌の巨人たちが一斉に弓に矢をつがえ、放つ。

			　目立つところに立っていたシャ・ラウに矢が集中し……。

			「テンペスト」

			　ミアが、シャ・ラウの前方に竜巻を生み出す。

			　すべての矢が竜巻に吸い込まれ、狙いを大きくそらして、あらぬ方向へ飛ぶ。

			　２本ばかりが、シャ・ラウの周囲の地面に突き刺さる。

			　さて、これで敵も、ぼくたちには弓矢が無意味とわかっただろう。

			　次はどう出てくるか……。

		

	
		
			　

			第１７８話　世界樹防衛戦２

			　

			　フォレスト・ジャイアントは、森に溶け込む緑の肌を持ち、ぼくたちが以前戦ったジャイアントよりいくぶん小柄だ。そのぶん、ちから押しを避けて遠距離攻撃手段を発達させたのか。

			　そのフォレスト・ジャイアントが８体、大樹の陰から弓矢を構えている。

			　２度目の一斉射撃の前に、彼らの弓がきらりと光った。弓の輝きが矢に集まり、そしてそれが一斉に放たれる。

			「弓魔法です」

			　ルシアが告げる。やっぱりかー、こりゃまずいか？

			「テンペスト」

			　ミアが、ふたたび竜巻魔法を合わせる。

			　だが今度の８本の矢は、竜巻魔法をいともたやすく突き破り、なおも軌道を変えずぼくたちに迫って……。

			　うん、これは読めてた。

			「アイス・シールド」

			　ルシアの魔法が、ミアの直後に発動している。竜巻のすぐ後ろに、ぼくたち全員を守る氷壁が出現した。８本の矢は、この氷の盾に次々と突き刺さる。

			　氷の壁は５秒ほどでかき消え、矢がボトボトと地面に落ちる。

			　誰からともなく、安(あん)堵(ど)の息をつく。

			「３射目、来るわよ」

			　樹上から、朱里さんが警告する。

			　またフォレスト・ジャイアントの弓矢が輝く。さっきとはまた少し違う点滅をしているから、別の魔法か？　だとすると、パターンからして誘導か。

			　ああもう、面倒くさい敵だなあ。

			「相手につきあうことはない。アリス、たまき、いつものでいこう。シャ・ラウの背に乗って」

			「はい、カズさん！」

			「わかったわ、いつものね！」

			　アリスとたまきを背に乗せて、シャ・ラウが加速する。あまりの速度に、その姿が一瞬でかき消え……ぎゃんっ、と狼の悲鳴があがる。

			　50メートルほど前方で、シャ・ラウの巨体がなにかに弾かれた。

			　大狼は地面に転がり、アリスとたまきもその背から転げ落ちる。

			「アリス、たまきっ」
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			　な、なんだ、なにが起こった。

			　いや、それよりもマズい、このままじゃ彼女たちが恰(かつ)好(こう)の的に……っ！

			　８本の矢が一斉に放たれる。

			　矢はまるで野球のフォークのような弧を描いて、倒れたままのアリスとたまきを狙う。

			　やっぱり誘導弾型の魔法だ。これじゃ、ふたりに何本もの矢が直撃して……っ。

			　そうは、ならなかった。立ち上がったシャ・ラウがふたりをかばい、８本の矢すべてをその身に受けたからだ。青い血が飛び散る。

			『これは我が身の不始末よ』

			「すまん、シャ・ラウ」

			「ん。回収する。シェイプ・ライトニング」

			　ミアの姿が、光の粒子を残してかき消えた。

			　一瞬ののち、彼女の姿はアリスとたまきのそばにある。

			　小柄な少女は、倒れたままのふたりの手をとった。

			「ディメンジョン・ステップ」

			　３人はワープし、ぼくとルシアのすぐそばに戻ってきた。

			　シャ・ラウもまた雷化の突撃魔法を使い、ぼくたちのもとへ帰還する。

			　全員、素早く木陰に隠れた。シャ・ラウは崩れおちるように倒れる。アリスが、慌てて幻狼王に駆け寄り、その傷を治してやった。治(ち)療(りよう)魔法をかけると、刺さった矢が勝手に抜け、矢傷がみるみる消えていく。

			「いったいなにが起こった」

			『透明な壁に衝(しよう)突(とつ)した。おそらくは、魔法的な妨害手段だ』

			「フォレスト・ジャイアントの弓魔法……じゃないよな。姿を見せないアルビノ・ジャイアントの仕業か？」

			　アルビノ・ジャイアントがどういう魔法を使うかはわからないけど、フォレスト・ジャイアントの魔法はあくまで弓魔法、とのことだから……。

			　透明な障壁とかは、それとはまた別のなにか、じゃないかと思うのだ。

			　根拠なんてなにもない、ただのカンだけど。

			「こっちからも矢を射かけてみたけど、やっぱり透明な壁に弾かれているわね」

			　樹上から、朱里さんの声。彼女は矢筒からいちどに３本、４本と矢を抜き、連続して射かけている。１秒に１発くらいのペースだ。

			　ロード・オヴ・ザ・リングのレゴラスもかくや、という速射ぶりだった。

			　射撃スキルはランク７であんなにすごいのか……。

			　だがそれも、当たればのこと。すべて透明な壁に跳ね返されてしまっている。

			　朱里さんは射撃が無駄だとわかると別の枝に飛び移り、敵の矢から身を隠した。

			　直後、８本の矢が彼女を狙い、追尾してくる。木の後ろまでもぐるりとまわり込み……。

			「朱里さん、あぶないわっ」

			「ええい、しつこいっ」

			　たまきの悲鳴を受け、朱里さんが連続して矢を放つ。

			　その標的は、フォレスト・ジャイアントの放ったおおきな矢だ。

			　１矢につき、１矢。矢と矢が正面から衝(しよう)突(とつ)し、互いにはじけ飛ぶ。それを連続して４回。

			　残る４矢がなおも彼女を狙うが木の枝から飛び降りてこれを回避。４本の矢はいちど彼女がいた枝を通りすぎたあと、くるりと90度回転して、彼女を追い落下する。

			　朱里さんは空中で冷静に４本の矢を抜き、４連射した。矢と矢が衝(しよう)突(とつ)、４つの相討ちに取る。

			　本人はさらに半回転し、身軽に地面に着地する。ふう、とため息をひとつ。

			「あーびっくりしたわ」

			「こっちがびっくりだよ！　どんな曲芸だよ！」

			　思わず、ツッコミを入れてしまう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、敵の布陣をどう攻略するか、である。

			　誘導ミサイル化しているフォレスト・ジャイアントの矢と、真ん中付近に張られた不可視の障壁。このままでは、敵軍のコンボによって一方的になぶられることになる。

			「矢を放つ一瞬は、障壁を解除しているはずよ。その瞬間を狙って飛び込んではどうかしら」

			　朱里さんが提案してきた。

			　正面から破るなら、それがひとつだろう。

			　あとは……そうだな、遠隔攻撃でゴリ押しするという手もある。

			　でも今回は、もっとスマートにいきたい。あまりルシアのＭＰを消費したくないし。

			「ミア。インヴィジ後、アリスとたまきを連れてディメンジョン・ステップで敵のなかに飛び込んでもらえるか」

			「らじゃー。念のため、２度にわけてジグザグワープで強襲する。おっけ？」

			「そうだな。ワープ系魔法すら遮(しや)断(だん)する壁って可能性も残っている」

			　あくまで念のためだ。さすがにワープすら通じない壁、なんてことはないと思う。

			　……今後のためにも、そう思いたい。

			　いや、違うか、なら逆だ。ぼくは思いなおし、ミアに「待て」と告げる。

			「最悪、痛い目に遭う可能性もあるけど……ここはジグザグじゃなくて、あえて１発で敵の懐に乗り込んで、ワープ作戦が有効かどうかを確認してくれ」

			「ん、そだね。失敗したらフォローよろ」

			　ぼくはうなずき、ミアにディフレクション・スペルをかける。

			　ミアは自分とアリス、たまきを対象にグレーター・インヴィジビリティをかけたあと、ふたりの手をとってディメンジョン・ステップ。シー・インヴィジビリティのかかったぼくの視界から、３人の姿がかき消える。

			　あの不可視の障壁がワープすら防ぐなら、彼女たちの悲鳴が聞こえるはずだが……。

			　そんなことはなかった。かわりに、１００メートル先、ジャイアントたちが隠れているあたりで戦闘の音が聞こえてくる。

			　テレポートしたアリスたちが、フォレスト・ジャイアントを奇襲したのだろう。こちらに飛んでくる矢が途切れる。

			「よし、成功したか……っ」

			「無茶な賭けをするわね。それをためらいなく実行できるところが、あなたたちの強さか」

			　朱里さんが呆れつつ、肩をすくめる。

			　そりゃぼくたちだって、痛い目には遭いたくない。でもそれ以上に、これから先の戦いで致命的な失敗をしたくないのだ。

			「なんだかんだいって、ぼくたちは何度もミスって死にかけてるから」

			「それでもしぶとく生き延びているんだから、たいしたものだわ」

			　高等部のサブリーダーは、皮肉に笑う。

			「わたしを含めて、あなたたち以外の全員に足りないものね。ちょっとしたつまずきでも、おおきく落ち込んでしまう。たったの３人、死んだ程度で取り乱して、組織の連携すら危うくする。実際のところ、田上宮くんはちょっとできすぎのリーダーだし、啓子さんは頼もしすぎる」

			「それは、こっちも似たような事情だよ。幸い、まだ今日はひとりも死んでないだけで」

			　ぼくは、２日目にぼくの盾となって死んだ下山田茜さんを思い出す。あの苦い経験が、ぼくのなかで糧となっているのは間違いない。

			　でもだからといって、皆の経験を積むためにひとが死ぬというのは……。

			「あなたは、もう少し気楽に考えた方がいいわね」

			「はい。わたくしも朱里と同じ意見です」

			　朱里さんとルシアに慰(なぐさ)められてしまった。ぼくはどんな顔をしていたのだろう。

			　ぼくたちが白い部屋に連れていかれたのは、その直後である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、たまきとミアだ。

			　フォレスト・ジャイアントを６体、倒したところだという。

			　経験値的に考えて、草原の町で戦ったジャイアントと同じくらいのレベルなのかなー。

			「たぶんフォレスト・ジャイアントはレベル12」

			　床に油性ペンで計算式を展開していたミアが、顔をあげてそういった。

			「おいおい、落書きとか……」

			「どうせ、この部屋を出れば消える」

			「それはそうだけど」

			　朱里さんといくらか打ち合わせした。彼女としても、ぼくたちがこれまで身体を張って手に入れた情報は垂涎の的であったとのこと。

			　敵のデータ、この世界の人々の情報、各地の情報、そういったものを、ぼくたちは快く彼女に提供した。

			　朱里さんも、高等部の現状や結城先輩の目が届かないところでの不満などを教えてくれた。

			　やっぱり結城先輩ひとりじゃ限界があるとのことで、さきほどの騒ぎの件についても、改めて頭を下げてくれた。

			「結局のところ、なにも決断ができないまま、ずるずるとここまで来ちゃったひとが多いのよ。そういうひとは、なにかあってもすぐ他人のせいにする。わかるでしょう」

			「わかりたくないけど、よくわかるよ」

			　ぼくは苦笑いする。シバにいじめられていたころのぼくは、そのことをなによりもよく知っているのだから。

			「ところで、ミアちゃん」

			「ん。なんですかな」

			　朱里さんは、危険を感じて後ずさるミアに運動スキル３の身のこなしで肉薄し、その首ねっこを捕まえた。

			「ひどいにゃー」

			「さあ、お姉さんといっしょに田上宮くんの弱点と操縦について話し合いましょう」

			「ぬう。かつてなくわたしピンチ」

			　朱里さんはミアを抱きあげて、草原モードの隣の部屋に連れていく。ミアが情けない顔でこちらを振り返った。ぼくは白いハンカチを振って、さよならする。

			「いいか、ルシア。ぼくたちの専門用語で、あれをドナドナという」

			「はあ」

			「カズさん、ミアちゃんみたいな嘘をつくのやめましょう」

			　朱里さんとミアは、１時間ほど語らっていたようだ。

			　ぼくたちは、その間、特にすることもなかったので御馳走を召喚して、飲み食いを楽しんだ。

			　戻ってきたミアは、彼女には珍しく、げんなりした顔になっていた。

			「ミア、ケーキ食べるか」

			「ん。もうさっさとこの部屋を出よう……」

			　

			　たまき：レベル36　剣術９／肉体６　スキルポイント６

			　　ミア：レベル36　地魔法６／風魔法９　スキルポイント６

		

	
		
			　

			第１７９話　世界樹防衛戦３

			　

			　打ち合わせが終わったあと、もとの世界に戻る。

			　残る敵の掃(そう)討(とう)のため、アリスたちのもとへシャ・ラウを派遣した。

			　ほどなくして朱里さんがレベルアップする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「逃走する」

			「何度もミアちゃんを頼ったりしないわよ」

			　白い部屋につくなり隣の部屋を草原にし、ぴゅーっ、と逃げだすミア。

			　朱里さんは苦笑いして、それを見送る。

			　ミアに苦手意識を持たせるとか……このひと、たいしたタマだ。

			　アリスたちの報告を聞いた。ちょうど、最後の敵を倒したところだったそうである。

			　フォレスト・ジャイアントは青い宝石を２個、アルビノ・ジャイアントは青い宝石を３個、落としたとのこと。今回の戦いで得たトークンは、合計で１９０個分だ。

			　フォレスト・ジャイアントは、やはりジャイアントとしては少し小柄で、身長３メートル弱くらい。

			　アルビノ・ジャイアントは白いジャイアントで、フォレスト・ジャイアントよりひとまわりおおきかったらしい。

			「アルビノになにか魔法を使われたと思うんですけど、みんな抵抗しちゃったみたいで、よくわかりませんでした」

			「なるほどね。精神攻撃系か、あるいは透明な盾とかそのへんがうまく展開できなかったか……。なんにせよ、無事でよかったよ」

			　たまきがさくっとぶったぎってしまったらしい。また戦うことがあれば、少し観察してみたいところだ。

			　情報交換ののち、白い部屋を出る。

			　

			　　朱里：レベル18　射撃７／運動３　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アリスたちがトークンを回収して戻ってきたところで、リーンさんの使い魔の鷹(たか)が、次のジャイアントたちの出現を告げる。

			　ここから少し左手奥とのことだ。

			　そちらに向かおうとしたところで、鷹(たか)が「待ってください」と告げた。

			「別の動きがありました。敵軍の最後尾が加速しています。周囲のモンスターを取り込みながら前進してきます」

			　え、なにそれ。

			「ごめん、よくわからない。どういうことか説明してくれ」

			「アガ・スーがモンスターを実力で排除しつつ、前線に出てこようとしているようです。多数のオーガやオークが、膨張する木々に飲み込まれています」

			　思わず、「へ？」という声が出てしまった。

			「モンスターたちが、森に飲み込まれている？」

			「異常繁茂する植物が、ひとつの塊となって膨張している光景を観察いたしました」

			　リーンさんは説明しているつもりなんだろうけど、その……ちょっと……よくわからないんですけど……。

			「え、ええと。アガ・スーはトレントの上位種みたいなモンスターなんだっけか。それが周囲の植物を操っている、ってこと？」

			「そうであると思われるのですが、詳しい特性については不明です。オークのようなモンスターを捕食するように取り込んで膨張しています」

			「さっぱり理解できないけど、とにかくヤバいのが来るってことだけはわかったよ……」

			　さて、どうする。このままなら、いま中央で味方がせき止めているオークは膨張する植物が始末してくれそうだけど……。

			　周囲を見境なく取り込みながら、前進してくる木々の化け物。

			　その本質はまだ不明だけど、そうとうヤバいものに違いない。

			　うかうかしていては、高等部も育(いく)芸(げい)館(かん)組もまとめて全滅する可能性がある。

			「朱里さん、中央に行ってください。結城先輩の指揮を引き継いで、なるべく後退の指示を。それと、あのひとたちには……」

			「わかったわ、田上宮くんと啓子さんには、あなたたちを援護するように伝える。そっちも気をつけなさい」

			　朱里さんはあっさりとうなずき、パーティから抜けたあと、木の枝から枝へと飛び移って、あっという間に森のなかへ消えた。

			　彼女も忍者っぽいなあ。運動を上げると、あんな風になるのか……。

			　いや、感心している場合じゃない。

			「アガ・スーが前進して、敵軍が混乱しているなら、これはチャンスだ。ぼくたちが先行して、アガ・スーにとりつく」

			「少々、無(む)謀(ぼう)では」

			　ルシアの真紅の目を見る。少女はまっすぐにぼくを見つめ返してきていた。

			「アガ・スーの情報が少なすぎる。まずひとあたりして、敵の手のうちを知る。万が一にも育(いく)芸(げい)館(かん)組のところまで行かせちゃいけない」

			　ぼくの脳裏をよぎるのは、ぼくの前に出て真っぷたつに斬り伏せられたひとりの少女の姿だ。あんな思いをするくらいなら……。

			　はたして、ぼくはどんな表情をしていたのか。

			　目の前までやってきたルシアに、軽く頬をはたかれた。

			　ひりひりする痛みで、正気に戻る。

			「カズ。いまのあなたは、死者への想いに引きずられています」

			「そうかもしれない。……いや、そうなんだろうな」

			　ぼくは唇を噛む。

			　ルシアは、いつになくまっすぐな視線でぼくを射すくめ、ぼくの肩に手を置く。

			「カズの命令であれば、わたくしたちは死地に飛び込むことも厭いません」

			「ああ、わかってる。……いまのぼくは、そんなにひどい顔をしているか」

			「余裕のない表情だということは、わかります」

			　ぼくは「そうか」と自嘲するように笑った。腹を据える。

			「ミア、意見をくれ」

			「ひとあてするのは、アリ。でも正直に全員でいくことなんてない。カズっちには、使い魔で威力偵(てい)察(さつ)って必殺戦法がある。パラディンかエレ１体の犠(ぎ)牲(せい)で情報が得られるなら、安いもの」

			　ミアはよどみなく答えた。どうやら彼女は、ぬかりなく作戦を考えていたようだ。

			　さすが忍者の妹だと褒(ほ)めたいけれど、そういって褒(ほ)めると殴られそうなので自重しておく。

			「そう……だな。使い魔で威力偵(てい)察(さつ)。加えてリモート・ビューイング。きみのいう通りだな」

			「もっと褒(ほ)めるがよいぞ。余はちやほやされることで伸びるタイプじゃ」

			「ルシアも、すまない、迷惑をかけた」

			　ルシアは首を振った。

			「これは、ほかのみなさんと経験を共有していないわたくしの役割です。ミアがいいだしにくいことであったのでしょう？」

			「ん。まあ、ルシアがいなかったら、いったけど」

			「ですがそれは、ミアも傷つくことであったと」

			　うん、そうなんだろうな。ぼくは……本当に仲間に恵まれている。

			　ぱん、と手を叩いた。

			「そうと決まったら、ぐずぐずしてはいられない。もう少し前進しよう。リーンさん、誘導を頼みます」

			「わかりました。まず２００歩、前進してください。途中、ジャイアントの小集団がいますが……」

			「適当に潰します。アリス、たまき。シャ・ラウと先行を」

			　ふたりはシャ・ラウに乗って森に消える。

			　ぼくは念のために、ということで護(ご)衛(えい)用のウィンド・エレメンタルを２体、召喚した。

			　敵は大規模な軍勢であり、集団から離れている遊兵も存在すると考えられる以上、安全策を取っておくにこしたことはない。

			　予想通りというかなんというか、途中で戦場からはぐれたとおぼしきオークに襲われた。

			　といっても、ノーマルのオークがたったの３体だ。さくさくと叩き潰しておく。

			　アリスたちが、シャ・ラウの背に乗って戻ってきた。

			「フォレスト・ジャイアントが４体、いました。潰してきました」

			「ご苦労さま」

			『フォレスト・ジャイアントは、いささか慌てている様子であった』

			「それって、つまり後ろから逃げてきたってこと？」

			『そうかもしれぬ。いや、その可能性が高いであろう』

			　やっぱり、モンスター軍の後方でアガ・スーが暴れまわっているのか……。

			　ボスご乱心、ってところなのかなあ。カオスな状況になっている。

			　アガ・スーになにがあったのかは、さっぱりわからない。これがチャンスなのか、それともピンチなのかも判断がつかない。

			「それでね、カズさん。すぐ先で、森の奥からうねうねばりばりーっ、って音が聞こえてきたの。だから慌てて戻ってきたわ」

			「うねうねばりばりー？」

			　それはどういう音なんだろう。まあ、すぐにわかることか。

			「前進しつつ、使い魔の偵(てい)察(さつ)を出そう。リモート・ビューイングを使うから、シャ・ラウ、ぼくに背中を貸してくれ」

			『存分に使うがいい。主の安全を確保するのがわれの役目だ』

			　グレーター・ウィンド・エレメンタルの１体にリモート・ビューイングを使い、先行させた。

			　エレメンタルの視界を共有し、シャ・ラウのもふもふの毛皮に身をうずめる。

			　周囲の森の景色が、高速で流れた。リモート・ビューイングだと音が聞こえてこないから、たまきのいう「うねうねばりばりーっ」がよくわからないなあ。

			　いちおうエレメンタルには、「うねうねばりばりーっ」が聞こえたら視界内で手を振れ、といってあるけど……。

			　あ、手を振った。エレメンタルの視界が左右に動く。

			　密な木々の一部が蠢(うごめ)いていた。蔦が触手のように這いまわり、逃げようとしたオークをからみ取る。哀れにもがき苦しむオークが、そのまま密生した植物の渦に飲み込まれていく。

			　ああ……あれが「うねうねばりばりーっ」か……。

			「あのさ、たまき」

			「なあに、カズさん」

			「うねうねばりばりーっ、だ」

			「でしょー？」

			　エレメンタルがためらうように、少し後退する。

			　ホバリングしつつ、拡大する「うねうねばりばりーっ」から距離を取る。

			　つーか、もはや前方がいちめん「うねうねばりばりーっ」って感じになっているんですけど。

			　もはや「うねうねばりばりーっ」の壁なんですけど。これ、どうすればいいの……？

			　あ、ウィンド・エレメンタルが上空に舞い上がった。

			　上から観察するってことか。

			　樹上に出る。眼下の光景を覗くと……。

			　まるで森全体が生き物であるかのように、ぐりんぐりんと蠢(うごめ)いていた。木々がうねり、枝葉が旋回する。ぞっとするほど気味が悪い。

			　しかもそれは、まるで伝染病のように視界中に広がっていく。まるで、悪意が実体を持ったかのような、病的な様相だった。

			　正直、ぼくは四天王というものを甘く見ていたのかもしれない。

			　これは、もはや天災だ。

		

	
		
			　

			第１８０話　狂乱の樹海１

			　

			　ぼくは、ウィンド・エレメンタルの視界で、呆然として木々がうねる様子を観察する。

			　自然と、拳(こぶし)をかたく握っていた。きつく唇を噛む。

			　アガ・スー。こいつを侮っていたわけじゃない。

			　でも、現実のこんな光景を目の当たりにすると、ぼくの想像力がいかにちっぽけなものだったか痛感する。

			　さながら、森すべてが敵にまわっているかのようだった。これまでのモンスターとは、存在のスケールが違う。モンスターという枠組みすら超えたなにかであるような錯覚すら覚える。

			　うねり、悶(もだ)える木々。

			　まるで、どろりとした緑の川が渦を巻いているようだった。

			　ひどく奇妙で、不気味で、おそろしい。

			　こんな相手に……どう立ち向かえばいい？

			　無数の枝が、上空のウィンド・エレメンタルめがけて伸長する。

			　やばい、逃げろ！

			　とぼくが叫ぶまでもなく、ウィンド・エレメンタルは逃走を開始した。

			　わずか数秒後、その動きがぴたりと静止する。

			　振り向けば、ものすごいスピードで伸びてきた蔦が、エレメンタルの足をからめとっていた。

			　引きずられる。

			　エレメンタルの身体は、またたく間に蠢(うごめ)く樹海へと飲みこまれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ウィンド・エレメンタルは、蠢(うごめ)く樹海の下に引きずられ、地面に叩きつけられる。

			　かなりの衝撃で視界がバウンドする。ぼくは眩暈(めまい)を覚えた。

			　幸いなのか、不幸なのか、グレーター・ウィンド・エレメンタルはタフだった。

			　激しく地面に激突し、なおも蔓状植物に引きずられながらも、顔を左右に動かして、懸命に任務を果たそうとする。

			　おかげでぼくは、不気味に蠢(うごめ)く樹海のなかを存分に観察することができた。

			　左手、10メートルほど先にて、１体のオークが口をおおきく開け、必死の形相であがいていた。豚人間の四肢を拘(こう)束(そく)した蔓状植物が、その手足をねじ切る。

			　青い鮮血が噴き出て、オークは悶(もん)絶(ぜつ)した。音は聞こえないけれど、きっと絶叫をあげてるのだろう。青い血が蠢(うごめ)く樹木に垂れ落ちて、まだら模様をつくる。

			　そこかしこで、似たような光景が展開されていた。いまのところ、人間や亜人の姿はないことが救いだろうか。

			　ウィンド・エレメンタルは、もがきながら樹海の深部に運ばれていく。

			　しかしこれ、まるで植物が生き物を踊り食いしているかのようだ。

			　食虫植物型モンスター……なのか？　それにしたって、どんどん周囲に広がっているっていうのは……もはや、病原菌みたいな感じだ。

			　正直、世界樹近傍で戦うには最悪の相手である。

			　ひょっとしたら、世界樹にこいつがとりついた場合、世界樹すら操られて……。

			　それだけは絶対に阻止しなきゃいけない。

			　エレメンタルに巻きつく蔓が多くなっていく。締めつけも強くなっているようだ。もはやもがくことすらできなくなった。

			　唐突に、樹海が開ける。

			　木の枝が伸びて頭上を覆(おお)い、ドーム状の天蓋となった空間に出た。

			　天然のドームの中心に、森の王者ともいうべき巨木が存在した。

			　巨木といっても、高さはさほどない。せいぜい10メートル程度だろうか。ただし、幹の太さもまた10メートルほどある。

			　木の枝の葉はすべてたち枯れている。太い無数の根が、まるでタコの脚のように地面でうねっていた。

			　地上から６、７メートルの地点に巨大な赤い目が、無数に存在した。

			　そう、無数だ。たくさんの目が、大樹の周囲を取り囲んでいる。

			　たくさんの目が、一斉にグレーター・ウィンド・エレメンタルを睨(にら)んだ。

			　ぼくの背筋に、冷たいものが走る。

			　本能に従い、リモート・ビューイングを切ろうとして……。

			　わずかに処理が遅れた。

			　その一瞬で、巨大トレントの無数の目が黄金に輝いた。

			　ガツン、とものすごい衝撃が来る。頭のなかを無数の針で刺されたかのような、鋭い痛みが走り抜ける。

			　ぼくは悲鳴をあげて、シャ・ラウの背中で転げまわった。慌てた誰かが左右から支え、抱きかかえてくれるが……ぼくはちからまかせに四肢を振るい、悲鳴をあげ続ける。

			　まわりを見るどころじゃなかった。

			　誰かを気遣うどころじゃなかった。

			　なんだこれ。なんなんだよこれ。あいつは、ぼくになにをした。

			「カズさん、カズさん！」

			「ねえ、どうしたの、カズさん！」

			　アリスとたまきの声が、遠くで聞こえる。

			　でも、答えることができない。ぼくの口は、悲鳴を上げ続けることしかできない。

			「く……そっ」

			　いまのは精神攻撃の類(たぐい)だ。精神攻撃を食らった原因は、リモート・ビューイングを使うため、アイソレーションをかけていなかったからである。

			「アイソレーション」

			　とりあえず、いまさらのように保護をかける。

			　だがぼくの苦痛は終わらない。やっぱり、いちど受けたダメージを回復してくれるわけじゃないのか。

			　しかし、クリア・マインドがかかっていて、これか。あいつめ、遠隔視ごしにこっちを攻撃するなんて、なんてやつだ……。

			「カズさん、しっかりしてください！　キュア・マインド」

			　アリスが心を癒(い)やす魔法をかけてくれる。ぼくの脳を蝕む苦痛が、次第に消えていく。

			　ようやくひと息ついて、ぼくは脂汗をぬぐいながら身を起こした。

			　皆がぼくを心配そうに覗き込んでいた。心配をかけさせてしまったか。

			　いまさらのように気づいたけど……偵(てい)察(さつ)に出したグレーター・ウィンド・エレメンタルとのリンクが切れていた。

			　使い魔が死んだのである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組と高等部組から増援がやってきた。

			　まず、結城先輩、啓子さんの忍者コンビ。ふたりは朱里さんと現場指揮を交代し、決戦要員として働いてくれるらしい。

			　ほかにふたり、高等部の火魔法の使い手がついてきている。どちらも男子生徒だ。ぼくの顔を見て、目をそらしている。

			　火魔法は蜂によく効くということで、３日目から鍛える者が増えた。今回、連れてきたふたりは、共にランク６であるということだ。まあ……数合わせにはなるだろう。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組からは、合計で３人。槍(そう)術(じゆつ)がついにランク９になったというレベル24の長月桜のほか、高橋百合子と最上潮音の火魔法ランク８コンビが参戦する。

			　最上潮音は中等部２年生で、縁なしの眼鏡をかけた、元気な少女だ。

			　肩まである髪が茶色に染まっている。ちょっと背伸びしてみました、って感じで微(ほほ)笑(え)ましい。

			　現在レベル20で、スキルは火魔法８と槍(そう)術(じゆつ)２。

			　高橋百合子は中等部３年生だが、いつも弱々しい笑みを張りつけている、おさげの子だ。

			　おっぱいがおおきい。以前、自分の使う炎魔法すら怖い、といっていたほど気が弱い。

			　でも同時に、「潮音ちゃんがいつも、手を引っ張ってくれるから」ともいっていた。

			　年下に引っ張られる巨乳のお姉さん。アリだと思います。

			　現在のレベルは最上潮音と同じく20で、スキルは火魔法８と水魔法１。

			　全員、リーンさんの誘導を受けてここまで辿り着いたという。

			　ぼくたちを入れて、決戦班は合計で12人。ふたつのパーティに分かれることになるだろう。

			　合流したひとたちに、改めて、なにが起きたか説明する。

			　説明の間にころころとパーティを組み換え、全員にぼくの付(ふ)与(よ)魔法をかけておく。

			　特に、こうなってくるとアイソレーションは重要だ。

			　本当は、付(ふ)与(よ)魔法ランク９のシェア・フィールドを使いたいところなんだけど。

			　これは簡単にいうと、テレパシー・リンクで情報を共有する魔法である。かなり距離が離れてもテレパシーで会話できるから、大人数になるほど効果がおおきい。

			　でもアイソレーションを使うと、シェア・フィールドは効果を失う。

			　どちらが重要かって、絶対に精神攻撃耐性の方が重要だ。それはゾラウス戦で嫌というほど認識させられた。

			　ものすごく強いと思える魔法でも、かみ合わせを考えるとイマイチ実用性がない、ってゲームならよくできた設定だ、と思える。

			　でもこれはゲームじゃないわけで、もうちょっとこのへんなんとかなりませんかね……。

			　なりませんね、はい。

			　今日の午後は、この魔法に頼りきりだ。

			　さて、ひととおり説明が終わり、新たにパーティを組み直す。

			　第１パーティは、ぼく、アリス、たまき、ミア、ルシア、桜。

			　第２パーティは忍者夫妻と潮音＆百合子の火魔法コンビ、高等部の男子ふたり。

			「拙(せつ)者(しや)、まともに正面から戦うのは愚の骨頂、と考えたでござるよ」

			　面頬の奥で、結城先輩は不敵に笑ってみせる。たぶんパフォーマンスなんだろうけど、ふてぶてしい様子がよく似合っている。

			　ミアはしぶい顔をしてるけど。

			「といっても、奇抜な策はないでござる。我々がするべきことは、しかるべき場所にしかるべき火力を、あらん限り叩きこむことでござろう。それでダメなら、諦(あきら)めて一時後退でござるよ。光の民を肉の壁として、次善の策を練るでござる」

			　鬼畜だけど正しい。ぼくたちが死んだら、この世界、ほぼ終わりだもんな。

			　いまこの戦場には、使い捨てできる戦力と、そうでない戦力がある。

			「さて、その作戦でござるが……。空に飛び、エレの偵(てい)察(さつ)で判明したアガ・スー本体めがけて、ＭＰが尽きるまで火属性攻撃魔法を連打、これだけでござる」

			　あ、ほんとに単純な作戦だった。

			　でもそれしかないかな。

		

	
		
			　

			第１８１話　狂乱の樹海２

			　

			　しばしののち。ぼくたち12人と護(ご)衛(えい)のシャ・ラウは、木々の傘の上に舞い上がり、アガ・スーの蠢(うごめ)く樹海を眼下に見下ろしていた。

			　残る１体のウィンド・エレメンタルは、すでに送(そう)還(かん)している。

			　向こうは、まだこちらに気づいていない様子だ。

			「今回の作戦、指揮官はカズ殿でござる。判断と指示は任せるでござるよ」

			「え、でも結城先輩の方がそういうのは得意なんじゃ」

			「拙(せつ)者(しや)と啓子は、最前線で戦うでござる。後衛が指揮官を兼任する方がよいでござろう。それに、拙(せつ)者(しや)はカズ殿の危機管理能力を高く評価しているでござるよ」

			　結城先輩は、この言葉をあえて高等部のふたりに聞かせているのかな。

			　ぼくの命令に従うように、と。

			　そこまで気遣いしてくれるなら、いいか。

			「ぼくたちの戦いは、いつも紙一重ですけど……わかりました。お引き受けします。でも前線でヤバいと思ったら、そちらの判断でアリスたちに指示を」

			「無論でござるよ」

			　よし、それじゃ作戦実行だ。

			「ルシア。初手から10倍インフェルノだ。悪いけど、出し惜しみしている場合じゃない」

			「わかりました、カズ」

			　まずぼくが、ルシアに付(ふ)与(よ)魔法ランク８のパワー・スペルをかける。

			　わずかな間、攻撃魔法の能力を向上させる魔法だ。付(ふ)与(よ)魔法をランク８にしてからこれまで使ってこなかったのは、おおむねルシアの火魔法がオーバースペックすぎたからなのだが……。

			　今回は、ルシアが全力を出してなお討伐が困難な敵だ。容(よう)赦(しや)なく、最大火力をさらにマシマシにさせてもらう。

			　合図のもと、火魔法の使い手たちが一斉に魔法を放つ。

			　ランク６の高等部組は、ファイア・ストームを。

			　ランク８の潮音＆百合子は、インシネレートを。

			　ランク９のルシアはＭＰを10倍消費したインフェルノを。

			　ちなみに、ルシアひとりでほかの全員を合わせたより巨大な火球であった。

			　そのすべてが、蠢(うごめ)く木々の中心に叩きつけられる。

			　すさまじい爆発が起こった。耳を聾(ろう)する轟(ごう)音(おん)と共に、爆風がぼくたちを襲う。飛行にあまり慣れていなかった高等部の男子たちが、その身をくるくる回転させた。

			　やっぱり飛行は慣れてないはずの忍者組は、なぜか平然とバランスを取ってるけど……。

			　とんでもない量の土埃が舞い上がり、視界を覆(おお)い尽くす。

			　ミアが小声で「やったか」と呟(つぶや)いた。

			　おい、やめろ。

			　彼女のフラグのせい……というわけもないだろうけど、もうもうと立ち込める土煙の向こうになにか蠢(うごめ)くものが見えた。

			「わあ、来るわよー」

			　啓子さんの呑(のん)気(き)な警告とほぼ同時に、土煙を突き破って、無数の蔓状植物がぼくたちにその触手を伸ばしてくる。

			　グレーター・ウィンド・エレメンタルは、こいつに足をつかまれて樹海に引きずりこまれた。

			　この蔓は危険だ。すべて叩き落とさなきゃいけない。

			「ルシア以外の後衛、適当に蔓を焼き払って！　アリスたち前衛は……」

			「盾になるでござるよ！」

			　結城先輩たちが前に出た。

			　先頭の啓子さんとたまきが、白い剣を振るう。剣先から放たれた衝(しよう)撃(げき)波(は)が、襲い来る蔓を次々と切断していった。

			　アリスが魔槍を伸長させて、ふたりが打ち払えなかった蔓を潰していく。

			　でも彼女たちだけじゃ、限界があった。なにせ伸びてくる蔓はもはや数百本レベルだ。

			「ファイア・ストーム」

			「インシネレート」

			　ルシア以外の４人の火魔法使いが、絨(じゆう)毯(たん)爆撃を開始した。

			　蔓を切断しきれないなら、焼き払えばいいじゃない。どのみち、ルシア以外の攻撃は、あの広大な樹海に対して焼け石に水レベルだ。その判断は正解だったようである。

			「テンペスト」

			　さらにミアが、竜巻で蔓を翻弄する。業火と激しい風により、無数の蔓状植物もぼくたちに近づいて来られない、が……。

			　烈風吹きすさぶ音を割って、しゅぽん、しゅぽん、と炭酸の瓶の栓を抜いたような音が響いてきた。

			「ミサイル、来るわよー」

			　え、ミサイル？

			　啓子さんの言葉の意味は、すぐにわかった。業火と竜巻を突き破り、人間の身体くらいおおきな涙滴型のドングリが飛んできたからだ。

			　ドングリは、お尻(しり)から白い粉のようなものを打ち出して上昇しているようだ。

			　魔法的ななにかっぽいけど、こりゃたしかにミサイルだわ。

			　飛んできた巨大ドングリ・ミサイルは３発。

			　迎撃に当たるのは、アリスと啓子さん、それに桜だった。

			　って、え、桜？　彼女が？

			　よくよく見れば、長月桜の持つ槍(やり)は、柄の部分が二重螺(ら)旋(せん)になった、ちょっと見たことのないものだった。

			　アリスは槍(やり)の柄を伸長させて、ドングリの実を貫(つらぬ)く。

			　ドングリは衝撃で爆発を起こした。爆風がぼくたちを襲う。

			　シャ・ラウが、ぼくとミアをかばってくれた。残りのひとたちは、なんとか空中でバランスを崩さないよう、必死で堪えている。

			　桜がなにごとかコマンド・ワードを唱える。二重螺(ら)旋(せん)の槍(やり)の柄が赤く輝き始めた。

			　赤い光が穂先に集まり、ひと筋のビームが撃ち出される。見事にドングリを貫(つらぬ)き、爆発させた。

			　そして残る１発の前に啓子さんが立ちふさがり……。

			「リフレクション」

			　ジャストタイミングではじき返してみせる。

			　もちろん、ドングリ・ミサイルのスピードは、ぼくなんかじゃとうてい跳ね返せないほど速かった。こんなの見切れるの、たぶんグレーター・ニンジャだけだ。

			　跳ね返されたミサイルは、樹海に落下し、爆発。木々が吹き飛び、おおきな煙があがる。

			　あんなのが直撃してたら、さすがにぼくたちでもヤバかっただろう。

			　で、彼らが時間を稼ぐ間に、脂汗を流しつつもルシアが溜めを完了していた。

			　よし、いまだ。ぼくは射線上の人々に、退避するよう伝える。

			「いくぞ、ルシア。パワー・スペル」

			「インフェルノ」

			　２発目の、ＭＰを10倍消費した最強火魔法が放たれる。

			　巨大な火弾が眼下の森に着弾し、すさまじい爆発が起こった。

			　ちょうどドングリミサイルが着弾した付近だったせいで、残りの蠢(うごめ)く木々がまとめて吹き飛び、地面を深くえぐって土砂をまき散らす。

			「レベルアップ……ですね」

			　ルシアが告げた。いまの１発でモンスターを巻き添えにしたか。それとも、あのへんの蠢(うごめ)く木々はアガ・スーとは別のモンスターだったのだろうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、アリスとルシアだった。

			　白い部屋にて、２度も最強魔法を10倍消費し、荒い息をつくルシアが口をひらく。

			「おそらく、あの蔓状植物がアガ・スーの眷族となった植物モンスター、ランペイジ・ソーンなのでしょう」

			　ランペイジ・ソーンという名前は、たしかリーンさんとの会議でも聞いたな。

			　あの蔓、１本ずつがモンスターだったのだろうか。だとしたら、そうとうな数を倒したはずだけど……それでようやく、ふたりだけレベルアップか。

			　いまぼくたちのパーティは、長月桜を入れて６人だ。

			　それを加味しても、ランペイジ・ソーンの個々のレベルはかなり低めに違いない。

			「その割には、蔓のちからが強かった。なにせ、ぼくのマイティ・アームが入ったランク８使い魔のウインド・エレメンタルが蔓を引きちぎれなかったほどだ。見ていた感じだと、ランク４相当……あるいは肉体に２か３入っていそうなくらいだった」

			「はい。そもそも、モンスターを捕食していたのですよね。そうとうな実力差がなければ、多数のモンスターを捕まえるのは……」

			　たしかに、ただのオークならともかく、ジャイアントなども捕食されていた。

			　あの蔓には、なにか秘密がある？

			「うちらがカズっちの魔法でバフってるように、向こうもなんかバフってるんじゃ？」

			　みんなが一斉に、ミアを見る。

			　ミアは相変わらず表情の変わらない様子で、ぼうっとぼくを見返す。

			「具体的には？」

			「アガ・スーのスキルに、植物強化みたいなのがあるのかも。植物強化１なら、植物モンスターのランクが１上がる、みたいな」

			「それ、すごくヤバそうだよう」

			　たまきが呻(うめ)いた。桜も顔をしかめている。

			「そんな能力、反則ですよ……」

			　アリスがいった。

			「わたしたちはいま、世界樹の加護を受けて能力がアップしてる。だったら敵も似たようなことができてもおかしくない」

			「えー、そんなあ」

			「いや、基本的に自分たちができることは相手もできると考えるべきだろう」

			　よもやと思ったけど、仲間を強化する能力持ちの四天王か……。

			　ザガーラズィナーとは正反対の方向で、めちゃくちゃ厄(やつ)介(かい)な相手だ。

			　低レベルの敵をまとめて強化できるモンスター。これがたとえば、雑(ざ)魚(こ)オークをすべてエリート・オーク程度まで底上げできるとしたら……。

			　こんなのもう、ヤバいってレベルじゃない。

			　アガ・スーにもしこの能力があるとした場合、その効果範囲が問題だ。

			　ランペイジ・ソーンがどこまで広がっているかはわからないし、どこからどこまでが１個体として認識されているのかは不明だけれど、あれだけ焼き払って手に入った経験値はひとりあたりせいぜい１０００前後、と考えると……。

			「ランペイジ・ソーンは１体あたりレベル１。で、それが大幅に引き上げられてる、って感じかなあ」

			「経験値のしょっぱさ的に、そうっぽい」

			　ミアが深いため息をつく。彼女のこういう様子は珍しいな。

			「この狩り場、おいしくない。クソゲー。運営に断固たる抗議」

			「気持ちはわかるが、あいにくとこのゲーム、最初からクソゲーなんだよ」

			　しかもリセット不可能で、賭けのチップはリアルの人生だ。そのあげく、この世界の人類はいま末期戦を展開していて、最悪の場合、今日でこの大陸すべてがご臨終。

			　難易度ルナティックすぎですわ。

			「ま、難易度についていまさらいっても仕方がない。アガ・スーのスキルのひとつはそういった性能底上げ系であることが濃厚、とわかっただけでよしとしようか」

			　ぼくは長月桜を見る。そういえば、彼女といっしょに白い部屋に来るのは初めてだっけ？

			「その手に持っている、きみの槍(やり)は？」

			「戦利品。地底樹を守っていたアラクネのものと聞いた。わたしが使うべきだと、志木さんが」

			　へー、アラクネ……ってことは、レジェンドかなあ。いまアリスが使っている伸びる槍(やり)も、レジェンド・アラクネから奪ったものだし。

			　ルシアがまとめて潰したなかに、そういう個体がいたんだろうか。

			「ビームが出るって便利そうだけど」

			「威力は高いけど、燃費が悪い。１発でＭＰ30。連発は無理」

			　そんなにＭＰを消費するんじゃ、治(ち)療(りよう)魔法を使うアリスには不向きってことか。

			　でも普段ＭＰを使わなくて飛び道具のない桜にとっては、なにかと便利な武器だろう。

			「どれくらい威力があるの」

			「まだ限界性能は不明。できれば、ここでテストしたい」

			「なら隣の部屋を草原にして、運用試験をしてみるか。気の毒だけど、パラディンを標的に」

			　はたして桜の発射した槍(やり)のビームは、30メートルの距離からパラディンの身体を吹き飛ばした。パラディンはよろめきながら立ち上がるものの、全身を覆(おお)う金属鎧の一部、脇腹の部分におおきな穴が空いている。

			「え、ちょっと待って、これ強すぎない？」

			「パラディンが避けなかったから。実際は、うまく当てるのが難しい」

			　使い魔を用いての非人道的実験を何度か行った結果、このビームが火魔法ではなく風魔法に分類されることが判明した。

			　威力は、風魔法ランク９のホワイトカノンとほぼ同等。これは……強いんじゃないか。

		

	
		
			　

			第１８２話　狂乱の樹海３

			　

			　今回のレベルアップで、アリスの治(ち)療(りよう)魔法がランク７になる。

			　ランク７で注目の魔法は、リヴァイヴだ。肉体を再生することが可能となる。

			　ミアが手首を切り落とされても、わざわざ手首を回収せずともよくなるということだ。

			　リヴァイヴを患部にかけることにより、新しい手首がにょきにょき生えてくる。

			「ん。あとで実験してみたい。わたしの手首を献上してもいい」

			「わざわざ手首を切り落とすのかよ！」

			「痛いのは一瞬、それ以上に興味深いから……」

			　みんなして、ミアをじーっと見つめる。

			「そんなに見つめられたら……恥ずかしい」

			「ミア、ほんとにモノ好き」

			　桜が呆れたように呟(つぶや)く。

			「ぼくは、きみのことを心から尊敬するよ」

			「もーっと褒(ほ)めるがよいぞ」

			　小柄な少女は、ぺったんこの胸を張る。

			　そこまで徹底してゲテモノかつ変態だと、感嘆せざるを得ないのだ。

			　同時に、おつき合いに一線を引きたくなるけど。

			「ぬう、カズっち、なぜさりげなく距離を取ろうとする」

			「なんでだろうな？」

			「いじわるだ」

			　いじけるフリをしたミアの頭を撫(な)でて、機嫌を取っておく。

			　桜が、そんなぼくたちを見て、目を細めていた。

			「すまないな、いちゃついてて」

			　桜は静かに首を振る。

			「こんな状況で、呑(のん)気(き)です。余裕がある。頼もしい。陸上の大会、緊張しすぎたひとから脱落していった」

			「そういうもの、かな。ミアがいるときは、いつもこんな感じだ」

			「ムードメーカー、重要です」

			　ミアがぼくを見上げてドヤ顔になったので、軽くデコピンしておく。

			「この痛みもカズっちの愛情表現……」

			「無視するぞ。ルシア。２度の魔力解放の影響、どうだ」

			「まだやれます」

			　この白い部屋に来たばかりのころは蒼(あお)い顔をしていたルシアだが、馬鹿なことをやっているうちにだいぶ回復したようだ。

			　馬鹿なことしてたのは主にぼくらで、ルシアは笑っていただけだけど。

			　彼女の笑顔も、だいぶ自然なものが多くなってきている。

			「前より平気そうなのは、以前に連打したときから比べて、だいぶレベルが上がったからかな」

			　前、といっても今日のお昼なんだけどね！

			　そのときはレベル22、いまレベルアップしてレベル36か……。１日でものすごいことになってるなあ。

			　それをいったら、昨日のお昼すぎ、ぼくたちと出会った直後の彼女はレベル10だったんだけども。パワーレべリング気味だったとはいえ、そのレベルアップ速度はとてつもない。

			「それに加えて、どうやら世界樹の加護もおおきいようです」

			「ってことは、ルシアの疲労ってＭＰがごっそり減ったことによるものなのかな」

			「タフネスの向上とかもあるっぽい？」

			　ミアが小首をかしげつつ、いった。

			　さすがゲーム脳、いいカンしているぜ。このへんはしっかり分析しておかないと、後日、同じような感覚で魔力解放を使ったら大惨事、とかになりかねないからなあ。

			「カズ、この部屋で実験しますか」

			　ぼくはちょっと考えたすえ「やめておこう」と首を振った。

			「以前のＱ＆Ａで、魔力解放の使いすぎは命にかかわる、みたいなこともあった気がする。万が一ってことを考えると、ね」

			「ん。あと１発くらいならだいじょうぶっぽい？　土煙の向こうに、ちらっとアガ・スーっぽいのが見えた。そのまわりにぶちこめば、露払いは完了」

			「え、ミア、そこまで見えたの？　すごーい」

			　たまきが感心している。

			　いやそれはぼくもびっくりだ。眼鏡がないと視力が弱いっていってたくせに、結構やるなあ。

			「兄とケイっちの視線の先を見てただけ」

			　あ、カンニングっすか。

			　たしかにあのふたりなら、真っ先に発見しそうである。

			「あと１発だけルシアがぶっぱなしたあと、前衛が突入かな。後衛はそれをサポートしつつ、前衛のあとを追う感じで。アリスとたまきは、いつものようにシャ・ラウに乗って先行。桜さんは……いっしょに突っ込みたいだろうけど、ぼくたちの護(ご)衛(えい)を頼む」

			「問題、ありません」

			「んじゃ各自、近くの第２パーティにそのあたりを伝えて」

			　打ち合わせをし、アリスのスキルを上げて、ぼくたちは戦場に帰還する。

			　

			　アリス：レベル37　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法６→７　スキルポイント８→１

			　ルシア：レベル36　火魔法９／水魔法６　スキルポイント６

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻って、すぐ結城先輩に声をかける。

			「了解でござるよ。こちらでも、同じことを話し合っていたでござる」

			　あ、そうか、彼らも誰かがレベルアップしていたか。お互いに了解してるなら、話が早い。

			「結城先輩と啓子さんも、シャ・ラウにしがみつきますか」

			「可能なら、そうしたいわねー」

			「じゃあ、それで」

			　会話の間も、火魔法を使える組が魔法を連打して、敵につけいる隙を与えない。

			　そしてルシアが、３発目の魔力解放をパワー・スペルつきで発動する。

			　地面で巨大な爆発が起こる。土煙が視界を覆(おお)い尽くす。

			　それが、合図だった。アリス、たまき、忍者夫妻をしがみつかせた幻狼王シャ・ラウが、一(いち)迅(じん)の光輝となって土煙のなかに飛び込む。

			　ここで、ぼくたちは白い部屋に。レベルアップしたのは、ぼくだ。

			　最低限の打ち合わせののち、白い部屋を出る。

			　

			　　和久：レベル46　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			「周囲に絨(じゆう)毯(たん)爆撃を！」

			　戦場に戻ったあと、ぼくはルシア以外の火魔法使いに指示を出す。

			　高等部組と育(いく)芸(げい)館(かん)組のあわせて４人は、ルシアの一撃で壊滅したあたりを避け、その外縁部に範囲攻撃を放った。

			　土煙の向こう側はよく見通せないけど、派手な爆発の音だけは聞こえてくる。

			　ルシアが空中で体勢を崩した。

			「だいじょうぶか」

			「は、はい」

			　ヤバいくらい脂汗をかいてるな……。

			　世界樹の加護があるから、ＭＰ的にはまだ余裕があるはずだけど。

			　ぼくはルシアの肩を支えた。亡国の姫君はぼくにもたれかかり、荒い息をつく。かたちのよい双丘が弾む。

			「無理なら、そういってくれ」

			「ありがとう、カズ。でも、まだあと少しなら……」

			「ん。ごほん、ごほん」

			　棒読みでミアが咳をする。ジト目でぼくを睨(にら)んでいた。

			「あー、ミア、竜巻で土煙を晴らしてくれ」

			「いいの？　また触手うねうね来るよ？」

			「アリスたちの負担が軽くなる。ぼくたちが囮(おとり)になるんだ」

			「わかった。テンペスト」

			　ミアはうなずき、いまだ立ち込める土煙をめがけて竜巻の魔法を放った。

			　暴風により、大気がかき乱される。視界がクリアになって……それが、見えた。

			　爆心地の中心にそそり立つ大樹がある。

			　巨大なトレント、間違いなくアガ・スーだ。

			　アガ・スーは無数の枝を触手のように伸ばし、アリスたちと交戦していた。

			　高さ10メートル、幅10メートルの太い樹だ。樹幹、高さ７メートルのあたりについた無数の目が、３６０度を見張っている。

			　時折、いくつかの目が黄金色に輝いた。

			　そのたびに、レーザーやら氷弾やらが放たれる。

			　地面から尖った岩が突き出る。

			「ひょっとして、目のひとつひとつが魔法を使ってくるのか……」

			「ボスの複数回攻撃は難易度向上の基本」

			「ゲームの話に落とし込むなよ！」

			　困難はそれだけじゃなかった。アガ・スーと連係して、周囲の蔓がアリスたちの邪魔をする。

			　それの対処は、主にシャ・ラウが担当していた。自在に伸びる蔓を雷撃で焼き、鋭い爪や牙で引きちぎっている。

			　しかし蔓もしつこい。シャ・ラウひとりでは、４人全員のカバーは難しそうだった。

			　結城先輩が幻狼王のフォローに入り、かろうじて拮抗状態をつくり出している。

			「援軍を送った方がいいっぽい？」

			「そうだな。火エレを呼び出す。ミア、送迎を頼む」

			「了解でありんす」

			　ありんす、ってなんだよ。

			　蠢(うごめ)く蔓は、やはり多少、火魔法を苦手にしているようだ。パラディンよりは、火エレの方が役に立つだろう。

			　ぼくはグレーター・ファイア・エレメンタルを２体、立て続けに召喚した。定番の付(ふ)与(よ)魔法を手早くかけていく。

			　全身炎に包まれた、剣を持つ裸のマッチョ、グレーター・ファイア・エレメンタル。

			　ミアはこの使い魔ふたりと手を繋ぎ、ディメンジョン・ステップで消える。

			　次の瞬間、彼女と２体の火エレは、シャ・ラウのそばに出現している。

			　シャ・ラウと結城先輩が、ちらりとぼくの方を見た。顔の様子もよく見えない遠方だが、ふたりの感謝の気持ちは伝わる。うん、これで正解だったか。

			　ミアは２体の火エレを置いて、すぐワープで戻ってきた。ぼくを見上げる。

			「伝言。もっと援軍くれ」

			「２体じゃ足りないか……。よし、わかった」

			　ぼくはさらに２体のグレーター・ファイア・エレメンタルを呼び出し、付(ふ)与(よ)魔法をかけていく。世界樹のＭＰ増加があっても、これ以上はちょっと無理だろう。

			　この２体も、ミアがディメンジョン・ステップで輸送する。

			　この間にも、何本もの蔓が上空のぼくたちを襲っていた。もっとも、さきほどまでに比べればその数は少ない。蔓の大半は、アリスたちの方を攻撃しているからだ。

			　桜と火魔法使いたちが迎撃し、やすやすと蔓を倒していく。

			　ミアがちょうど２度目のエレ輸送を終え、戻ってきたところで、ぼくたちは白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今回、レベルアップしたのは長月桜だ。

			　これでレベル25。育(いく)芸(げい)館(かん)組ではダントツのトップだろう。

			「どうだ、アリス、たまき。アガ・スーの戦闘力は」

			「うう、隙が全然ないよー」

			「いっぱい目があって、はさみ討ちでもなにをしても、必ず動きを見られていて……。結構、厳しいです……」

			　前衛のふたりは、いささかお疲れ気味だった。

			　といっても、ザガーラズィナーのときのような絶望的な状態ではないという。精神攻撃を完全に遮(しや)断(だん)しているため、敵にも決定打になるような攻撃手段がないためだろう。

			「膠(こう)着(ちやく)状態か」

			「はい。啓子さんが何度か幹に斬りつけたんですが、白い剣でも弾かれちゃいました」

			　ちょっと待って、いまアリスがへんなこといったような？

			　啓子さんって剣術スキルないよね。武器スキルランク９のアリスやたまきが懐に潜り込めないのに、どうして彼女が？

			「なんかねー、ひょいひょいひょいって柳みたいに枝をかわして、ばしーんって一撃したんだよ。でも効果がないから、すぐに逃げて……それからは敵も警戒して、近づけないっぽい」

			「すごいな……ああ、でも、そうか。運動スキルのおかげか」

			　啓子さん……。相変わらず、スキルシステムの枠外にいるひとだなあ。

		

	
		
			　

			第１８３話　狂乱の樹海４

			　

			　アガ・スーとの戦いは、膠(こう)着(ちやく)状態のようだ。

			　ザガーラズィナーからは逃げの一手だったことを考えると、いくら12人パーティでかつ世界樹の加護があるとはいえ、膠(こう)着(ちやく)状態に持ち込めるだけすごいといえるかもしれないけど……。

			　この戦いに勝たなきゃ、世界樹が終わる。

			　世界樹が終われば、大陸が終わる。

			　ぼくたち全員、オシマイだ。

			　拮抗のまま戦いが続いても、こっちのＭＰがきれたとたん、蠢(うごめ)く樹海の主たる蔓状植物、ランペイジ・ソーンによって押し込まれるだろう。持久戦はこちらに不利と考えるべきである。

			　ここは、リスクをとっても勝ちにいかなきゃいけない。

			「たまき。そもそも啓子さんの剣が弾かれたのって、外皮が分厚かったからか？」

			「え、どういうこと」

			「彼女の武器は、きみが持っているのと同じ、ジェネラル・オーガの持っていた魔剣だ。その威力は、ぼくたち全員がよく知っている。ザガーラズィナーだって、その剣を自分の身体で受けようとはしなかった。……そうだよね」

			　ザガーラズィナー戦では、あの化け物の肌に傷ひとつつけられなかった。

			　鬼将は、たまきの斬(ざん)撃(げき)を避けるか打ち合うか、あるいはマナの盾で防ぐかで対処していた。

			　でもそれは、あいつがたまきの武器に傷つけられることを嫌がった、ということでもある。

			　そもそもザガーラズィナーは、初手、不意討ちでたまきを狙った。

			　あいつは、彼女がいちばん厄(やつ)介(かい)だと認識していた。彼女の武器がザガーラズィナーに通じないなら、そんな判断はしないだろう。ぼくは、そういったことを説明する。

			「アガ・スーの身体が、ザガーラズィナーよりずっと硬い……とかですか」

			　アリスが小首をかしげる。

			「検証するためには、さらに戦いを継続し、データを集める必要があるでしょう」

			「でもいま、そんな悠長なことをしている時間はないだろう」

			　ルシアとぼくは、目くばせをかわす。

			　お互いに、そのあたりは認識を共通させていると理解しあう。

			「ルシア、啓子さんの剣になにが起きたか、仮説はあるか」

			「ザガーラズィナーのマナの盾は、赤く光っているがゆえ、わかりやすかったのです。これが仮に透明な盾であれば、どうでしょう」

			「あっ、そっか！　バリア張ってるかもしれないのね！」

			　たまきが、ぽん、と手を打つ。

			　ぼくがいちばん疑っているのも、それだ。確証はまったくないし、敵を過小評価しているようで、それをもとに作戦を構築するのは危うい気がするんだけど……。

			「でも、アガ・スーは魔法を使うとき、目をぴかーって光らせているわ」

			「それなんだけどな。あちこちの目がぱちぱち光ってるから、どの目がどんな魔法を使ったか、上空から観察してもよくわからないことが多くて」

			　地上にいる場合でも、氷弾とかなら自分を狙う目だけ見ていればいいだろうけど、地面から飛び出てくる岩とかはなあ。

			「バリアが全周囲かピンポイントか、って部分も考慮しなきゃいけない。それぞれで作戦のオプションが変わる」

			「うーん、難しいねえ」

			「すでに３人レベルアップしてるから、また白い部屋に来られるかどうか、わからない。いろいろな事態を想定して、それぞれ作戦を立ててみよう」

			　本当は、こういうときこそ白い部屋に結城先輩と啓子さんがいて欲しいところだ。２パーティにわかれていると、戦闘中の意思疎通も難しい。そんなことを愚痴ったところ……。

			「ＭＭＯのレイド機能とか入れてくれないか、この部屋の主に聞いてみるとか？」

			「あー、ダメモトでやってみるか」

			　ミアの提案のもと、ＰＣに要望を入力してみた。

			　返答まで、珍しくワンタイミングの遅れがあった。

			『困難である』

			　その文字を前に、ぼくたちは顔を見合わせた。これまでとは、明らかに様子が違う。

			「ミア、隣の部屋を要望したときは、どうだった」

			「すぐに『検討する』って出た」

			　うーん、なんかこう、なかのひとが人間臭い反応してるなあ。

			　いまさらのように、白い部屋の主について興味が湧いてくるけど……。

			　それより、目の前の戦いについて考えるべきか。

			　基本的なパターンは３つ。

			　

			・アガ・スーはバリアを張っていない。

			・アガ・スーはピンポイント・バリアを使用している。

			・アガ・スーは全周囲バリアを張っている。

			　

			　最初のパターンは、もはや目や口といった急所を狙う以外、方法がない気がする。

			　２番目のパターンなら、前後左右から同時攻撃という少年漫画的なやりかたで打破できるかもしれない。

			　３番目が微妙に厄(やつ)介(かい)だけど、これもやりようはあって……。

			「ん。Ｑ＆Ａの結果、全周囲型バリアは無差別型あるいは対象指定型ディスペルで解除可能、と出ました。はい拍手」

			　ＰＣに質問を連打していたミアが振り返った。まばらな拍手が起こる。

			「ディスペルを使えるのは、カズさんとアリス先輩」

			　桜がいった。

			「具体的には、付(ふ)与(よ)魔法のランク６にディスペル・マジック、治(ち)療(りよう)魔法のランク３にディスペル、ランク７にグレーター・ディスペルだな」

			　それぞれ微妙に効果が違って、治(ち)療(りよう)魔法ランク３のディスペルは目標への接触が必要で、特定のひとつの魔法をキャンセルする。

			　グレーター・ディスペルは遠距離に対して発動可能で、距離はランクにつき５メートル。

			　ディスペル・マジックはそれらとは少し異なり、対象にかかっている魔法をすべて解除してしまう。

			「んじゃ、カズさん。アリスがグレーター・ディスペルを打てば解決？」

			「それが、そうでもない。グレーター・ディスペルは、対象にかかっているどの魔法を解除するか指定して撃たない場合、解除する魔法は対象にかかっているものからランダムに選ばれる。つまりアガ・スーにかかっている魔法が10個あった場合、運よく全周囲バリアを解除できる確率は10分の１だ」

			「じゃあ、グレーター・ディスペルを連打すれば？」

			「アガ・スーが自分に魔法をかけ続けて邪魔する可能性がある。いや、少なくともぼくならそうする。あれだけ目があって、目ごとに魔法の使用が可能なら、なおさらだ」

			　向こうがグレーター・ディスペルの仕様を把握しているかどうか、ぼくたちにはわからない。

			　でもこれまでの交戦経験からいって、ぼくたちの魔法とモンスターの魔法はかなり似ているから、アガ・スーほど高位のモンスターならそれくらい理解していてもおかしくないと思う。

			　グレーター・ディスペルの連打は分の悪い賭けだ。

			「あくまでも相手が全周囲バリアを張っていた場合、の話なんだけどね。それ以外のパターンなら、ほかの方法で対処できる」

			　ぼくたちは綿密な打ち合わせを続けた。やがてこれなら、という作戦ができあがる。計画に穴がないか、精査したあと、桜の運動スキルをランク２に上昇させ、白い部屋を出た。

			　

			　なお、桜がポイントを保留にしていたのは、このまま運動スキルを上昇させていっていいものか迷っていたから、とのことだが……。

			「啓子先輩を見ていて、このまま運動でいけると」

			　グレーター・ニンジャはあんまり参考にしない方がいいと思うんだけど……。

			　

			　　　桜：レベル25　槍(そう)術(じゆつ)９／運動１→２　スキルポイント４→２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの世界に戻ったあと、打ち合わせに従い、ミアがディメンジョン・ステップで消える。

			　結城先輩のそばに出現し、会話する。

			　高等部のリーダーたるニンジャは、ミアと話をする間もせわしなくアガ・スーの枝葉を打ち払っていた。

			　話は数秒で終了。やっぱりあの兄妹、意思の疎通がスムーズだ。

			　結城先輩は啓子さんに呼びかけ、攻撃に出た。

			　アリスとたまきも左右から激しく仕掛ける。４方向からの同時攻撃を、アガ・スーは無数の枝葉で捌き続けるが……。

			「いくわよーっ」

			　啓子さんが、また強引かつ華麗な身のこなしで蠢(うごめ)く枝の内側に滑り込む。気合一(いつ)閃(せん)、見事な一撃を叩き込んだ。

			　ほぼ同時に、アリスが槍(やり)の柄を伸ばし、アガ・スーの幹に刺(し)突(とつ)を見舞う。

			　アガ・スーは、その両方を耐えきった。槍(やり)と剣が弾かれる。

			　それとほぼタイミングを同じくして……。

			「ホワイト・カノン」

			　ミアの放った白いビームが、アガ・スーの本体を直撃する。白いビームが、幹に弾かれた。

			　その刹那、幹全体が銀色に輝く。

			「あれだわっ！」

			　たまきが、叫ぶ。

			　そう、それは間違いなく、幹全体を包む銀の結界だ。一瞬だけ浮かび上がったバリアの存在に、ぼくたちは覚悟を決める。ミアと視線をかわし、互いにうなずきあう。

			　正直、いちばんこのパターンが嫌だった。

			　リスクがおおきすぎるのだ。特に、ぼくの身が危険に晒(さら)されるということで……アリスとたまきとミアとルシアと桜が強硬に反対した。

			　っていうかぼく以外の全員が、ものすごく嫌がった。

			　でもぼくは、強引にこの案を押し通した。誰もこれ以上の提案ができなかったのだ。

			　相手にかかった魔法を根こそぎ剥(は)ぎとれるのは、ディスペル・マジックを持つぼくだけだ。でもぼくがアガ・スーの至近距離まで近づくのは難しい。

			　ミアのディメンジョン・ステップで飛んでいったとしても、一瞬の静止状態が生じ、魔法と木の枝の集中砲火を受ける。相討ちでぼくやミアがやられてしまっては、元も子もない。

			　だから……。

			「シェイプ・チェンジ」

			　ぼくは付(ふ)与(よ)魔法のランク９、最強の魔法のひとつを行使する。

			　黄金の輝きに包まれたぼくの身体の輪郭が、溶け崩れていった。

		

	
		
			　

			第１８４話　狂乱の樹海５

			　

			　ぼくは、付(ふ)与(よ)魔法ランク９、シェイプ・チェンジを使用した。

			　ぼくの全身を、まばゆいばかりの黄金の輝きが包む。骨格が変化し、全身から剛毛が生え、巨大化する。身に着けた衣服が体表に溶け込む。手は前足となり、尻尾(しつぽ)が生える。口から凶暴な牙が生まれたのがわかる。

			　鏡があれば、ぼくの身体がいま、幻狼王シャ・ラウとうりふたつになっていることがわかっただろう。

			　シェイプ・チェンジは、術者自身が己のよく知るモンスターに変化するのだ。

			　ぼくが詳しいモンスターといえば、やはり使い魔たちである。

			　そのなかでもっともちからある存在といえば、間違いなくシャ・ラウであった。

			　シェイプ・チェンジには制限がある。モンスターの能力は種族固有のものに変化し、特殊能力の類(たぐい)は使用できるが、魔法に関しては本来の術者が使用可能なものしか使えないのだ。

			　たとえば本来のシャ・ラウは多数の魔法を持っているものの、ぼくが変身したシャ・ラウのクローンは、ぼくの保持している付(ふ)与(よ)魔法と召喚魔法しか使用できない。

			　その制限があるとはいえ、シャ・ラウとなったこの身は非常に強力だ。ただの人間とはタフネスもパワーも、スピードも桁違いである。

			　ぼくは自身にヘイストをかけ、ルシアたちのもとから飛び出す。赤い光をまとい、４本の脚で空中を蹴り、ぐんぐん加速する。

			　一直線にアガ・スーのもとへ。

			　アガ・スーは上空から急降下してくるぼくに気づき、触手のような枝を伸ばしてくるも……。

			「アクセル」

			　思考が加速。アガ・スーの枝を紙一重でかわし、足もとに来た枝を蹴ってさらに加速する。

			　地上のメンバーが援護してくれた。アリスとたまきが、結城先輩と啓子さんが、四方から攻撃を加える。４体のファイア・エレメンタルが、アガ・スーの枝葉を焼き払う。

			　本物のシャ・ラウが、迅(じん)雷(らい)のごとく走り敵の狙いを分散させる。

			　その甲斐あって、ぼくへの攻撃は最小限となった。

			　あと、20歩。まっすぐ落下するような恰(かつ)好(こう)で、アガ・スーに接近し……。

			「アクセル」

			　２度目の意識加速で、枝葉の間を縫うように疾走する。

			　アクセルが切れる直前、体当たりするように、幹へと到達。手を、いや前脚を伸ばす。

			「ディスペル・マジック」

			　ぼくの前脚が銀色に輝き、アガ・スーにかかっていた魔法をすべて解除する。

			　大樹の全身がまばゆく輝いた。

			　よし……魔法は、きいた！

			　同時に、激しい衝(しよう)撃(げき)波(は)が全周囲に巻き散らされる。銀狼の姿になっていたぼくは、アガ・スーの前から吹き飛ばされた。

			　木の葉のように宙を舞いながら、シェイプ・チェンジを解除。もとの人間の姿に戻ることで、襲いくる枝の照準をずらす。無防備なぼくのすぐそばを、鋭い木の枝が通り過ぎていく。

			　コマのように回転しながら、眼下に視線をやる。

			　バリアが消えた一瞬を見逃さず、アリスたち４人がアガ・スーに捨て身の突撃を開始していた。

			　そのなかで巨大トレントの至近距離まで辿り着けたのは、啓子さんただひとり。

			「もーらいっ」

			　啓子さんの刺(し)突(とつ)が、アガ・スーの目のひとつを貫(つらぬ)く。ほぼ同時に、少し離れたところからアリスの伸ばした槍(やり)が別の目を貫(かん)通(つう)する。

			　耳を聾(ろう)する絶叫が響く。

			　アガ・スーは巨体を振り乱して、暴れ出した。まだ無数の目は残っているものの、さきほどまでのような正確な迎撃はいっさいない。

			　これほどに大暴れされては、啓子さんですら迂(う)闊(かつ)に近づけなかった。

			　それならそれで、やりようはある。ぼくは頭上を仰(あお)いだ。

			「アガ・スーに攻撃を集中だ！」

			　さきほどまでと違い、やみくもに枝葉を振り乱す超巨大トレントに、火魔法の雨が降り注ぐ。

			　ミアの打ち出した光のビームも、幹に吸い込まれる。連続して爆発が起こる。

			　周囲を見渡し、奇妙なことに気づいた。さきほどまで、あれほど旺盛に蠢(うごめ)いていた蔓状植物がその動きを止めている。

			　ひょっとして……アガ・スーに余裕がなくなったから、なのか？

			　なら、いまこそがチャンスだ。ぼくは地上に降り立ち、ファイア・エレメンタル４体をすべてディポテーションで送(そう)還(かん)する。

			　そうして得たＭＰは、おおよそランク９の使い魔を３回呼び出せる程度。

			　それらすべてを使い魔覚醒につぎ込む。

			「シャ・ラウ！」

			　幻狼王の全身が赤黒く輝き、幻狼王は咆(ほう)哮(こう)と同時に飛び出す。

			　迅(じん)雷(らい)と共に、疾風が吹き抜けた。轟(ごう)音(おん)が響き渡り、地面がおおきく揺れる。

			　シャ・ラウがアガ・スーと衝(しよう)突(とつ)したのだ。

			　空気がビリビリと震えた。

			『いまこそ、見せよう。わが真のちからを』

			　シャ・ラウの声が脳裏に響く。

			　その身がひとまわりおおきくなったような錯覚を覚えた。

			　白銀のオーラのようなものが、幻狼王を取り巻いている。

			　紫電がきらめく。

			　次の瞬間、幻狼王を中心として、巨大な爆発が起こった。

			　アガ・スーの絶叫が響き渡る。

			　砂煙が視界を覆(おお)い尽くす。煙のなかからシャ・ラウが飛び出てきて、ぼくの前に着地した。

			「どうなった」

			『やつの幹は、折れた』

			　倒したってことか。あのアガ・スーを。

			　地響きで、ぼくは思わず体勢を崩した。土煙のなかでアガ・スーの太い幹が真っぷたつにへし折れている。

			『しかし、ひとつ懸念があるのだが……』

			　シャ・ラウはなにかいいかけて、それを中断した。耳をぴくりと動かす。

			　え、なんだ、まだアガ・スーが生きている？

			　と……ぼくの視界が切り替わる。白い部屋に。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、たまきとミアだ。

			　アガ・スーの経験値が入ったことで、皆が安(あん)堵(ど)する。

			「倒せたんですね、四天王……」

			　アリスが感慨深げに呟(つぶや)く。

			「うん、倒せた。ギリギリのところだったけど、うまくハメ殺すことができたよ」

			　今回、12人がかりで、切り札をすべて投入しての勝利である。もういちど戦っても、勝てるかどうかはわからない。でもとにかく、勝った。

			「そういえば、シャ・ラウがなにかに気づいたみたいなんだけど……」

			「なにかって、なに？」

			「それを聞く前に、この部屋に来たからな……」

			　この部屋を出たあと、しっかり警戒するしかないだろう。

			　たまきは肉体スキルを、ミアは地魔法をそれぞれランク７に上昇させる。

			　

			　たまき：レベル37　剣術９／肉体６→７　スキルポイント８→１

			　　ミア：レベル37　地魔法６→７／風魔法９　スキルポイント８→１

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻って、すぐ。シャ・ラウが警告の声をあげる。

			『わが主、気をつけるのだ。まだなにか、いる』

			「え、それってアガ・スーじゃなくて……」

			『おそらくは、あのトレントを弱体化させ、暴走させた元凶であろう』

			　は？　え、ちょっと待って、いまなにをいった。

			　弱体化？　暴走？

			「待て、シャ・ラウ。いまの言葉の意味、どういう……っ」

			『来るぞ』

			　シャ・ラウが鋭くそう告げた、次の瞬間。

			　土煙を割って、馬ほどのサイズの黒い影が飛び出てくる。

			　シャ・ラウの全身が紫電を帯び、雷撃を放つ。だが黒い影は、あっさりと雷撃をかわし、肉薄してくる。

			　狙いは……ぼくかっ！

			「させないわーっ」

			　ぼくと黒い影の間に、啓子さんが割り込んだ。白い剣を振り下ろす。

			　黒い影から鋭い刃のようなものが３本伸び、そのうち１本が啓子さんの胸に突き刺さった。残る２本が両腕を斬り飛ばした。
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			　彼女の身体が、スローモーションのように倒れていく。

			「な……っ」

			　なにが、起こった。いま、こいつは、なにを……っ。

			　黒い影は、ぼくとシャ・ラウの前に降り立つ。

			　獣型モンスターだった。４本の脚で地面を踏みしめ、顔をあげる。

			　ぼくは目の前の黒い影を、呆然と見る。

			　シャ・ラウよりはひとまわりちいさい、狼のような姿をしていた。漆黒の体毛、背中から翼のようなものが生えている。その両翼の先端は、鋭いカッターのようになっていて、しかもいま、それを長くのばしていた。

			　啓子さんの両腕を切断したのが、この翼のカッターだ。

			　そして頭部、赤い獰猛な双(そう)眸(ぼう)の上、額の真ん中に、これまた伸縮する白い角が生えていた。

			　彼女の胸を突き刺したのが、この角である。いまは彼女の血で、てらてら輝いていた。

			　鋭き刃の翼もつ１本角の大狼。

			　こんなやつ……ぼくの神話知識、ゲーム知識にはない。

			　こいつは……ぼくの目の前でじっとぼくを見つめるこいつは、いったい。

			　その大狼が、ぼくを見て、にやりとした。

			　背筋がぞくりとする。震えが、止まらない。

			『力量の差を理解したか。ならば攻撃は止めておくがよい』

			　からかうような声が、脳裏に響いた。

			　テレパシー、なのか。これは、目の前の狼型モンスターから響く声なのか。

			　ぼくにもタンズがかかっている以上、モンスターの声が聞こえてもおかしくはない。

			　これまでも、モンスターがしゃべっているところを見たことはある。同じ狼タイプなら、シャ・ラウだってテレパシーを使う。

			　そのうえで、目の前のこいつは、やみくもに、ただがむしゃらに、凶暴に襲いかかってくるだけのほかのモンスターとは、なにかが決定的に違う気がする。

			　というか、さっきのシャ・ラウの言葉から判断すると、こいつがアガ・スーを暴走させた？

			　上空でルシアが叫ぶ。鋭く、そして喘ぐような声で、ぼくたちに警告を発する。

			「黒翼の狂狼アルガーラフ！　四天王の一角が、なぜここに！」

			　その言葉をもって、ぼくたち全員が理解する。

			　目の前の存在がなんであるか。どれほどの脅威であるかを。

		

	
		
			　

			第１８５話　黒翼の狂狼

			　

			　四天王の１体、黒翼の狂狼アルガーラフ。

			　ルシアが叫んだその名は、いちおう、リーンさんから聞いていた。もっとも、詳しい容姿や能力は知らなかったし、てっきり楔(くさび)の爆発に巻き込まれて死んだものと思っていた。

			　それが、生きている。しかも遠く離れたこの世界樹にいる。

			　あげく……シャ・ラウとこいつの言葉がたしかなら、同じ四天王のアガ・スーが暴走したのはこいつの仕業で……。

			「アガ・スーに、なにをした」

			　ぼくが問うと、黒い大狼は笑ったような気がした。

			　こいつは……いまのが、答えなのか？

			『それより、手当てをせずともよいのか？　この女、死ぬぞ？』

			　はっとしたアリスが、黒い大狼のそばで倒れる啓子さんに駆け寄り、治(ち)療(りよう)魔法をかける。

			　彼女なら手足をくっつけることも容易だ。啓子さんの心臓も再生させることができるだろう。

			　アリスが処置をする間、この狼型モンスターは微動だにしなかった。まるで、それをもって交戦の意思はない、といってるかのようだ。

			　こいつが先に、啓子さんに襲いかかったのだけれど……。

			「真実、あなたがアルガーラフであるというなら、なぜアガ・スーを後ろから斬るような真似をしたのです」

			　リーンさんの使い魔の鷹(たか)がルシアの伸ばした手に留まり、口をひらいた。

			　大狼は首をもたげて鷹(たか)を見る。赤い瞳(ひとみ)が、禍々しく輝いたような気がした。

			『われが楔(くさび)の喪失を望まぬからだ、世界樹の守り人よ』

			「あなたは、魔王の配下として、魔王の意思のもと働いていたのではないのですか」

			『その専従契約を破棄するために、少々、策を弄した』

			　ぼくはシャ・ラウと顔を見合わせた。

			　専従契約を……破棄できるのか？

			　だがシャ・ラウは、わからないというように首を振る。

			　嘘ではないだろう。彼も知らない抜け道が、専従契約にはあるというのか。

			　鷹(たか)がしばし、沈黙する。

			　その間に、ミアが地上に降りてきた。恐れ知らずにもアルガーラフのもとへテコテコと赴(おもむ)き、鼻息がかかるほどの至近距離からその巨体を見上げる。

			「ちょ、ちょっと、ミア！　危ないよ！」

			　たまきが慌てて駆け寄ろうとするが、ミアは手でそれを制した。まあ、そもそもアルガーラフの足もとには、倒れた啓子さんと彼女を治(ち)療(りよう)するアリスがいるわけだけども。

			「おっす。わたし、田上宮観阿。よろしく」

			『わが名はアルガーラフである。なんのつもりだ』

			「近くても遠くても、あなたがその気になればわたしたちは全滅。なら離れてる意味はない」

			　アルガーラフは、哄笑した。

			　止めに入ろうとした結城先輩が、面頬をぽりぽり掻いた。あー、ひょっとしてあれ、先を越されて悔しい、ってことか？

			　ほんと、似た者兄妹だ……。

			　今回、結城先輩が出遅れたのは、啓子さんが殺されかけて頭に血が上ったせいかなあ。

			『変わったマレビトだ』

			「よくいわれる。腹を割って話そう。あなたとわたしたちは共闘できる？」

			『われにそのつもりはない。おまえたちは所(しよ)詮(せん)、われの贄(にえ)である』

			　ミアの単刀直入な言葉に対して、アルガーラフはにべもなくその事実を突きつけてきた。

			「でも、いま殺さない、それどころかこうして言葉をかけにきたってことは、わたしたちに利用価値があるってこと。なにをして欲しいの」

			『傲慢であるな、マレビトよ。われは不快だ』

			「そこをちょっと我慢して口で説明してくれれば、お互いに労力を省ける」

			　唸り威(い)嚇(かく)する大狼に対して、ミアはいっさい動じず彼を見上げてみせる。

			　アルガーラフは、ふたたび哄笑した。

			『３つの楔(くさび)を守り、可能ならば４つ目の楔(くさび)を奪(だつ)還(かん)せよ。それでよい』

			「つまりアルガーラフは、この大陸が沈んじゃ困ると」

			『その通りである。しかし、おまえはいささか不遜だ』

			　アルガーラフの双翼が動いた。

			　と気づいた次の瞬間、ミアの両脚が膝から斬り飛ばされていた。

			　足を失ったミアは、無残にも地面に転がる。

			「ミアっ」

			「ん、兄は邪魔、黙る。ライトニング・アロー」

			　叫び、駆け寄ろうとした結城先輩の足もとに、うつぶせのミアの放った雷の矢が連続して突き刺さる。

			　結城先輩は、たたらを踏んだ。

			　ミアは苦痛に呻(うめ)き、しかしそれでも両腕で仰(あお)向(む)けに転がって、アルガーラフを見上げた。

			『なおもわれと交(こう)渉(しよう)するか』

			「情報の対価としては安い」

			『さすがに、いささか呆れるぞ。マレビトとは皆、こうなのか』

			「どうせ治(ち)療(りよう)魔法がある。……話をさっさと終わらせる。４つ目の楔(くさび)って？」

			『その度胸に免じて、教えてやろう。……マレビトの山を探せ』

			　ミアが微(ほほ)笑(え)んだ。全身を弛緩させ、目を閉じる。アリスが「ミアちゃん！」と叫んで彼女に駆け寄り、アルガーラフに背を向けて治(ち)療(りよう)魔法を使う。

			　いっぽうぼくたちは愕然としていた。

			　アルガーラフの伝えたその単語で、いろいろなことを理解したのだ。喉がカラカラに渇く。

			「学校の山、でござるか」

			　結城先輩が、声を絞り出す。

			「では、ザガーラズィナーが山にやってきたのは、そのため……。いや、ではわれわれがこの地にやってきた理由とは、そもそも……」

			『情報を与えすぎたようだ。２度と会うこともなかろう』

			　黒翼を持つ大狼の身が、一瞬、ブレた。

			　巨体がかき消える。

			　いや、どこかに駆けていったのだろうが……見えなかった、なにも。

			　おおきく息を吐き出す。知らず、地面に膝をついていた。

			　荒い息をつく。頭が重い。額に手をつき、何度も首を振った。

			「もう、なにがなんだか、さっぱりだ……っ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アガ・スーのいた場所には、宝石が１個、落ちていた。

			　傷ひとつない、白い宝石。さすが四天王といったところか。

			　ルシアに訊ねたところ、トークンとしての価値は１０００個分のようだ。もっとも、白いマナ・ストーンなど伝説上の存在、お伽話に出てくるようなシロモノにすぎないとか。

			　それがいま、ぼくの掌のなかに存在する。

			「よかったわ！　ミアも啓子さんもちゃんと治ったわね！」

			　たまきの叫び声で、振り返る。啓子さんの両腕とミアの両脚は、あっさりとくっついていた。すぐ治(ち)療(りよう)したからか、後遺症もないようだ。

			「なにはともあれ、われわれの勝利でござるよ！　皆、喜ぶでござる！」

			　結城先輩が快活に笑う。

			　たしかに、彼のいう通りだ。でも……この虚脱感は、なんなのだろう。

			　戦いは世界樹を防衛するぼくたちの勝利に終わった。結界の内側に侵入した魔物はすべて駆逐された。人類側は世界樹を守りきり、２か所の楔(くさび)を奪(だつ)還(かん)し、２か所の楔(くさび)に攻め寄せていた敵軍を楔(くさび)もろとも爆破した。

			　５つの楔(くさび)を巡る戦いは、膨大な犠(ぎ)牲(せい)を出したものの、かろうじて人類の勝利に終わった。

			　だがぼくたちには、宴をひらくような余裕すらない。

		

	
		
			　

			第１８６話　４日目の終わり

			　

			　ぼくたちは四天王の１体、アガ・スーを倒したが、それは別の四天王アルガーラフの裏切りによる弱体化があってのものだった。

			　アルガーラフの目的は、不明。だがどうやら、彼は魔王に使(し)役(えき)される契約から解き放たれ、反旗を翻しているようだ。

			　ミアがアルガーラフから引き出した言葉は、おおきなヒントになる。

			　彼は、いまぼくたちを殺すべきではないと判断した。敵の敵として、利用できると。

			　魔王は、楔(くさび)を抜いて大陸を沈めようとしている。アルガーラフは、魔王にそれをさせたくないようだ。そして、彼は……ぼくたちに、４本目の楔(くさび)を守れ、といった。

			　昼に別動隊が吹き飛ばしたはずの聖都アカシャやハルーランの尖(せん)塔(とう)にあった楔(くさび)ではない。

			　ロウンの地底神殿、ガル・ヤースの嵐の寺院、そしてこの地の世界樹。

			　それとは別に、もう１本、これまでぼくたちが知らなかった楔(くさび)が存在するのだと。

			　そして、それは……。

			　マレビトの山を探せ、と彼はいった。それはつまり、学校の山のことだろう。

			「もしかして、ザガーラズィナーがぼくたちの山を襲ったのって、いやそれ以前にオークたちが学校を襲ったのって……そこにある楔(くさび)を手に入れるためだった？」

			「そうかもしれないでござるな。とはいえ、推論を立てるにしても材料が少なすぎるでござる」

			　忍者が腕組みして、唸る。

			「とはいえ、その話はあとにするでござるよ。皆のもとへ戻るでござる」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　疲れ果てた身体で拠点に戻り、リーンさんと志木さん、結城先輩、ルシアと軽く会議を行った。

			　議題の中心は、黒翼の狂狼アルガーラフの行動と彼の発言だ。彼との接触はごく短時間だったが、その口から洩れた言葉はぼくたちを驚愕させるに充分だった。

			「アルガーラフの件については、緘口令を敷きます」

			　リーンさんの言葉に、皆がうなずいた。

			　この情報は、あまりにも毒が強すぎる。

			　まかり間違って、モンスターと共存できるなどという思想が支持を広げる恐れすらあった。

			　和平派、と呼ばれるものたちの正体はドッペルゲンガーだった。彼らの行動には、なんの希望もなかった。ただの破壊工作にすぎなかった。

			　アルガーラフの存在は、まったく次元が異なる。人類の敵として破壊をまき散らす災厄、四天王の１体が魔王に反旗を翻したのだ。これであらぬ希望を持つなという方がおかしい。

			　でもそれは、きっと……危険な思想だ。

			　実際に対峙したぼくたちだから理解できる。アルガーラフは、けっしてぼくたちの味方ではない。中立ですらない。

			　今回は、お互いに利用できるから、利用した、それだけのこと。

			　敵の敵は利用できることもある。ぼくは異世界２日目の夜、ギリギリまでそのことで迷った。

			　シバを殺すべきか、それとも適当なところで見逃し、モンスターの数を削るための防壁として利用するべきかと。

			　結果的に、ぼくはシバを殺した。彼の思想は、育(いく)芸(げい)館(かん)にとって危険だと判断したからだ。

			　今回も、そのパターンになる可能性は充分にあるというか……十中八九、そうなるんじゃないだろうか。

			　だから考えなしの者たちにそこを勘違いされるのは、とても困る。

			　敵を、アルガーラフを侮るような、軽く見るような考えが出てこられては、致命的なところで足を引っ張られかねない。リーンさんの言葉は、全面的に正しい。

			「６本目の楔(くさび)……学校の山の件が、目下の問題でござるな」

			「それって、つまり。わたしたちがこの世界に召喚されたのって、ただの巻き添えってことなのかしらね。召喚者がこっちの世界に持ってきたかったのは、ただあの山だけで、わたしたちはそれにくっついてきた虫ってこと？」

			「待ってくれ、志木さん。でもそれじゃ、ぼくたちに与えられたこのスキルとか、用意周到な白い部屋とか、そのへんの意味がわからなくなる」

			　ぼくたちの話を聞いていたルシアが首を振って、「この話は、また後日とした方がよろしいでしょう」といった。

			「皆、疲れきっています。いまは身体を休めることが肝要かと」

			　懐から取り出した腕時計をちらりと見れば、すでに時刻は夜10時をまわっていた。

			　たしかに……ぼくもいい加減、身体を休めたい。アリスたちは、もう床に就いてるかなあ。

			「そうですね。わたくしも、残務は代理の者に任せるとしましょう。怪(け)我(が)をした兵士の治(ち)療(りよう)については……志木、田上宮、引き続きあなたがたの部下を借りてよろしいですね」

			「ええ、こっちとしても、なるべく自分たちを高く売りつけたいもの」

			「ＭＰ回復の時間もあるゆえ、交代で休ませてやって欲しいでござるよ」

			　治(ち)療(りよう)魔法の使い手は、いまや引っ張りだこだった。

			　身内の治(ち)療(りよう)だけでなく、いまも各国連合軍の重傷者たちを癒(い)やしてまわっている。

			　モンスター軍が次にどう出てくるかわからない以上、戦力の回復は急務であった。

			「モンスター軍も、遠征軍の３分の２以上を失いました。ガル・ヤースとロウンへすぐに新たな軍が派遣される恐れはないと、われわれは判断しています」

			　リーンさんはそういうが、しかし世界樹を囲むモンスターの軍勢は、いまだその主力の大部分を残している。

			　ぼくたち以外は、まともにモンスター軍の精鋭、ことに神兵級と戦う術がない。

			　こんな状況で、これから先、どこまで戦えるのか。そもそも、モンスターたちのボスである魔王とやらは、いったいなにを考えて軍を動かしているのか。

			　そして魔王から離反したアルガーラフの狙いとは……。

			　ああ、もう。考えなきゃいけないことばかりで、頭痛がするよ。

			「ひとまず、みなさん。今日はゆっくりお休みください。……それと、カズ。以後、住居を増やす場合、ひとこと断ってからお願いいたします」

			　昼に召喚魔法でコテージを出したこと、釘を刺されてしまった。

			　ルシアがくすりとする。いまの彼女は、出会ったころと違い、だいぶ自然な笑顔を見せていた。そんなルシアを見て、リーンさんが少し嬉しそうにしている。

			「カズ。これからも、ルシアを頼みます」

			「えーと、はい。男として責任は、ええ」

			「もう少し、しっかりと断言していただけると、ルシアの友人として安心できるのですが」

			「自信なさげで申し訳ないです……」

			　志木さんが、くすくす笑う。結城先輩は面頬で表情がわからないけど、肩を震わせているから、きっと笑いをこらえているんだろう。

			　ああもう、ぼくは情けないなあ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　会議のあと、中等部の拠点にいって、集めてあった武器とシャツとブルマをハード・ウェポンとハード・アーマーで強化した。

			　ＭＰが枯(こ)渇(かつ)するまで、それを続ける。付(ふ)与(よ)魔法がランク９になったいま、これで多少は皆の生存能力が向上すれば嬉しいのだけれど……。

			　今日の戦いで中等部の死者はゼロだった。でもそれは、ただ運がよかっただけにすぎない。

			　隣で戦っていた高等部では、最後の戦いでさらにひとり、死者を出したという。

			「合計で、高等部の死者は４人か」

			「もともとの数がわたしたちより多いし、ほとんどの人員が戦闘に参加しているとはいえ……彼らの士気も心配ね」

			「どうだろう。２日目まででさんざん、知り合いの死ぬ様子を見てきたんじゃないか」

			　志木さんは少し考えたあと、首を振って「そうね」といった。ぼくを見つめてくる。

			「な、なんだよ」

			「ううん、カズくんは強くなったな、って」

			「なんのつもりだよ」

			　志木さんは、にやりとする。

			「お御輿さんのリーダーは、いい気にさせておくに限るわ」

			「本音が出すぎだろ！」

			　ルシアがくすくす笑った。ああもう、ぼくはどうせ、道化ですよ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　暗い森のなかを、ルシアとふたりで、昼に召喚したコテージに戻る。

			　その途中で、少しいちゃいちゃした。誰も見ていないのをいいことに、互いの手をからめ、時折キスしながらゆっくりと歩く。

			「女としての喜び。自分にこんな日が来るとは思いませんでした」

			「戦って、死んでいくと思っていた？」

			「はい。それに、まさか姉たちを助けることができるとは」

			　ルシアは立ち止まり、ぼくの顔を覗きこむ。頼りない双月の明かりのもと、微(ほほ)笑(え)む。

			「カズ。あなたのおかげです」

			「ぼくはただ、がむしゃらだっただけだ。任務だった。今日を生き延びて、明日の朝日を見たかった。大切なひとたちを守りたかった」

			「それでも、感謝の言葉をいわせてください。わが国の民を代表して。いいえ、わたし個人として」

			　ルシアは、なにごとか呪文のような言葉を紡(つむ)いだ。

			「それは……？」

			「もう捨てた名です。かつてわたくしの名であったものです」

			　これからは、どこまでもぼくについていく、といった彼女の決意なのだろう。

			　だからぼくは、ただ「そうか」といった。

			　もういちど唇を重ねる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アリスとたまきとミアは、コテージの居間のソファで眠っていた。

			　どうやらぼくたちを待つつもりが、待ちくたびれて寝てしまったようだ。

			　申し訳ないことをした。

			　風邪を引くといけないので、白い布を召喚して、肩にかけておく。お風呂にも入りたかったが、本当に眠かったので、さっさと上の階にあがった。

			　ルシアはお風呂に入るとのことだ。

			「風呂というのは、いいものですね」

			　どうやら彼女の国には、お風呂の文化がなかったようである。

			　まー、あのあたり、乾燥してたからなあ。ベッドに転んで目を閉じると、またたく間に眠気が襲ってきた。考えなきゃいけないことはいっぱいあるはずなのだけれど……。

			　どうやら、意識が飛ぶ方が早そうだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　こうして、終末を予言された４日目が終わりを告げる。

			　ぼくたちは予言を覆(くつがえ)した。

			　世界は、明日も続く。

			　

			　未知の５日目が来る。

			　すべての常識が覆(くつがえ)る、驚天動地の世界が、始まろうとしていた。

			　

			〈『ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける』⑧へ続く〉

		

	
		
			　

			番外編　志木縁子に天(てん)秤(びん)はいらない４

			　

			　わたし、志木縁子にも好き嫌いはある。

			　たとえば梅干しはダメだ。梅干しおにぎりとか、ものすごい苦手なのである。後輩の子たちが親切で握ってくれたときには、泣きながら一個だけ食べたけど。

			　異世界での２日目、お昼ごろのことである。

			「残りはカズくんに持っていってあげなさい」

			　とその後輩にいったら、嬉(き)々(き)として作業中の彼のもとへ梅干しおにぎりを持っていった。ちょっとホッとしたのを覚えている。

			　彼女は、直後の戦いで死んだ。

			　なにが悪かった、というわけではない。彼女の献身がなければカズくんが死んでいたかもしれない状況だった。あの子は己の役目を果たしたのだ。

			　だからといって、あのときもっと言葉をかけていれば、などととりとめもないことを考えてしまうのは仕方のないことだろう。

			　眠るたびに悪夢を見る。おかげでここ数日、睡眠時間はごく少ない。それでも身体が保っているのは、多少なりともレベルアップしているからなのだろうか。

			　これから先も、わたしはたくさんの後悔を抱えて生きていくだろう。

			　あの子を死なせてしまったこと。仲間を守るために多くのひとを見捨てたこと。そして異世界で４日目の今日は、高等部組を盾にして育(いく)芸(げい)館(かん)組を安全なところに配置したこと。

			　おかげで、高等部組は数名の死者を出した。

			　死者のひとりはわたしの知り合いだった。ひとつ上で、クラスの級長で、なにかと世話焼きなひとだった。

			　わたしは副級長だったから委員会でよく顔を合わせて、何度か会話をした。まあ、そんな程度の関係だ。

			　きっと、誰が悪いというわけではないのだろう。

			　でもわたしは、命令する側の人間だ。高等部側にとって負担のおおきい作戦を求めて、相手に要求を受け入れさせた。

			　その時点で、きっと有罪。

			　だけど、嘆き悲しんでいる高等部のひとたちに謝るわけにはいかない。明日も明後日も、これから先ずっと、わたしには育(いく)芸(げい)館(かん)組のみんなを守る義務があるのだから。

			　でも、そりゃあ、まあ。

			　こんな姑息なわたしなのだ。恨みを買うことも覚悟はしていた。

			　４日目の夜。

			　ひとけのない樹上の街をひとりで歩いていると、大樹の脇につくられた広場で男たちに囲まれた。

			　逃げ場となる橋までは遠い。

			　相手は屈強の男性が六人。耳は普通だから、エルフや猫人や犬人ではなく、わたしたちと同じ人間なのだろう。

			　ひょっとして、ドッペルゲンガーなのだろうか。あるいは話に聞いた和平派という人々だろうか。だとしたら、まだ世界樹の深部にスパイが入り込んでいるということで……。

			「マレビトの指導者だな」

			　男たちが剣を抜く。

			「来ていただこうか」

			「どこへですか。あなたたちはなにものです」

			「真なる聖戦のためだ。薄汚い獣どもの手から聖戦の主導権を奪い返すためには、おまえたちマレビトが獣に従う現状を改める必要がある」

			　ああ、なんか理解したかもしれない。

			　つまり彼らは人類連合軍内部での主導権争いがしたいのだろう。なんか、一気に興味が失せた。

			　もういい。時間の無駄だ。

			「やっちゃってください」

			　わたしは夜闇に向かってそう告げた。男たちが怪訝な顔をする。

			　直後、彼らはばたばたと倒れていった。

			　暗闇から現れたのは、結城先輩と啓子さん。

			「どうして拙(せつ)者(しや)たちの隠形術を見破れたでござるか」

			「わたし、偵(てい)察(さつ)スキルだけは高いですから」

			　だからこの男たちがわたしを取り囲むように動くのも、そんなわたしたちを観察する者たちの存在もとっくにわかっていた。

			　この男たちがどういう存在か知りたかったのだ。でも結局、とてもとてもどうでもいい存在だとわかっただけだった。

			　というかこのひとたち、気絶しているだけよね。どうしよう。

			「ほかの者に任せるでござるよ」

			　結城先輩が指を弾くと、また暗闇から黒ずくめの男たちが現れた。耳が猫だったり犬だったりするから、きっとリーンさんの部下たちなのだろう、けど……。

			「なんでこのひとたち、忍者装(しよう)束(ぞく)なの」

			「拙(せつ)者(しや)が是非ともと薦めたでござるよ。優れた機能性ゆえたいへんに喜んでくれたでござる。一流は一流を知るでござるな」

			　え、忍者装(しよう)束(ぞく)って機能的なの？　嘘……。

			　う、うーん。

			　でもこのひとたち、本気で全員、忍者装(しよう)束(ぞく)着てるみたいだし……。

			　あ、なんか頭痛がしてきた。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　横塚司です。

			『ぼくは異世界で付(ふ)与(よ)魔法と召喚魔法を天(てん)秤(びん)にかける』第七巻をお送りします。

			　今回でようやく、四日目が終わります。

			　いやー七巻かけて四日って、どういうことなんでしょうね、ほんと。全体のプロットを切っているときから考えると、明らかに三日目と四日目が長くなっちゃってるんですが……キャラクターが増え、世界が広がったのが一番の原因でしょう。

			　物語を紡(つむ)ぐというのは、なかなかうまくいかないものです。

			　

			　さて、このあとはジェットコースターです。五日目は驚天動地、怒涛の展開となります。

			　どうかこの物語の最後までおつきあい下さいますようお願いします。

		

	
		
			横塚司（よこつか　つかさ）

			某艦娘育成ブラウザゲームの提督業のかたわら、小説家になろうでお話を投稿したいなーと思ったときには書き始めていた。そしていまにいたる。提督業の方は絶賛停滞中。（二〇一六年七月現在）

			　

			イラストレーション

			マニャ子（まにゃこ）

			佐賀県出身・東京在住。フリーランスのイラストレーターです。主に挿絵やゲームのイラストを描いています。（二〇一六年七月現在）

		

	
		
			ぼくは異(い)世(せ)界(かい)で付(ふ)与(よ)魔(ま)法(ほう)と召(しよう)喚(かん)魔(ま)法(ほう)を天(てん)秤(びん)にかける⑦

			発行日：２０１６年６月30日

			著　者：横(よこ)塚(つか)司(つかさ)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Tsukasa Yokotsuka 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける⑦』（２０１６年７月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。
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